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1

隅 麟 糊 法試験本学法科大学院から
合 格 率 は全国 第5位 、私 大で は トップ!

'F成21年 新 司法 試 験 で
、本学 法 科 大学 院 か ら41名 が 受 験 し、20

名が 合格 しました。合 格 率 が 全 国'F均27.64%と 低 ドしたなか 、

本学 法 科 大 学 院 修r'1:の 合 格 率 は48.78%で 、全 国5位 の 好 成

績 をお さめ ました。私 大 で は、全11{口位で した。
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■ 中日大辞典第三版刊行
一卜数年 に及 ぶ 改 訂 作 業 を経 て

、待 望 の 『中ll大 辞 典第 る版 』

が2010年2月26日 に販 売 開 始 とな りました。百 科 項 目 ・占 典1言h

など、信 頼 され る本 辞 典 の 長 所 を保 ちつ つ 、最 新 の 研 究 成 果 を

取 り入 れて、語 義 ・川 法 ・例 文 な どを全 面 的 に検 討 し、的 確 な

訳 語 ・解 説 を施 しました。

さらに日々変 貌 す る中国 で 生 み 出 され る新 語 も幅 広 く収 録 し

て い ます。
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■ 愛知 リーガルクリニック法律事務所開設

『愛 知 リー ガ ル クリニ ック法 律 事 務 所 』は 、愛 知 大 学 法 科

大 学 院 を 母 体 とし、法 科 大 学 院 生 に臨 床 法,,,,,f一教 育 の 場 を提

供 す る ことを'tな 目的 として、車道 校 舎 内 に開 設 され ま した。

同 事務 所 で は 、毎 月1回 無 料 法 律 相 談 を 実 施 します。相 談

は 愛 知 大 学 法 科 大 学 院 専 任 教 員(弁 護 士)が 担"iし 、法 科

大 学 院 生 が ㍍ ち会 い ます。

■
「第3次 基 本 構 想 」(「次 を拓 く愛 大2015」)

まとまる

2010年3月 に、2010年 度 か ら2015年 度 までの6年 間 を対 象

期 間 とする第3次 基 本 構 想(「次 を拓 く愛 大2015」)が とりまとめ

られ ました 。第3次 基 本 構 想 の 中 核 を なすの は 、新 名 占 屋 校 舎

の開 校 とこれ を視 野 に入 れ た 豊橋 校 舎の 再 編 、そ して 圧1工道 校 舎

も含 め た新 たな 知 の トライアングルの 形 成 で す。新 名 占屋 校 舎

は 、名 占屋 市 のGNI(グ レー ター ・ナゴヤ ・イニ シアテ ィブ)の ・

環 として国 際 化 拠 点 と位 置 づ け、併 せ て 「まちのに ぎわいづ くり」

に貢 献 す ること、豊 橋 校 舎 は、「地 域 社 会 ・文 化 へ の 貢 献 」をキー

ワー ドに 文学 部 再 編 と地 域 政 策 学 部 設 置(構 想 中)を 軸 とした

リニ ューアル を行 うこと、車 道 校 舎 は、導 門 職 大 学 院 を軸 とした

高 度 導 門 職 業 人 の 養 成 と、社 会 人 の リカレント教 育 を特 色 とす

るキャンパ ス として 発 展 させ ること、をそれ ぞれ め ざ して い きます。

第3次 基 本 構 想 へ の取 り組 み を通 じて、本 学 の建 学 の精 神で あ

る「世 界 文 化 と平 和 へ の貢 献 」、「国 際 的 教 養 と視 野 を もった 人

材 の 育 成 」、「地 域 社 会 へ の 貢 献 」を深 化 、展 開 させて いきます。

1鱗 欝!と 男弛 一ボール部が

秋 季 より1部 リー グへ復 帰 した本 学硬 式 野 球 部 は、2009年10

月18日 、名 商 大 グラウン ドで 愛 工 大 に4対1で 勝 ち、2004年 以

来 、10季 ぶ り10度 目の リー グ優 勝 を果 た しました。5季ぶ りに1部

リー グへ 昇 格 した今 季で したが 、開 幕 直 後 より順 調 に勝 ち星 を

電ね 、9勝4敗1引 き分 けの 勝 ち点4で 全 日程 を終 了 しました。

また、男rバ レー ボー ル部 は、2009年9月19口 より10月25日

まで 開 催 され た東 海 男子1部 リー グに おいて 、2004年 以 来 の

10季 ぶ り151u旧 の 優 勝 を果 た しました。

バ レー ボ ー ル 東 海 男 子1部 リー グは 、愛 知 、岐 阜 、三重 、静

岡 、滋 賀 の45校 ほ どの 加 盟 校 で1部 か ら6部 で 構 成 され 、本 学

は所 属 す る1部 リー グにお いて、1敗 で 並 ん だ 中京 大 学 を 下 し、

9勝1敗 で 見 事 優 勝 を決 め ました。



2010年 度 大学暦

入学式

オリエンテーション

通常授業開始

通常授業終了

夏季オープンキャンパス

学期末試験

夏期休暇

春学期成績発表

通常授業開始

秋季オープンキャンパス

創立記念 日

通常授業終了

冬期休 暇

学期末試験

慰霊の日

卒業式

(2010年4月1日 ～2011年3月31日)

学 部 短期大学部 大学院 専門職大学院

4月4日(日)

4月1日(木)～4月6日(火)

4月7日(水)

7月21日(水) 7月27日(火)

豊 橋 校 舎:7月11日(日)

車 道 校 舎:7月31日(土)、8月1日(日)

7月22日(木)～30日(金) 8月2日(月)～8月12日(木)

7月31日(土)～9月11日(土)
7月30日(金)

S

9月11日(土)

9月6日(月) 9月3日(金)

9月13日(月) 9月27日(月)

豊 橋 校 舎:9月25日(土)

車 道 校 舎:10月17日(日)

11月15日(月)

1月18日(火) 1月25日(火) 1月31日(月)

12月26日(日)～1月5日(水)

1月19日(水)

S

1月27日(木)

2月7日(月)

S

2月17日(木)

2月3日(木)

名古屋・車道校舎:3月22日(火)

豊 橋 校 舎:3月24日(木)
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天
四
六
年
土
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+
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゜
戎
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本
ハ
長
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二
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ル
今
次
戦
事
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神
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沿革

年 設置・認可等 ■ 年 設置・認可等

1946

【設置・認可】

11月15日 旧大学令により愛知大学を創立

【主な事 業展 開】

豊橋市の南部旧豊橋陸軍予備士官学校跡に

元東亜同文書 院大学、

元京城帝国大学、元台北帝国大学等の

教授を中心スタッフとして創立

1963

【設置・認可】
4月 法経学部に経営学科増設及び経済学科を定員増

4月 大学院に法学研究科私法学専攻博士後期課程を設置

【主な事業展開】
3月 豊橋校舎4号館(鉄筋2階建)を建築
10月 豊橋本部敷地の払下げ受ける(157,590m)

1964
【主な事業展開】
8月 豊橋校舎3号館(鉄筋2階建)を建築

1947
【設置・認可】

1月 予科 開設

4月 法経 学部 開設 法経学部 …法政科 ・経済科 1965
【主な事業展開】

8月 名古屋校舎(車 道)3号 館(鉄 筋4階 建 ・地 下1階)を 建築

1949
【設置 ・認可】

4月 学制 改革 により新制大学 に移 行

法経 学部 …法学科 ・経済学科 文学部 …社会学科 1966

【設置・認可】
4月 法経学部第2部法学科及び経済学科を定員増

【主な事業展開】
10月 豊橋本部敷地内に研究館(鉄筋4階建)及び

図書館(同2階建)を建築

1950

【設置 ・認可】

4月 文学部に文学科を設置

文学科(国 文学、中国文 学、英文学、独文 学、一般文 学)

4月 短期大学部を設置

法経 科第2部(豊 橋 ・名古屋)

文 科第2部(豊 橋)

【主な事業展開】

4月 法経科第2部 の名古屋校舎 は、

東区赤萩町東邦学園高等学校の1棟6教 室を借用 して開講

1969 【主な事業展開】
8月 名古屋校舎(車道)学生会館(鉄筋4階建)を建築

1971
【主な事業展開】
11月 豊橋校舎学生会館(鉄筋4階建)を建築

1973 【主な事業展開】

12月 豊橋校舎1号 館 ・2号館(鉄 筋4階 建)を建築

1974
【設 置・認 可】

4月 短期大学部文科(女 子)を 定員増

1951

【設置・認可】
3月 私立学校法の施行に伴い、

学校法人愛知大学に組織変更

【主な事業展開】
5月 名古屋市東区往還町の元中京女子短期大学の

校地及び校舎を購入し、現在の名古屋校舎(車道)の
基礎を築く

1975 【主な事業展開】
5月 名古屋校舎(車道)図書館名古屋分館(鉄筋3階建)を建築

1976
【主な事業展開】
3月 豊橋校舎図書館第1書庫(鉄筋6階建)及び

短大3号館(鉄筋4階建)を建築

1953

【設置・認可】
4月 文学部文学科の一般文学研究を仏文学専攻に改組
4月 大学院(修士課程)設置

法学研究科 公法学専攻
経済学研究科 経済学専攻

1977

【設置・認可】
4月 大学院に経営学研究科経営学専攻修士課程を設置

【主な事業展開】
2月 豊橋校舎研究館を増築

1978

【設置・認可】
4月 大学院に経済学研究科経済学専攻博士後期課程を設置

【主な事業展開】
11月 豊橋校舎に創立30周年記念会館(鉄筋3階建)を建築

1955
【主な事業展開】
4月 学部の教養課程を開講

名古屋校舎(車道)1号館(鉄筋3階建)建築

1979

【設置・認可】
4月 大学院に経営学研究科経営学専攻博士後期課程を設置

短期大学部文科、生活科を定員増
6月 短期大学部法経科第2部を廃止

【主な事業展開】
6月 西加茂郡三好町に約20万 ㎡の校地を確保

1956

【設置・認可】
4月 文学部に史学科を設置
4月 文学部文学専攻科国文学専攻を設置
4月 法経学部第2部設置(名古屋)

法経学部第2部…法学科、経済学科
名古屋校舎(車道)における
短期大学部法経科第2部を廃止

1981
【主な事業展開】

6月 名古屋(三 好)校 地造成着工

1957

【設置 ・認可】

4月 大学 院に法学研 究科私 法学専攻修 士課程 を設置

【主な事業展 開】

6月 名古屋市緑 区大高町 に土地購入(71,618m) 1983

【主な事業展開】

4月 名古屋(三 好)校 地運動場施設竣工

8月 豊橋 校舎に第2サ ークル棟(鉄 筋5階 建)及 び

合宿所(鉄 筋2階 建)を建築

12月 豊橋 校舎体育館(鉄 筋陸屋根2階 建)を建築

1958
【設置 ・認可】

4月 文学部 に哲学科を設置

1987

【設置 ・認可】

4月 法経学部第1部 、文学部で期間を付 した定員増(420名)

【主な事業展開】

2月 名古屋校舎(三 好)建 築着工1959
【設置・認可】
4月 短期大学部文科(女子)設置

豊橋校舎における短期大学部文科第2部を廃止

1988

【設置・認可】
4月 短期大学部別科設置

留学生別科 別科英語専修 別科生活環境専修

【主な事業展開】
2月 名古屋校舎新キャンパス(三好)竣工
4月 名古屋校舎新キャンパス開校

車道校舎法経学部第1部全学生新キャンパスに一括移転

1961

【設置 ・認可】

4月 短期 大学部 に生活科(女 子)を設置

【主な事業展開】

4月 短大1号 館(鉄 筋2階 建)を 建築

10月 名古屋校舎(車 道)2号 館(鉄 筋4階 建)を建築

法経 学部専 門課程を開講



隼 設 置 ・認 ロ」寺 ■ 年

1989

【設置・認可1
4月 法経学部を改組し、5学部を設置

経済学部1部(豊橋校舎)経 済学部2部(豊橋校舎)
法学部1部(名古屋校舎)法 学部2部(車道校舎)
経営学部(名古屋校舎)

【主な事業展開】
8月 名古屋校舎厚生会館増築

1990
【設置 ・認可】

4月 短期大学部文科、生活科で期間を付した定員増(100名)

1991

【設置 ・認可】

4月 大学院に中国研 究科 中国研 究専攻修 士課程 、

文学研究科 日本文化専攻 ・地域社会システム専攻 ・

欧米文化 専攻修 士課程 を設置

4月 文学 部、経済 学部1部 、法学部1部 、経営学部で

期 間を付した定員増(270名)

1992
【設置・認可】
4月 文学部文学専攻科国文学専攻を廃止

1993

【設口・認可】

4月 文学部、経済学部1部 、法学部1部 、経営学部で

期間付定員の延長(420名)

大学 院に文学研 究科

地域社会 システム専攻博士後期課程を設置

1994

【設置・認可】
4月 大学院に中国研究科中国研究専攻及び文学研究科

日本文化専攻・欧米文化専攻博士後期課程を設置

【主な事業展開】
4月 第1次基本構想策定

1995

【設置 ・認可 】

4月 文学部、経済学部1部 、法学部1部 、経営学部で

編入学定員設 定に伴う収容定員増(260名)

【主な事業展開】

2月 豊橋校舎に梢風館(鉄 筋3階 建)を建築

3月 名古屋校舎(三 好)に朋友館(鉄 筋5階 建)を建築

7月 日本沙漠緑化実践協会主催植林活動に「緑の協力隊」第1次隊派遣

12月 長野県立科町に白樺 高原 ロッジ(鉄筋2階 建)を 建築

1996
【主な事業展開】

11月 豊橋校舎 に本館(鉄 筋5階 建)を建築

1997

【設置 ・認可】

4月 現代中国学部 を設置

4月 現代中国学部への定員振替 により法学部1部(20名)、

経 営学部(30名)及 び短期大学部(文科、生活科各5名)に

おいて入学定員減

4月 短期大学部別科英語専修及び生活環境専修 を廃止

12月 法経学部第1部 、法経学部第2部 廃止

【主な事業展開】

3月 名古屋校舎 に東教室棟(現 代中国学部棟…鉄筋5階 建)

及び青翔館(鉄 筋4階 建)を 建築

12月 豊橋校舎 に学生会館(鉄 筋3階 建)及 び厚生会館

(遣遙館…鉄筋2階 建)を建築

1998

【設置 ・認可1

4月 教養部廃止

4月 国際コミュニケーション学部言語コミュニケーション学科、

比 較文化学科(昼 夜 開講制)を 設置

4月 国際コミュニケーション学部への定員振替により文学部

(哲学 科3名 、社会学科4名 、史学科4名 、文学科9名)、

法学部1部(10名)、 経営学部(10名)及 び短期大学部

(文科20名 、生活科30名)に おいて入学定員減

【主な事業展 開】

3月 豊橋校舎に5号館(国際コミュニケーション学部棟…鉄筋5階建)

及び6号 館(教 室棟 …鉄筋5階 建)を建築

名古屋校舎 に名古屋図書館及び研 究館増築

8月 南 開大学(中 国上海)内 に南開愛大会館を建 築

1999

設 置・認 可等

2000

2001

2002

2003

2004

【設置 ・認可】

4月 文学部文学科を改組 し、日本 ・中国文学科及び

欧米文学科を設置

4月 短期大学部文科、生活科で期間を付 した

定員増(100名)の 期 間延長(1999年 度1年 間)

【主な事業展開】

3月 豊橋校舎図書館増改築

【設置 ・認可】

4月 平成12年 度 から16年 度までの期間付入学定員を設定

(文学部、経済学部1部 、法学部1部 、経営学部の臨定延長)

4月

月

月

4

4

平成12年度から16年度までの期間付入学定員を設定
(短期大学部の臨定延長)及び期間付定員の恒定化に
もとつく短期大学部の入学定員減(10名)
期間付定員の恒定化にもとつく文学部の入学定員増(10名)
短期大学部文科を言語文化学科、
生活科を現代生活学科にそれぞれ名称変更

【設置 ・認可】

月

月

4

4

4月

期間付定員の恒定化にもとつく文学部の入学定員増(10名)
期間付定員の恒定化にもとつく短期大学部の
入学定員減(10名)及 び短期大学部の平成13年 度から
16年度までの期間付入学定員を設定(臨定延長変更)
大学院法学研究科公法学専攻に博士課程(後期)を設置

【主な事業展開】
5月 第2次基本構想策定

【設 口・認可】

3月

4月

4月

4月

4月

短期大学部留学生別科を廃止

愛知大学に外国人留学生別科を設置
期間付定員の恒定化にもとつく文学部の入学定員増(10名)
期間付定員の恒定化にもとつく短期大学部の
入学定員減(10名)及 び短期大学部の平成14年度から
16年度までの期間付入学定員を設置(臨定延長変更)
大学院国際コミュニケーション研究科修士課程を設置

【主な事業展 開】

10月 文科省 「21世紀COEプ ログラム」(国際中国学研究センター)

採択

国際中国学研 究センター(ICCS)を 設置。

【設置 ・認可 】

4月 期間付定員の恒 定化 にもとつく文学部の

入学定員変更(10名)お よび編入学定員減

4月 期間付定員の恒 定化 にもとつく短期 大学部の

平成15年 度から16年 度までの期間付入学定員を

改定(臨 定延長変更)

4月 短期大学部の教職 課程廃止

【主な事業展開】

9月 文科省 「特色ある大学教育支援プログラム」(現代中国学部)採択

【設置 ・認可】

4月 大学院 法務研究科(法 科大学院)を設置

4月 大学院 中国研究科博士後期課程の入学定員変更(15名)

4月 大学院 法学研究科修 士課程公法学専攻及び私法学専攻

の学生募集停 止

4月 経済学部1部 を経済学部、法学部1部 を法学部にそれぞれ

名称変更

4月 経済学部2部 経済学科、法学部2部 法学科、

国際コミュニケーション学部比較文化学科夜間主コースの

学生募集停止及び同収容定員の昼間学部への振替

4月 期 間付定員の廃止にもとつく文 学部、経済学部、法学部、

経営学部の入学定員減

4月 期間付定員の廃止にもとつく短期大学部の入学定員減(50名)

【主な事業展開】

4月 法学部法学科3年 次以上生を車道校舎に移転

4月 大学院 中国研究科を名古屋校舎へ移転

4月 車道校舎新キャンパス竣工

4月 南開大学、中国人民大学との調印(国際中国学研究センター

分拠点設置、中国研 究科博士後期課程デュアルディグリー

プログラム)

8月 緑の協力隊 「ポプラの森」再開 第1次 隊派遣

沿
革

沿
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年

2005

設 置 ・認可 等

2006

2007

il:

2009

2010

【設置・詔可】

3月 法学研究科 修士課程 公法学専攻、私法学専攻を廃止

4月 文学部 哲学科、社会学科、史学科、日本 ・中国文学科、欧米

文学科を改組 し、人文社会学科を設置

4月 経営学部に会計ファイナンス学科を設置

4月 短期大学部 言語文化学科、現代生活学科を改組 し、

ライフデザイン総合学科を設置

【主 な事業展開】

4月 文科省 「私立大学学術研究高度化推進事業」

(社会連携研究推進事業)に、三遠南信地域連携センター

研 究プロジェクトが採択

豊橋市と連篶・協力協定締結

4月 豊橋技術科学大学 と連携 ・協力協定締結

7月 豊橋市と連携 ・協 力協定締結

【設置 ・認可】

3月 外国人留学生別科を廃止

3月 文学部 文学科を廃止

4月 大学院 会計研究科(会 計大学院)を設置

4月 愛知大学孔子学院を設置

【主 な事業展開】

4月 文科省 「私立大学学術研究高度 化推進事業」

(オープン・リサーチ・センター整備事業)に、東亜同文書院

大学記念センター研究プロジェクトが採択

【設置・認可】
3月 短期大学部 言語文化学科、現代生活学科を廃止
4月 各学部の編入学定員を全て入学定員に

振替えたことにより、各学部の収容定員を変更

【主な事業展開】
3月

6月

7月

月

月

7

8

月

月

.
・

・

学校法人桜丘学園と相互提携協定を締結

東栄町と連携 ・協力協定締結

文科省 「現代的教育ニーズ取組支援プログラム」

(現代 中国学部)採 択

新城市と連携 ・協力協定締結

文科省 「専門職大学院等教育推進プログラム」

(法科大学院)採 択

緑の協力隊 「ポプラの森」植林10,000本 達成

南信州広域連合と連 携 ・協 力協定締結

【主な事業展開】
月

月

m

m

10月

東邦高等学校と相互提携協定を締結

愛知大学が(財)大 学基準協会による大学評価ならびに

認証評価を受 け、適合 と認定(2015年3月31日 まで)

名古屋国際センター(NIC)と 連携 ・協力に関する

覚書締結

【主な事業展開】

7月 文科省 「大学教育 ・学生支援推進事業(テ ーマB)

学生支援推進プログラム」に

愛知大学および愛知大学短期大学部が採択

【主な事業展開】
3月 第3次基本構想策定
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歴代学長

歴 代 学 長

(就 任) (退 任)

学
長 初代 学長

二代 学長 本 間 喜一

三代 学長 小 岩井 浄

林 毅 陸1946年11月1950年6月

1950年6月1955年11月

1955年11月1959年2月

四代 学 長 本 間 喜 一1959年4月1963年4月

五 代 学 長 脇 坂 雄 治1963年4月1967年3月

六代 学 長 玉 城 肇1967年4月1969年5月

七代 学長 山田 文雄

八代学長 細 迫 朝夫

1969年6月

1970年5月

1970年5月

1972年2月

九代学長 久 曽神 昇

十代学長 浜 田 稔

1972年5月1984年3月

1984年4月1987年9月

十 一 代 学 長 石 井 吉 也1987年9月1988年3月

十 二 代 学 長 牧 野 由 朗1988年4月1992年3月

十 三代学長 石井 吉也

十 四代学 長 武 田 信 照

1992年4月1999年11月

1999年11月2007年11月

十 五 代 学 長 堀 彰 三2007年11月2008年5月

現 学 長 佐 藤 元 彦2008年8月
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大学の構成

愛

知

大

学

豊橋校舎 大学院 1経 済学研究科ll経 済学専攻(修士課程博士後期課程)1

文学研究科1日 本文化専攻(修士課程榑士後期課程)l

l地域社会システム専攻(修士課程・博士後期課程)1

欧米文化専攻(修士課程榑士後期課程)

国際コミュニケーション研究科1国 際コミュニケーション専攻(修士課程)1

文学部

経済学部 経済学科(理 論・情報、社会・政策、人間環境 、地域研 究、国際研 究、中国アジア経済)

国際コミュニケーション

学部

言語 コミュニケーション学科一
短期大学部 ライフデザイン総合学科〈女子〉

ll;

,1;`

隆

運
営

大
学
の
構
成

,嬉

門
宵
勝
L

凱
し.

名古屋校舎 大学院 法学研究科1公 法学専攻(博士後膿 程)[

私法学専攻(博士後期課程)

1経 営学研究科II経 営学専攻(修士課程榑士後期課程)1

中国研究科 中国研究専攻(修士課程樽 士後期課程)

法 学 部(1・2年 次) 法学科(司 法、行政、企業)

経営学部 経営学科(ビ ジネス・マネジメント、流通 ・マーケティング、情報システム、国際ビジネス)

会計ファイナンス学科(アカウンティング、ファイナ ンス)

現代中国学部 現代中国学科(ビジネス、言語文化、国際関係)

1↓

',-F -:一 『 『_[冒 、'・,

車道校舎 法科大学院 法務研究科(法務専攻)

ζ

;

会計大学院 会計研究科(会計専攻)

法 学 部(3・4年 次)法 学科(司 法、行政、企業)

一 幽 胸 、 一`ぴ 一 ヨー-r-一,一

附 属 機 関
1

iii

豊橋校舎 名古屋校舎 車道校舎
i i
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大学の教育・研究及び事務機構

i
愛知大学1i

ヨ

一1大 学院一大学院委員会1 法学研究科委員会

経済学研究科委員会

経営学研究科委員会

中国研究科委員会

文学研究科委員会

国際コミュニケーション研究科委員会

1糞 羅 灘 萎
文学部教授会

経済学部教授会

国際コミュニケーション学部教授会

法学部教授会

経営学部教授会

現代中国学部教授会

専門職大学院1

艦.`'一 「舜

評
議
員
会
9

酌「 可'剛

大単

評
議
△ ・

コロ影
.1

H文 学部1

経済学部

国際コミュニケーション学部1

法学部1

経営学部1

-{現 代中国学部1

1入学試験戦略委員会・入学試験委員会1

教職課程委員会

1司 書課程運営委員会

鍛
事

事 琴
学

噛△ 長

丁`.

学芸員及び社会教育主事課程運営委員会

1愛知大学短期大学部[1短 期大学部教授会1

教学委員会

学生指導機関i 1学生部委員会1

就職委員会

研究政策機構 研究委員会1 H豊 橋図書館 ト 委員会

図書館1 i
附属機 関 一 鑑 欝 注委員会書'一'澗∫

1臣 と

1皿

事き

一
1国際問題研究所i

綜合郷土研究所iI

中部地方産業研究所

経営総合科学研究所i

国 際中国学研 究センター
lI

l三 遠 南信 地域連携センター

1一 般教育研究室(豊 橋 ・名古 屋)l

ll語学教育研究室(豊橋・名古屋)

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

体育研究室(豊橋・名古屋)1委 員会

中日大辞典編纂所 委員会

委員会

委員会

委員会

委員会

学習・教育支援センター(豊橋・名古屋)

国際交流センターII

情報メディアセンター

i

1東 亜同文書院大学 記念センター1

エクステンションセンターi

i
自己評価委員会

FD(ファカルティ・ディベロップメント)委員会

lCT企 画会 議
ll

情報セキュリティ委員会

個人情報保護委員会1

1セ クシュアル・ハラスメント防止人権委員会1

1危機管理委員会

広報戦略委員会

一
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本部事務部

豊橋事務部

事務局

名古屋事務部

車道事務部

企画・広報課

L_企 画・広報課車道広報室

監査室

情報システム課
L-一 一車道情報メディアゾ_ン

入試課

校友課

名古屋新校舎建設準備事務室

総務課

L東 京事務所

人事課

経理課

資金課

豊橋教学課

豊橋学習・教育支援センター事務室

豊橋一般教育研究室事務室

豊橋語学教育研究室事務室

豊橋体育研究室事務室

保健室

学生相談室

豊橋キャリア支援課

豊橋研究支援課

三遠南信地域連携センター事務室

中部地方産業研究所事務窒

綜合郷土研究所事務室

東亜同文書院大学記念センター事務室

大学史事務室

経済学会事務室

文学会事務室

国際コミュニケーション学会事務室

国際交流センター事務課

豊橋図書館事務課

短期大学部事務課

豊橋情報メディアセンター事務室

名古屋総務課

名古屋教学課

名古屋学習・教育支援センター事務室

名古屋一般教育研究室事務室

名古屋語学教育研究室事務室

名古屋体育研究室事務蜜

保健室

学生相談室

名古屋キャリア支援課

名古屋研究支援課

国際問題研究所事務室

経営総合科学研 究所事務室

国際中国学研究センター(ICCS)事 務室

中日大辞典編纂所事務室

法学会・経営学会事務室

現代中国学会事務室

名古屋国際交流センター事務課

名古屋図書館事務課

名古屋情報メディアセンター事務室

車道総務課

車道教学課

匡
名古屋学習・教育支援センター車道分室

保健室

学生相談室

車道キャリア支援課

車道図書館事務室

運

一宮

■
大
学
の
教
育
・研
究
及
び
事
務
機
構
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法人関係役員

理事会

監 事

職名

理事長

理 事
(常務理事)

〃

〃

理 事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監 事

〃

〃

氏名

佐藤

功刀

名和

八木

交野

栗原

田中

川井

砂山

鈴木

武藤

安井

甲斐

佐原

山田

神野

稲垣

河村

鈴木

元彦

由紀子

聖高

隆明

正芳

裕

正人

伸一

幸雄

規夫

明弘

善宏

一政

光一

正

信郎

隆司

たか し

重文

酒井 強次

松井 昭

岸本 恵次郎

(2010年4月1日 現 在)

現職

愛知大学長

愛知大学副学長(教 学担当)

愛知大学副学長(経 営担当)

愛知大学事務局長

愛知大学文学部長

愛知大学経済学部長

愛知大学法学部長

愛知大学経営学部長

愛知大学現代中国学部長

愛知大学国際コミュニケーション学部長

愛知大学短期大学部長

愛知大学同窓会長

愛知大学同窓生

豊橋市長

霞山会理事長

会社役員

前愛知県副知事

名古屋市長

元会社役員

愛知大学常勤監事

公認会計士

元学校法人職員



評議員会 (2010年4月1日 現 在)(順 不 同)

佐藤 元彦

功刀由紀子

名和 聖高

八木 隆明

交野 正芳

栗原 裕

田中 正人

川井 伸一

砂山 幸雄

鈴木 規夫

武藤 明弘

鈴木 修

熊谷 正人

堀 真人

水谷 財基

藤本 茂

加藤 満憲

八塚 哲子

銭谷 欣吾

高井 和伸

岩間 毅

浅井 英行

荒木 仁子

勝 昭雄

八木 好郎

大島 俊明

池本 和実

愛知大 学長

愛知大学副学長(教 学担当)

愛知大学副学長(経 営担当)

愛知大学事務局長

愛知大学文学部長

愛知大学経済学部長

愛知大学法学部長

愛知大学経営学部長

愛知大学現代中国学部長

愛知大学国際コミュニケーション学部長

愛知大学短期大学部長

愛知大学本部事務部長

大学事務職員

大学事務職員

大学事務職員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

同窓会役 員

後援 会役 員

後援 会役 員

鈴木 結子

安井 善宏

甲斐 一政

佐原 光一

神野 信郎

山田 正

稲垣 隆司

河村たか し

鈴木 重文

宮入 興一

浅野 俊夫

矢田 博士

宇佐美一博

山田 邦明

新井野洋一

竹内 晴夫

長峯 信彦

広瀬 裕樹

田川 光照

冨増 和彦

安部 悟

河辺 一郎

河野 眞

塚本 倫久

須田 淳一

　

難
撫
灘
繍
灘
灘
棚灘

運
営

一

関
係
役
員

大学評議会 (順不 同)

学長

副学長(教 学担当)

〃(経 営担当)

文学部長

経済学部長

国際コミュニケーション学部長

法学部長

経営学部長

現代中国学部長

短期大学部長

大学院長

法務研究科長

会計研究科長

豊橋教学部長

名古屋教学部長

事務局長

本部事務部長

佐藤 元彦

功刀由紀子

名和 聖高

交野 正芳

栗原 裕

鈴木 規夫

田中 正人

川井 伸一

砂山 幸雄

武藤 明弘

宮入 興一

大林 文敏

加藤 義幸

浅野 俊夫

矢田 博士

八木 隆明

鈴木 修

文学部選出
〃

経済学部選出
〃

国際コミュニケーション学部選出

〃

法学部選出
〃

経営学部選出
〃

現代中国学部選出
〃

短期大学部選出

事務職員選出
〃

〃

宇佐美一博

山田 邦明

新井野洋一

竹内 晴夫

河野 眞

塚本 倫久

長峯 信彦

広瀬 裕樹

田川 光照

冨増 和彦

安部 悟

河辺 一郎

須田 淳一

熊谷 正人

堀 真人

水谷 財基

16



運
営一
謹
状

(単 位.円)

資産状況

年度 総資産 総負債 基本金 7肖費収支差額

1990 24,663,790,360 5,006,835,946 18,768,181,806 888,772,608

1991 26,785,355,749 4,904,876,541 20,421,010,135 1,459,469,073

1992 28,886,835,579 4,928,508,562 22,033,363,807 1,924,963,210

況 1993 31,084,255,384 4,997,178,204 24,301,808,891 1,785,268,289

1994 32,955,482,811 4,577,301,547 26,303,525,207 2,074,656,057

1995 34,896,300,660 4,789,626,288 27,633,241,593 2,473,432,779

1996 37,217,102,371 5,547,073,846 29,275,716,376 2,394,312,149

1997 39,237,430,536 6,213,029,463 33,453,752,511 0429,351,438

1998 40,500,002,487 6,199,110,263 35,572,341,903 01 ,271,449,679

1999 42,102,411,070 6,154,888,383 36,284,675,317 △ 337,152,630

2000 43,983,889,293 6,242,380,385 37,198,811,100 542,697,808

2001 45,568,608,580 5,778,088,623 38,170,406,419 1,620,113,538

2002 47,559,447,298 5,685,441,783 39,483,651,959 2,390,353,556

2003 49,201,387,673 5,599,970,327 40,784,897,082 2,816,520,264

2004 49,907,083,038 5,716,655,665 42,085,610,032 2,104,817,341

2005 51,435,320,000 5,875,180,926 42,624,368,726 2,935,770,348

2006 52,837,516,030 5,851,926,986 43,248,291,702 3,737,297,342

2007 54,571,504,676 5,810,909,605 45,014,280,782 3,746,314,289

2008 45,004,582,053 6,731,677,521 47,146,698,316 08 ,873,793,784

2009 49,441,163,355 9,907,784,022 47,322,768,914 07,789,389,581

総資産一

総負債 一

基本金一
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資金収入と帰属収入の推移

(単位 円)

年度 資金収入 帰属収入 経常費補助金収入

1990 10,591,837,778 8,092,075,775 820,854,000

1991 11,290,616,686 9,022,120,093 837,878,000

1992 11,495,373,425 8,904,470,401 793,319,000

1993 12,219,999,904 9,309,528,194 756,153,000

1994 13,452,106,789 9,838,953,511 742,782,000

1995 13,463,187,018 9,781,625,182 873,011,000

1996 18,052,790,486 10,477,946,269 876,891,000

運

営

一

収
入
と
帰
属
収
入
の
推
移

1997 19,410,603,408 10,584,008,675 856,894,000

1998 16,425,119,406 11,387,249,604 943,642,000

1999 16,499,923,987 11,639,222,997 925,955,000

2000 17,756,204,330 11,945,365,352 716,706,000

2001 18,271,200,212 12,654,526,571 848,625,000

2002 19,164,868,785 12,284,799,888 839,890,000

2003 20,249,345,117 12,223,754,221 764,802,000

2004 21,029,274,315 11,799,896,733 862,976,000

2005 19,493,887,245 11,630,377,186 1,070,897,000

2006 18,590,273,131 11,629,344,322 1,082,124,000

2007 21,904,204,047 12,437,317,502 1,114,622,000

2008 27,366,466,067 12,037,103,527 965,717,000

2009 19,407,366,452 11,539,269,399 973,039,000

2010(予 算)18,902,366,000 11,059,152,000 980,000,000

資金収入 一

帰属収入 ■■■

経常費 罐蘭
補助金収入

199019911992199319941995199619971998199920002001200220032004200520062007200820092010(予 算)
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学費

(2010年 度 入学 生)

愛知大学

運
営

学部等 入学金 授業料 教 育 充 実 費(単 位、円)

学
費

文学部 250,000 640,000 200,000

経済学部 250,000 640,000 200,000

国際コミュニケーション学部 270,000 710,000 200,000

法学部 250,000 640,000 250,000

経営学部 250,000 640,000 200,000

現代中国学部 270,000 710,000 200,000

大学院 250,000 550,000 170,000

法科大学院 250,000 1.000.000,, 300,000

会計大学院 250,000 1.000.000,, 300,000

備考

1入 学金は入学時にのみ、授業料及び教育充実費は毎年納入する。

2文 学部人文社会学科心理学専攻は、前項の学費のほか2年 次より毎年実験実習費60,000円 を納入する。

3文 学部人文社会学科の次の専攻は、第1項 の学費のほか2年 次 に、次の調査実習費を納入する。

社会学及び行動社会学専攻20,000円

日本史学及びアジア史学専攻3,000円

地理学専攻10,000円

4現 代中国学部は、第1項 の学費のほか2年 次に次の実習費を納入をする。ただし、中国語を母語とする外国人留学生は、この限 りでない。

現代中国学部 実習費250,000円

愛知大学短期大学部

学科等 入学金 授業料 教 育 充 実 費(単位、円)

ライフデザイン総合学科

(長期履修 コース)

250,000

(250,000)

640,000

(1°≡≡葦姿/4/4≡≡8:888)

210,000

(210,000)

備考

1入 学金は入学時にのみ、授業料及び教育充実費は毎年納入する。

2ラ イフデザイン総合学科の長期履修コースの授業料については、2年コースで入学 した場合の2年 間の授業料の総額を3年 間で納入するものとする。
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学 部 ・学 科 及 び授 業 科 目 …21P

大 学 院 研 究 科 及 び授 業 科 目…29P

特 別 課程 …32P

専 任 教 員 主 要 担 当 科 目…33P
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学部・学科及び授業科目

文 学 B立
口

文学部共通力リキュラム

文学部力リキュラム

卒業に最低必要な単位 合計124単 位/専 門教育科目
共通教育科目44単 位/フ リーゾーン18単 位

ノ

62単 位

駈

ヨーロッパ文明史1・n、芸術史(榮 洋)、視聴覚教育、生涯学習概論1・D、社会教育計画1・n、博物館概論、社会政策、地域経済論1・II.地域政策論、地方財政学、芸術史(西 洋)、映像文化論、

西欧近代社会思想史、現代社会思想史、行政法.民 法1部 、民法2部 、商法、経済法、労働法

●英諾/Readingl‐III,CommunicativeEnglishl・ 皿、PracticalEnglish、AdvancedEnglishl・n、CurrentEnglishl・o.Communicatio∩Skillsl-W

●中国諾/人 門中国罐1・n、基礎 中国語1・a.応 用中国語1・H、総 合中国語1・口、中国語会話(初 級)1・ll.中 国語会話(中 級)1・D、 コミュニケーション中国諾i・IIA、 コミュニケー ション中ta,;1:

●フランス話/入 門 フランス語1・n、mフ ランス語1・0、応用 フランス緬1・H、総合 フランス語1・H、 フランス語会言舌(初級)1・ll.フ ランス諾 会話(中 級)1・D、 コミュニケーションフランス8吾1・nA、

コミュニケーションフランス誌1・nB
l●ドイ

ツ語/人 門ドイツ語1¶ 、墨礎ドイツ語[・o,応 用ドイツ語1・皿、総合 ドイツd$1・Q、 ドイツ語会言舌(初級)i・n.ド イツ詔会話(中 級)1・　.コ ミュニケーションドイツ語1・nAI

外臼画 コミュニケーションドイツ語1・nB

●ロシア藷/入 門ロシア語1・o.基 礎 ロシア酒1・口、応 用ロシア語1・n.総 合ロシア語1・n

●タイ語!入 門 タイ語1・a,基 礎 タイ語1・o.応 用 タイ語1・n、総合 タイ頗互・u

●韓国・朝鮮語/人 門 韓国・朝鮮 語1・旺、基礎穏 国・朝鮮話1・n、 応用朝国 ・朝鮮頗1・n、 総合韓国・朝鮮語1・n

●8本 語/日 本藷 ・表現1・ll、日本 謡・輪文 技術(基 礎)1・ll.日 本語・総 合1・n、日本語・読文技術(応 用)1・II、アカデミック日本 語1・v.ビ ジネス日本語1・n

●外国理解/世 界の雷頗レn、古典言語1・n

●総舗 習.燗 総゚ o習 一…1
鯛 ・側 学 ・ルチメカ 襯 ・湘 一クとセキ・リT-f.モ デル化とデーター ス… グラ・ン久 棚 榊 報・・会

.._1 .

●目然数 理環境 ・物質の科学、地球の科学、宇宙の科学、数理科学、統計学入門、科学技術史,現 代技術と社会、地球環境問題.自 然環境と地理、現代科学技術論、テーマスタディ自然自然

●身体・生命/生 物の科学、生態学.動 物行動学、スポーツ科学、健腹行動輪
一 ■一■一 　 一

●歴史・社会 ・歴史学、社会学,地 理学、ジェンダー舗、遺跡の世界、中国の社会問題、ボランティア活動舗、高齢者生活論、ジャーナリズム舗、テーマスタディ社会雌

●政治・経済 政治学、経済学、法学、現代中国のm、 アジアの政治と経済、経営学、憲法

●思想・文 化.哲 学、舗理学、宗教学、心 理学.心 の働き、文化 人類学、現代の思想.民 俗論、生活文化史 、スポーツ文化驕.日 本 箏情1・n

I人 文 ●芸術 文 学
,文 学.日 本誌学、古 典の世界、呂語と文化、芸rI:、 テー マスタディ人文 1

儲 平隙 綴 の環境、繊 の文化と歴史汰 学更腫 携駆 　 一一1
一 一.一 一

●基礎/コ ンディショニング、生涯スポーツ
体π ●発展

、〆リフレッシュ・スポーツ、ウエイト・トレーニング.ス ノースポーツ1

■
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文学部専攻力リキュラム ノ

書

珊

1
.浄牌
鉢
な
酬
.ら目
U,
コ
コ

1年次灘 警㍉≡>2年次
専攻に所属し
本格的に専門分野を

学びます。 →>3年 次lll欝 >4年 次
これまでの学習の

集大成として卒業論文の

完成をめざします。

必修科目

選択科目

必修科目

選択科目

必修科目

選択科目

必修科目

選択科目

必修科目

選択科目

鎌

選択科目

必修科且

選択科目

必修科目

選択科目

、、、,.必 修科 自

選択科目

必修科目

諦 婁

選択科目

㌔

,3'

必修科目

選択科目

必拶科目

選択科目

轡修科目

選択科目

必修科目

選択科目

入
門
演
習

入
門
講
義

人
文
社
会
学
科
総
合
研
究

ド
イ
ツ
事
情
(ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学
専
攻
)

英
米
事
情
(英
話
圏
文
学
専
攻
)

中
国
撃
情
(中
国
語
中
国
文
学
尋
攻
)

雷
道
1
・
n
(東
洋
哲
学
尋
攻
・中
国
語
中
国
文
学
尋
攻
)

東洋哲学基礎演習、

菓洋哲学史1・D、粟洋哲学講読1

菓洋哲学特殊講義王・【L中国哲学1・[1,柴洋政治思想史1・II、日本思想史1・n、印度哲学1・II,

仏教思想1・a、西洋哲学史1・ll、漢文学1・　,漢 文研究1・ll、魯画論1・n

粟洋哲学講読H

西洋哲学基礎演習1・u、

西洋哲学概論1彊、西洋哲学史1・n

ドイツ哲学講読1、フランス哲学講読1、ギリシア哲学講読1,

倫理思想史、倫理学概論、応用倫理学概論、美学概論1・a、

宗教学概論、宗教思想史、比較思想正・[1.東洋哲学史1・II、現代社会舗

ドイツ哲学講読皿、フランス哲学講読皿、

ギリシア哲学講読n、 西洋哲学特殊講義1～w

ドイツ哲学講読皿、
フランス哲学講読皿.

ギリシア哲学講読m

現代社会論、社会調査法、社会調査データ分析法、

社会学の展開1・n、社会調査実習

家族と社会、生涯学習社会論.都 市社会論、コミュニティ政策論、

環境社会学、社会心理学、権力・支配の社会学、社会病理学、

キャリア発違論、産業社会爺、福祉・労働政策論、情報社会論、

階級・階層論、組織社会学、比較社会 ・文化論.家族 ・村落史、

外国書講読、マス・コミュニケーション舗、アジア近現代史論、日本民俗学1

社会行動論、社会調蛮法,社会調歪データ分析法、

社会学の展開1・D、社会調査実習、

家族関係論、自我論、文化とパーソナリティ、ソーシャル・ネットワーク講.

逸脱行動諭、コミュニケーション論、精神分析学、文化の社会学、

ライフ・コースの社会学、宗教と個人、差別の社会学,応用倫理学概論、

福祉社会学、ケアの社会学、セクシュアリティ・ジェンダーの社会学、社会心理学、

外国霞講読.人間活動の地理学.臨床ケーススタディ(児童・少年期)、日本民俗学1

心理学研究法、心理学基礎実験1・a、心理統計、

心理学基礎演習

認知心理学1・D、行動心理学1・皿、発達心理学、比較心理学1・n、

性格心理学、生理心理学、臨床ケーススタディ(児童・少年期)、

心理療法、家族関係論、精神分析学、社会心理学、キャリア発達論、

社会病理学

心理アセスメント

行動分析応用、社会行動分析、心理学フログラミング演習、

認知科学、臨床ケーススタディ(青年 ・成人期)、

心理学特殊講義1・n、行動療法、思春期精神医学、

カウンセリング研究

情報m化1・D、 情報提供論.調査検索案習、摘報サービス、

情報メディア概論、ネットワーク情報、図霊館情報学講読1・口

情報処理基礎1、情報処理1・n.尋門情報特殊講義1～!V,

尋門情報論1～W、 図書館の歴史と経営、知識組織法1.

尋門コミュニケーション、図書館概説、情報社会論、知的所有権、

漢字文化論、演劇論、映画論.a画 論、児童文学t・u、社会調査法

図書館実習、知識組織法II,書誌学、

菓洋哲学特殊講義且、地図学1・n

日本史墨礎演習、日本史講読、

古文暫読解

日本史概鋭1・旺.日本史史輯学、日本文化史1・Q、歴史学概論、歴史学史、日本考古学1・　、

西洋史殿説.日本民俗学1・　.歴史地理学、日本思想史1・o,アジア近世史論.

アジア近現代史諭、古典文学古文字読解、日本語史、家族・村落史、漢文学1・H

日本社会史特殊講義1・ll.

日本史特殊講義1～1V

アジア史基礎講読、アジア史基礎演習、

アジア近世史諭.アジア近現代史舗

歴史学史、歴史学概論、アジア考古学1・II、西洋史概説、

日本史概説1・II、日本考古学1・n,歴史地理学、人間活動の地理学,

東洋政治思想史1・o.仏教思想1・Q,文 学1・ll.

中国文学史(古 代 ・中世)、中国文学史(近世 ・近代)、中国古文講読1

アジア史講読

地理学研究法、地理学基礎実習、地理学講読、

地理学フィールドワーク実習1、測璽学1・II、

地球環境科学1・II、自然地域システム特殊講義1・皿

アジア諸国史特殊講嚢1・H、中C7文 講読n

歴史地理学.人聞活動の地理学、日本民俗学1・II、日本文化史1・ll.

日本考古学1・n.アジア考古学1・口、アジア近現代史鹸、

西洋史概説、都市社会講、環境社会学、社会心理学

地理学フィールドワーク実習n、

地図学1・n.人文地域システム特殊講義

都市・観光地理学、

国際地域研究

日本古典文学基礎潰習、B本近代文学基礎演習、日本語学基礎演習、

日本古典文学概舖、日本近代文学概論、日本語学概舗

日本古典文学史、日本近代文学史、日本語史、日本古典文学講AEI.

日本近代文学講読1、日本梧学講続1、日本古典文学資料論、古典文学古文字読解、

漢字文化論、日本近代文学1,日本詔教再研究1・n、児鐘文学1・D、漢文学i・n

日本古典文学講読n、日本近代文学講読U、日本語学講読H、

日本古典文学特殊講義、日本近代文学特殊講義、
日本語学特殊講義、日本語文法論、日本近代文学II

中国古文講読1、中国文学講読1、

中国語学基礎潰習

中国文学史(古代・中世)、中国文学史(近世 近代)、中国文学概論,

中国文芸理論、日中比較文学(古代)、日中比較文学(近代)、

漢文学1・ll、漢文研究1・n、雷画舗1・v

EnglishPronunciation,EnglishReading,EnglishGrammar,

EnglishComposition、CreativeWritingl・n、 英語学、イギリス文学.

アメリ力文学.英語圏地域研究、英藷団文化史

英語学基礎演習、イギリス文学基礎演習、アメリ力文学基礎演習、

英語圏地域研究基礎演習、英語圏文化史基礎演習、

欧米文芸論入門、欧米文学史概論、福祉菖語学概論、

言語科学人門

中国古文講読皿.中国文学講読II、中国語学演習

噛

中国語学概論、中国語文法論、中国文学特殊講義、

中国文学作家作品論

英語学特殊講義、イギリス文学特殊講義,アメリ力文学特殊講義、

英誘圏地堀研究特殊講義、英藷圏文化史特殊講義、英語学演習1、

イギリス文学演習1、アメリカ文学演習1、英語圏地域研究演習1、

萸譲圏文化史演習LDiscussingCurreRtlssuesl・o,比較文学.欧米文学受容史

ドイツ語基礎演習1・ll、ドイッ文学講読1・n.

ドイツ語学講読1・H

欧米文芸諭人門,欧 米文学史概論.ドイツ文学史(現代)、

ドイツ文学史(古 典)、ドイツ史講読、ドイツ思想講読、福祉m学 概論、

諮語科学入門、外国語としてのドイツ語1

フランス語基礎演習1・Q、フランス語学講読1・n、

フランス文学史(中 近世)、フランス文学史(近現 代)

フランス哲学講読1、欧米文芸論入門.欧 米文学史概論、

福祉雷語学概論 、言語科学入門、フランス語・フランス文学特殊講義1、

フランス事情

ドイツ文学講読皿・W、ドイツ文学概論、ドイツ文学特殊講義、

ドイツ認学概論、ドイツ語文法諭

比較文学、欧米文学受容史.

外国語としてのドイツ語H彊
外国語としてのドイツ語1V

フランス語学概論、フランス語文法論、フランス文学講読1・H

フランス文化論1・n.フランス哲学講読皿、比較文学.

欧米文学受容史、フランス語・フランス文学特殊講義n、

外国語としてのフランス認1・n

フランス哲学講読田、

外国語としてのフランス語nI・N

教
学

文
学
部
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学部・学科及び授業科目

懸経 済 学 部 灘
経済学部カリキュラム

卒業に最低必要な単位 合計124単 位/専 門教育科目70単 位
共通教育科目40単 位/フ リーゾーン14単 位(全ての科目群から選択)

教
学

経
済
学
部

1年次繋駕瀞 ≒≡>2年次羅 暴藏 ≒≡>3年次騨 灘謬一≡>4年次嚢黛 鱒
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その他 刈

1演 習暴科目'
i

経済学への招待灘翼琉

マクロ経済学、ミクロ経済学、

資本主義経済論1

経済数学(代 数)、

経済数学(微 積)

資本主義経済MII、

経済史、統計学

経済学史1・皿、公共経済学、環境経済学、

中級マクロ経済学、中級ミクロ経済学、金融論、

経済データ分析、経済統計学、翫量経済学1

財政学1・皿、

経済政策1・II、

社会政策、

比較経済史

日本経済論、地域経済論1・皿、

地方財政学、地域政策M.

地場産業論、申小企業論

国際経済学、国際金融論、貿易政策諭、

国際政治経済学、多国籍企業舗、国際ビジネス論、

国際観光論、国際開発舗、開発経済論、

アメリ力経済論、中国経済論、中国産業概fA.

中国企業経営論、中国農業論、

中国のアジア太平洋政策、アジア太平洋経済論、

アジア比較経済論、緯国経済論、

東アジアの自動車産業

社会福祉理論、社会福祉政策、行動科学、

民具論、情報システム構築論、

総合マルチメディア論、ウェブデザイン論

時事中国語1・皿

特別講義A・B・C,社 会研修

頽1湘 西融 巌1矧

フィールドワーク方法論、フィールドワーク

貨幣信用論、経済原論、非営利経済論、

案証経済分析、計量経済学ll、

産業組織諭、経済学特殊講義

産業政策論、環境・エネルギー政策論、労働経済論、

社会保障論、西欧近代社会思想史、現代社会思想史、

近代日本経済史、現代日本経済史、日本交通経済史、

西洋経済史概論、西洋経済史、アメリ力経済史、

近代中国経済虹 中国根拠地経済史、公共政策特殊講義

地域経営論、地域経済史、経済地理、

都市経済論、ネットワーク経済臨、流通経済論、

観光論、農業経済論、日本経済特殊講義

地球資源論、ヨーロッパ経済論、

移行経済論、国際経済特殊講義

産業社会学、経営管理読、基礎簿記論、

応用簿記論、会計学、現代社会と食文化、文化論、

スポーツ経済・社会学、健康・スポーツ情報諭、

行政法、国際ビジネス法.

民法i部 ・2部、商法、経済法、労働法

外国書講読1・∬、

経済英厨1・II、経済中国語1・皿

,・・

蝋 繭麟 謀 鱒 ≒導7,胃:艦 謹 遷:.
:

琶
●●騨

卒業紐究の主なテーマ

・日本版金融ビックバン

～金融機関の変貌と将来の展開～

・グローバリゼーシaンにおける一考察

～アメリ力依存経済からの脱却～

・「格差社会」それとも「格差機関」?

～今、間われる格付け買任と信頼性～

・銀行業務～銀行マンへの第一歩～

・日本、アメリカ、スウ_一 デンの福祉制度比較

・パイオ燃料の現状と展望

～主要生産国の食料問題の関係～

・メガ・スポーツイベントの経済効果と影響

・愛知県の魅力ある都市化計画

・食の地域ブランドによるまちづくり

・世界におけるBRICsの プレゼンス

・急成長するイスラム金融

・日韓ワールドカッブの経済波及効果 など

爵禰 肛・「

・卒業研究 .::;1・ ㌦

海 ㌃増

●英語/ReadingI～ 皿 、CommunicativeEnglishI・II,PracticalEnglish、AdvancedEnglishI・II、CurrentEng師shI・ 皿、CommunicationSkillsl～W}

●中国語/入 門中国語1・II、基礎中国語1・皿、応用中国語1・皿、総合中国語1・II.中 国語会話(初 級)1・皿、中国語会諾(中 級)1・II,コ ミュニケーション中国語1・皿A,コ ミュニケーション中国語1・HB

●フランス語/入 門フランス語1・II、基礎フランス語1・皿、応用フランス語1・皿、総合フランス語1・II.フランス語会話(初級)1・Il,フランス語会話(中級)1・II、

コミュニケーションフランス語1・皿A,コ ミュニケーションフランス語1・皿B

●ドイツ語/入 門ドイツ語1・n,基 礎ドイツ語1・II.応用ドイツ麟1・皿、総合ドイツ語1・皿、ドイツ語会話(初級)1・II、ドイツ語会語(中級)1・皿、コミュニケーションドイツ語1・HA、コミュニケーションドイツ語1・皿B
外国語

●ロシア語/入 門ロシア語1・皿,基 礎ロシア語1・L応 用ロシア語1・II、総合ロシア語1・皿

●タイ語/入 門タイ語1・皿、基礎タイ語1・皿、応用タイ語1・皿、総合タイ語1・皿

●韓国・朝鮮語/入 門韓国・朝鮮語1・II、基礎韓国・朝鮮語1・n、応用韓国朝鮮語1・D,総 合韓国・朝鮮語1・皿

●日本語/日 本語・表現1・II,日本謡・論文技術(基礎)1・II.日本語・総合1・II.日本語・論文技術(応用)1・皿.アカデミック日本語1・皿.ビジネス日本語1・皿

●外国理解/世 界の言語1・II,古典君語1・皿

●総合演習/情報総合演習情報

●情報科学/マ ルチメディア表現、ネットワークとセキュリティ、モデル化とデータベース、プログラミング、情報の科学、情報と社会

●自然・数理・環境/物 質の科学、地球の科学、宇宙の科学、数理科学、統計学入門、科学技術史、現代技術と社会、地球環境問題、自然環境と地理、現代科学技術論、テーマスタディ自然
自然 ・

●身体・生命/生 物の科学、生態学、動物行動学.ス ポーツ科学、健旗行動論

●歴史・社会/歴 史学、社会学、地理学.ジ ェンダー舗、遺跡の世界、中国の社会問題、ボランティア活動論、高齢者生活論、ジャーナリズム諭、テーマスタディ社会
社会

●政治・経済/政 治学、経済学、法学、現代中国の世相、アジアの政治と経済、経営学、憲法

●思想文化/哲 学、論理学、宗教学、心理学、心の働き、文化人類学、現代の思想、民俗M、 生活文化史、スポーツ文化論、日本事情1・皿
人文

●芸術・文学/文 学、日本語学、古典の世界、言語と文化、芸術論、テーマスタディ人文

総合,平 和学、地域の環境、地域の文化と歴史、大学史、連携講座

'● 基礎/コ ンデ
ィショニング、生涯スポーツ

体育
、 ●発展/リ フレッシSス ポーツ、ウエイトトレーニング、スノースポーツ
一

`
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国際コミュニケーション学部

言語コミュニケーション学科カリキュラム
卒業 に最 低必 要な単位 合 計124単 位/専 門教 育科 目62単 位

共通教 育科 目44単 位/フ リーゾーン18単 位(全ての科目群および比較文化学科の指定する授業科目の中から選択)

比較文化学科力リキュラム
卒業 に最 低必 要な単位 合 計124単 位/専 門教 育科 目68単 位

共通教 育科 目44単 位/フ リーゾーン12単 位(全ての科目群および君語コミュニヶ一ション学科の指定する授業科目の中から選択)

1
国際コミュニケーションに

不可欠な英語を、

年次 集中的に勉強します。

一>2年 次ll講欝一≡>3年次藍撫 嚢一≡>4年次諜 矯
_

Reading皿 、PracticalEnglish、R
eadingl・II.CommunicativeEnglishl・II,Ad

vancedEnglishl・II,C
ommunicationSki睡sl～1VCurrentEnglishl ・II

入門中国語1・II.基 礎中国語1・II、 応 用中国語1・n、 総合中国語1・II、 コミュニケー ション中国 語1・IIA.

申国語会話(初 級)1・∬ 中 国語会話(中 級)1・皿 コミュニケー ション中国 藷1・nB

入門フランス語1・n、 基礎フランス話1・II、 応 用フランス語1・H、 総 合フランス語1・II.コ ミュニケー ションフランス語1・IIA.

フランス語会 話(初 級)1・IIフ ランス語 会話(中 級)1・∬ コミュニケーシ ョンフランス語1・HB

入門 ドイツ語1・n、 基礎 ドイツ語1・H、 応 用ドイツ語1・皿、総合 ドイツ語1・皿、 コミュニケーシ ョン ドイツ語1・IIA,

ドイツ語会話(初 級)1・IIド イツ語会話(中 級)1・∬ コミ ュニケーシ ョン ドイツ語1・∬B

入 門ロシア語1・II、基 礎ロシア語1・皿 応 用ロシア語1・H、 総 合ロシア語1・II 短期語学セミナー

夏期・春期休暇を利用し.
イギリス・アメリかオース
トラリア・ドイツ・フランス・
中国韓国の7ケ国で.4週
間程度の短期留学に参加
するカ グラムです。

長期留学瀕腹

.アメリ九力ナダ、イギリスな
どの提携校へ半年筒もしく
は1年間留学する制度を用

.慧溜学先で修得した単位は
本学の単位として認定され4
年間での卒業が可能です。

入 門タイ語1・H、 基礎 タイ語1・皿 応用 タイ語1・II、総合 タイ語1・∬ 鱒..

入門韓国朝鮮語1・H、基礎韓国嘲 鮮語1・II 応用韓国・朝鮮語1・II、総合韓国・朝鮮語1・II

9

日本語・表現1・II,日 本語・論文技術(基 礎)1・II日 本語 ・総合1・n、 日本語・論文技術(応 用)1・∬ アカデミック日本語1・H、ビジネス日本語1・n

世界 の言語1・II,古 典言語1・H

外腿 隙 照 輯 畑 圏ウランス晒 中国麟 細 關 側 鯛 魍 、灘 セ討 一{蜘 ドイ蠣 労 ン矯 帽 画纐 》M

外国語学習入門、比較文化入門、言語文化論、 2年 次の2週 間、アメリカ ・ニュー

文化人類学入門、国際政治論入門、 比較文化論1(比較思想)、皿(比較文学)・ アメリカ・ ヨーク州で現地調董を実施。テレ

国際ビジネス入門、生活文化論、日本文化入門、 田(比較宗教)、映像コミュニケーション、 フィールド ビ局や大型食料品店、学校などで

異文化間コミュニケーション、書語学概論1・II、 ネットワークコミュニケーション ワーク のインタビューを通して、アメリカ

フィールドワーク入門 ● 社会の一面を体験的に学びます。
2

入門ゼミ、日本語コミュニケーション技術
英語コミュニケーション技術

灘紅聾
冒 響'17幽h,

..触.濃 瓢 ・瓢 卒桑研窃一
Il'

英会 話初級1・II、 英会話初級皿・N.英 会話中級1, 英会話中級II・皿、英作文中級1・II.EnglishGrammarll、 英作文上級、

英作文初級1・II 英作文 初級ID.EnglishGrammarI MassMediaEnglish,BusinessEnglish 英会話上級1・II

英語の歴史、英語学演習,イギリス文学講読,アメリ力文学請読、
英語学概諦、英語音声学、BritishHistory、

中国語テキスト講読1・II、中国語応用会話1・II、
AmericanHistory、 日英通訳法 、日英翻訳法

ドイツ湧テキスト講読1・n、ドイツ語応用会話1・II

外国語学習入門、比較文化入門、言語文化論、

文化人類学入門、国際政治論入門、国際ビジネス入門、
映像コミュニケーション、P異 文化聞コミ

ュニケーション、書語 学概 論1・II、
ネットワークコミュニケーション、

日本文化入門、生活文化論、現代ヨーロッパ事情、

現代アメリ力事情、現代アジア事情、

現代日本の生活文化、欧米の生活文化、

比較文化論1(比較思想)・H(比較文学)・

皿(比較宗教)

,

フィールドワーク入門

入門ゼミ、 基礎演習
,.

外国書ゼミ1・皿

「

湊雛'冠 ・r・1、
幽 売

一 灘鍛 簸繍 競,1

ヨーロッパの文化1・II、 イギリスの文化 、

ヨーロッパ文化史、キリスト教とヨーロッパ、 アメリカの文化II

アメリカの文化1、欧米の民俗学

で
アメリカ・韓国・中国 ・タイ/

フィールドワーク
中国の文化、韓国の文化、東南アジアの文化、

現代アジアの生活文化1・皿、アジアの伝承文化1・II
インドの社会と文化

アメリカ、アジア地域の3ヶ国で2週 間の現地 ..J
一

∫ 調査を実施。現地での活動を通して、これら 日本文化史、日本人と思想、日本の伝承文化、
の国をより深く理解することができます。 日本の伝統芸能、日本語と日本人、 TradJapan

日本語教育研究1・口

現代フォークロア方法論、民具・民芸論、

民族芸術a.観 光文化論、博物館展示論、 比較文化特講1

葺 ティーロード文化論、 比較文化特講n

国際政治論1・皿、比較経済システム論、国際開発論、

国際文化関係論、グローバリズム論1・II、 国際観光地理、

イスラーム世界論、平和研究、国際ビジネス論1・n、 ヨーロツパ経済論、

国際観光論、アメリ力経済論、 基礎簿記論、 会計学
アジア比較経済論、中国経済論

CulturalStudiesinEnglishl・II.

AdvancedWriting,CriticalReadings,

MediaStudies

●総合演習/情 報総合演習 ●情報科学/マ ルチメディア表現、ネットワークとセキュリティ、モデル化とデータベース、プログラミング、情報の科学、情報と社会

●自然・数理・環境/物 質の科学、地球の科学、宇宙の科学、数理科学、統計学入門、科学技術史、現代技術と社会、地球環境問題、自然環境と地理、現代科学技術論、テーマスタディ自然

●身体・生命/生 物の科学、生態学、動物行動学、スポーツ科学、健康行動論

●歴史・社会/歴 史学、社会学、地理学、ジェンダー論、遺跡の世界、中国の社会問題、ボランティア活動論、高齢者生活論、ジャーナリズム論、テーマスタディ社会

●政治・経済/政 治学、経済学、法学、現代中国の世相、アジアの政治と経済、経営学、憲法

●思想・文化/哲 学、論理学、宗教学、心理学、心の働ぎ、文化人類学、現代の思想、民俗論、生活文化史、スポーツ文化論、日本事情1・II

●芸術・文学/文 学、日本語学、古典の世界、言語と文化、芸術論、テーマスタディ人文

平和学,地 域の環境、地域の文化と歴史、大学史、連携講座 ●基礎/コ ンディショニング、生涯スポーツ ●発展/リ フレッシュ・スポーツ、ウエイト・トレーニング、スノースポーツ

教
学

国
際

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
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学部・学科及び授業科目

法 婁学 季部 「
法学部カリキュラム

卒業に最低必要な単位 合計124単 位/専 門教育科目/共 通教育科目
フリーゾーン(全ての科目群から遇択)

1年購 灘熱 ≒>2年次藁灘灘 ≒>3年次籔難駄 ≒≡>4年次婆襯 臨

教
学

法
学
部

ー
1
」

「 … 隙 靱

基礎法部門1

蝦

法思想史1・II.

比較法1・II

法哲学1・II、法社会学1・II、

西洋法制史1・II,日 本近代法制史1・II、

外国法1・II、 中国法1・皿
L ,._o_L_Ψ 圃

1 行政救済法、行政法各輪、II
-
i

u
琴

憲法基本的人権、

憲法・絞治機構1・皿

行政法総論1・II、

国際法総論1・皿、

刑法総論

租税法1・皿、国際法各論、

国際組織法、刑法各諭1・皿、

刑事訴訟法1・皿、刑事政策1・皿

i 物権法、
担保物権法、債権法1・皿、相続法、

民事訴訟法1・II.民事執行法、破産法、

-

ー
ー

I

l

翼
私法部門 竃轟

卜・'

議

,鑑

民法総則、

家族法

契約法1・II、

不法行為法、

商法総則、

消費者保護法

国際取引法1・II、国際私法1・皿、商取引法、

会社法1・皿、手形法・小切手法1・II,保険法、

労働法1・II.社会保障法、社会福祉法、

経済法1・皿、知的所有権法
r.一 一一1「-.

ヨーロッパ政治思想史1・II,・蟻
政治学1・II、 日本政治史1・皿、

ヨーロッパの政治文化1・皿、

行政敬治部臥
畢 高

晦
行政学1・II、

日本政治舗1・II、

ヨーロッパ政治史1・II、

中国政治体制舗、
国際政治史1・皿、公共政策論1・皿、

欧米政治論1・II.地方自治論1・Q、

[
1縞 中国政治論

週
中国政治思想史

第三世界の政治
一 ■r

I演 習部門 畷

鋼
入門演習 臨1芸1:調恥 蓉懸5ジ1};隷 磁 鵡 撫 繍1滅 講 離畷需蔚嚇竃,贈 球盤.翻 難ミ,礫 二:謡,譲翼

「～ 耀
外国法政研究1・∬、

旨 特梛酬 法律学特殊講義、 外国法政研究皿・IV

:踊 ・宅 政治学特殊講義
一 一 一 一 一一

企業形態論、会計学基礎理論、

1[縫 経営学総論 、 金融政策、国際経済論、

隔 学部部融 現代日本の企業囎
1現 代企業の経営環境、

国際金融論、財政学理論、

財政学・政策、日本外交論、
脚

1日 中関係諭 国際関係論、南北問題、

.a
平和学

一 層 ・ 一 一冒, s

,L
l教 職課程科 目要

1,、 冨 惚 遍 1
授業構成法演習(社会)

授業コミュニケーション論(社会系)、

授業構成法(社会系 公民分野)

●英語/TOEICI～ 皿、論説英文議読1～1V、特別基礎英語1～N、 コミュニケーション英語1・皿、メディア英語1・II、表現英語1・皿、英文小説講読1・II、英語演習1～N

Oドイツ語/ド イツ語入門、ドイツ語基礎、ドイツ語応用1・皿、ドイツ語発展1・II,ドイツ面演習1～1V

外mOフ ランス語/フ ランス語入門、フランス語基礎、フランス語応用1・皿、フランス語発展1・皿、フランス語演習1～1V

O中 国語/中 国語入門、中国語基礎、中国語応用1・II,中国語発展1・II、中国語演習1～IVO韓 国・朝鮮語/韓 国・朝鮮語入門、韓国・朝鮮頽基礎、韓国・朝鮮語応用1・II.韓国・朝鮮語発展1・皿、韓国・朝鮮語演習1～N

O日 本語/日 本語1～田、専門日本語1・II.ビジネス日本語1・II、日本事惰1・II● 第・一外国語O第 二外国語(1雷語選択)

自然

●数理・情報/代 数基礎、線形代数、微分積分の基礎、微分積分の応用、確率の基礎、確率の応用、統酎の基礎、統計の応用、Website構 築、プレゼンテーション技術、

マルチメディア表現法、情報醗理、社会データ分析入門、情報化社会論、命題計算とデジタル回路、コンピュータ科学の基礎、数理とプログラム・入門、数理とプログラム・応用、情報リデラシー・入門、情報リテラシー・応用

●生命・環境/科 学と社会、現代科学の諸問題、宇宙、地球.物質科学、資源.2ネルギー、環境の科学、環境と都市、生命科学基礎、生命科学応用、生物コミュニケーション、生理・行動基礎、生理・行勤応用、

健康と運動の科学、健康と栄養、スポーツの科学、身体とコンディショニング

●政治・経済/鷲 法とくらし、法とくらし、政治とくらし、市場経済とくらし、国民所得とくらし、経済と社会、国際社会と政治、政治と社会、政治と国家、情報と社会

社会 ●歴史・社会/社 会科学入門、社会科学応用、社会学基礎、現代コミュニティ論、現代社会論、国際社会とNGO.現 代社会とメディア、社会思想史、日本史、西洋史、東洋史、東アジア近代史、

近代アジアと日本、近代アジアと欧米、アジア地誌、国際事情、地理学通論、地誌学

●思想・文化/人 間と文化、人聞と社会、思想と文化、思想と社会、雷語と人間、民族と文化、民族と国家、社会と宗教、異文化コミュニケーション、思想文化総論、思想文化特論、倫理学通論
D ●芸術・文学/文 学と人悶(アジア)、文学と人間(欧米)、文学と人間(日本)、英術と人間、映画と人聞.音 楽と人間、演劇と人間

総合 ●総合科目 ●総合演習/総 合演習1～N 1;儲,ヘ ルスエクササイズ入門、ヘルスエクササイズ基礎、ヘルスエクササイズ応用、ヘルスエクササイズ選択1・皿

蝿
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経営学科力リキュラム

経 営 学 部

卒業 に最低必要な単位 合計124単 位/専 門教育科 目
フリー ゾーン27単 位(全ての科目群から選択)

会計ファイナンス学科力リキュラム

64単 位/共 通教育科目33単 位

卒業に最低必要な単位 合計124単 位/専 門教育科目
フリーゾーン27単 位(全ての科目群から遺択)

64単 位/共 通教育科目33単 位

鰹筥

字葦・

会
計
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
掌
秘

1年 次・2年 次

経営掌・会計学の專門分野に加え、

人文、社会、外国語などを学び、
4年 間の学びの基礎をつくります。

一≡>3年次1{灘鐵 一≡>4年次3年 次の「専門演習Jで
扱ったテーマをもとに

「卒業論文」に挑戦します。

糊
鰯

経営学総論、基礎簿記論、流通総論、

情報システム概論、国際経営論、ミクロ経済学、

マクロ経済学、現代日本の企業経営、

現代企業の経営環境

経宮管理総論、

統計学概舗

ビジネス
謝

経営学原理、企業理論1、経m、

日本経営史、企業形態論、現代企業論

企業理論n、 公共経営論、中小企業舗、
ベンチャー・ビジネス論、経営立地論

マネジメント
謝

経営管理システム醗、経営戦略論、

コーポレートファイナンス論
人事管理論、労使関係論、生産管理論、品質管理論、

販売管理論、経営組織論、組織動態論、立地分析論

D 流通政策

交通論、交通経営論、国際流通論、

金融概論、物流論、

貿易実務餓、物流システム論
損害保険舗

マーケティング

醐
マーケティング論

消費者行動論、消費者行動分析、マーケティング戦略論、
マーケティングシステム、サービスマーケティング、

ソーシャルマーケティング、環境マーケティング

マーケティング情報論、

広告コミュニケーション、

小売マーケティング

情望システム
謝

コンピュータ制御

経営工学入門、プログラミング入門、多変量解析、

経営データ解析、オペレーションズ・リサーチ、
プログラミング論、アルゴリズム、

オペレーティングシステム論、

データベース論、情報システム組織論、

企業惰報システム論、ソフトウェアツール

シミュレーシ∋ン諭、ソフトウェア工学、

コンピュータネットワーク論、

コンビュータセキュリティ論、

システムデザイン1・II、

システム管理、国際情報ネットワーク論

固際経営
醐

多国籍企業論、国際経営戦略論、

国際マーケティング論、比較経営史、イギリス経営史
技術移転論、国際人事管理論

地嬉ビジネス
簡

アジア企藁諭、アジア企業経営論、

アジア経営比較論、中国外資経営論、

中国経営舗、ユーロビジネス論、アメリカビジネス論

中国企業改革論

ビジネス褻践湖
国際経済事情、国際ビジネス論、国際ビジネス実践 国際ビジネス法務、ビジネスと文化、ビジネス英謡1・II

湊翻部門 入門ゼミ
外国書講饒1・n 外国魯講読皿・IV

專門譲習i
`

寡門勲習E、 卒繋繍窯..,

その他 経営学特殊講義、ビジネス研修

欄 民法総則、政治学1・II

行政法総論1・a,物 権法、契約法1・皿、

商法総則.消 費者保腰法、華人企業経済論、

国際関係論、南北間題、中国貿易論

国際社会調査輪

蒙糊 醒科8 授業構成法演習(社会)

授業コミュニケーション論(社会系)、

授業コミュニケーション論(商業)、

授業コミュニケーション論(情報)、

授業構成法(社会系・公民分野)、
授業構成法演習(商業)1、捜業構成法演習(情報)1

欄
邸門

会計学概論、商業簿記初級、商藁簿記中級1、
経営学概請1・n、ミクロ経済学、マクロ経済学

商業簿記中級H、 統計学概論、

企業法概論1・II、法人税法

財務諸表分析論、経営分析論、国際会m、

知的財産評価論、企業価値評価論

アカウン7イング

謝

商藁簿記上級、工業簿記1・II.

会計学基礎理論、財務諸表論、

原価計算論、経営原価計算論、

予算管理諭、会計情報処理論

財務会計論総合研究、連結会計論、制度会計論、

管理会計基礎理補、管理会計応用理論、

管理会計論総合研究、会計監査論1・皿、

会計監査舗総合研究、税務会計基礎理論、

税務会計応用理論、国際会計基溝論、

公会計論1・皿、環境会計論1・n、英文会計

ファイナンス
謝

ファイナンス理論、経営財務論、金融論、金融政策、

国際経済論、国際金融論、金融 証券市場論、

年金・保険諭、財政学・理論、財政学・政策

資本調遼論、投資決定論、国際財務論、
金融工学、金融機関論、外国為替論、

証券分析論、証券投資論

X861'7 入門ゼミ 外国書講読1・n
外国書講読皿・IV

『犠門漬響1
導門演習虹、卒巣諭文 吃

伽 会計学特殊講義、ファイナンス特殊講義、

ビジネス研修

他学部部門 民法総則、政治学1・II

行政法総読1・II,物権法、契約法1・n、

商法総則、消費者保護法、華人企業経済論、

開発経済学、中国貿易諭

国際社会調査舗、中国投資舗

識■麗 鱒目
授業コミュニケーション論(商業)、

授業構成法演習(商榮)1

教
学

経
営
学
部

●英語/TOEICI～m、 輪脱英文講読1--N,特 別基礎英語1～IV、コミュニケーション英語1・II,メディア英語1・皿 、表現英語1・II.英文小m読1・n、 英語演習1～IV

Oド イツ語/ドイツ語入門、ドイツ語基礎、ドイツ語応用1・n、ドイツ語発展1・II、ドイツ語演習1～IV

外国額 ○フランス語/フ ランス語入門、フランス語基礎、フランス語応用1・n、フランス話発展1・II、フランス語演習1～IV

O中 国語/中 国語入門、中国語基礎、中国語応用1・Q,中国語発展1・II.中国語演習1～1VO韓 国・朝鮮語/韓 国朝鮮瀕入門、韓国朝群語基礎、韓国・朝鮮語応用1・II.韓国・朝鮮語発展1・0、韓国・朝鮮語演習1～1V

O日 本語/El本 語1～h、 専門日本語1・II,ビジネス日本語1・II、日本事情1・n● 第一外国語 ○第二外国語(1雷語選択)

目然

●数理惰報/代 数基礁 線形代数、微分積分の基礎、微分積分の応用、mの 基礎、確率の応用、統計の基礎、統計の応用、Website構 築、ブレゼンテーション技術、

マルチメディア表現法、情報倫理、社会データ分析入門、情報化社会論、命題計算とデジタル回路、コンピュータ科学の基礎、数理とプログラム・入門、数理とプログラム・応用、情報リテラシー・入門、情報リテラシー・応用

●生命環境/科 学と社会.現 代科学の諸問題、宇宙、地球、物質科学、資源 工ネルギー、環境の科学,環 境と都市、生命科学基臆 生命科学応用、生物コミュニケーション、生理.n動基礎、生理・行動応用、

健康と運動の科学、健康と栄養、スポーツの科学、身体とコンディショニング

●政治・経済/憲 法とくらし.法とくらし、政治とくらし、市場経済とくらし、国民所得とくらし、経済と社会、国際社会と政治、政治と社会、政治と国家、情報と社会

社会 ●歴史・社会/社 会科学入門、社会科学応用、社会学基礎、現代コミュニティ論、現代社会論、国際社会とNGO、 現代社会とメディア、社会思想史、日本史、西洋史、東洋史、東アジア近代史、

近代アジアと日本、近代アジアと欧米、アジア地誌、国際事情、地理学通漏、地誌学

●思想・文化/人 間と文化、人間と社会、思想と文化、思想と社会、醤語と人間、民族と文化、民族と国家、社会と宗教、異文化コミュニケーション、思想文化総論、思想文化特諭、倫理学通論双

●芸術・文学/文 学と人間(アジア)、文学と人聞(欧米).文学と人間(日本)、美術と人間、映画と人間、音楽と人間、演劇と人間

船 ●総合科目 ●総合演習/総 合演習1～1V 体育 ヘルスエクササイズ入門、ヘルスエクササイズ基礎、ヘルスエクササイズ応用、ヘルスエクササイズ選択1・II
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学部・学科及び授業科目

現代中国学部
現代中国学部力リキュラム

卒業に最低必要な単位 合計124単 位/専 門教育科目
フリーゾーン26単 位(全ての科目群から遇択)

71単 位/共 通教育科目27単 位

1
発音や文法など
中国語習得のための

年次 碁磁を勉強します。

一≡>2年次鐵 撚 一≡>3年次慧 翫 ≒>4年 次鷺 無

TOEICI・ 皿

中国語発音1・II、

中国語1～粗

TOEIC皿 、特別基碇英語1¶,コ ミュニケーション英語1・n、

メディア英語1・n,表現英副 ・II,英文小説口読1・n

中国語プレゼンテーション1

教
学

現
代
中
国
学
部

¥

現地プログラム基礎、

現地ブログラム生活事前教育

中国研究入門1・II.現代日本社会論、

睨代中国学原諭、経済の基礎、

経営の基礎、中国思想概説、

中国文学概説、日中戦争史、

日中関係論、中国政治論

入門演習、

基礎演習

ネットワーク情報論、ソフトウエア演習

経営学総論、現代日本の企業経営、

現代企禦の経営環境

ロ し ド

雛 鷲銑:一:翻 論1』中廟麟
5犠 ご輔畷躯、.

劇 ・蝉 測・:ト.
欄:.轍 錬醐騰.
幟 憾 、,軸

中国地理、情報産業論、

中国語学概説、中国前近代史、

中国近現代史、国際関係論、

中国法概説、コミュニケーション中国語1、

日中ビジネス会話1

中国近代経済史、中国体制改革、

中国経済論、中国産業論、

中国農業舗、中国農民経済論、

中国企業論、中国貿易舗、

華人企業経済論

中国現代文学史、中国語文法読、

中国教育諭、ビンナン語1・皿、

中国語方言1・n、中国古典文論、

東アジア古典芸術論、

東アジア現代芸術論、中国民俗学

南北間●.開 発経済学、国際文化論、平和学、

日本外交論、東アジア国際政治、榮アジア経済論、

アジア社会舗、中国外交論、中国政治体制論、

国際経済学、中国民族論、中国政治思想史

外国書講読1・皿

プレ演習

現代中国学特殊講義

中国現地インターンシッブ
～企業研修～

3年次の2週間、学生自身が

中国の日系企業を訪れ、企

業研修に従事。その紹果を

報告書で発表し、実務経験を

就職活動に活かします.

国際法総諭レH、

会計学基礎理論、

財政学理論

授業コミュニケーション論(書語系)、

授業コミュニケーション論(社会系)、

授業構成法(社会系・地歴分野)

特別基礎英語皿・IV、論説英文講読1・n、

英語演習1・II

中国話プレゼンテーションn・皿、上級中国語1・H

論説英文講読田・w、

英語演習皿・IV

上級中国語皿

実用オフィス英語皿

国際社会調査論、

現地研究実習基礎、

中国現地プログラム
～中国語の集中レッスン～

第3セ メスターの4ヶ月間、2年次生全員が天津

南開大学漢語言文化学院に留学します。語学研

修を中心とし、「中国語(精読、口語、聴力、翻訳)」

「現代中国社会論」「中国文化講座」などの科目

を履修します。キャンパス内の南開愛大会館(留

学研修センター)で留学生活を送ります。

コミュニケーション中国語n、

日中ビジネス会話n

中国現代経済史、

中国経済改革、中国投資論、

日中ビジネス基礎論、

日中ビジネス実践論、

日中比較経営論

中国語表現論、

中国厨語彙諭、

中国社会史 、

中国現代文学論、

蘂人現代文学論

発展途上国経済論、

中国法

・頼環地確 寒署

灘悶演郡 ・∬

臼嘱傑研修

授業構成法潰習

(中国語)1

導門演習皿・N

率業研究

●ドイツ語/ド イツ語入門、ドイツ語基礎、ドイツ語応用1・皿 ●フランス語/フ ランス語入門、フランス語基礎、フランス語応用1・皿糊

●日本語/日 本語1～鴨、専門日本語1・n、ビジネス日本語1・0、日本事情1・II

●韓国・朝鮮諾/韓 国・朝鮮語入門、韓国朝鮮語基礎、韓国・朝鮮語応用1・II

・自黙

●数理・情報/代 数基礎、線形代数、微分積分の基礎、微分積分の応用、確率の基礎、確率の応用、統計の基礎、統計の応用、Websitu築 、ブレゼンテーシ∋ン技術、マルチメディア表現法 惰報倫理、

社会データ分析入門、情報化社会論、命題計算とデジタル回路、コンピュータ科学の基礎、数理とプログラム・入門、数理とプログラム応用、情報リテラシー・入門、情報リテラシー応 用

●生命環 境/科 学と社会.現 代科学の諸問題、宇宙、地球、物質科学、資源工ネルギー、環境の科学.環 境と都市、生命科学基礎、生命科学応用、生物コミュニケーション、生理・行動基礎、生理・行動応用、

健康と運動の科学、健康と栄養、スポーツの科学.身 体とコンディショニング

●政治・経済/賑 法とくらし、法とくらし、政治とくらし、市場経済とくらし、国民所得とくらし、経済と社会、国際社会と政治、政治と社会、政治と国家、情報と社会

複会 ●歴史・社会/社 会科学入門、社会科学応用、社会学基礎、現代コミュニティ論、現代社会読、国際社会とNGO.現 代社会とメディア、社会思想史、日本史、西洋史、東洋史、東アジア近代史、

近代アジアと日本、近代アジアと欧米、アジア地誌、国際軍情、地理学通論、地誌学

●思想・文化/人 間と文化、人間と社会、思想と文化、思想と社会、言語と人間、民族と文化、民族と国家、社会と宗教、異文化コミュニケーション、思想文化総論、思想文化特論、倫理学通論双

●芸術 文学/文 学と人間(アジア)、文学と人間(欧米)、文学と人間(日本)、藁術と人間、映画と人間、音楽と人間.演 劇と人間

齢.● 総合科目 ●総合演習/総 合演習1～IV 体青 ヘルスエクササイズ入門、ヘルスエクササイズ基礎、ヘルスエクササイズ応用、ヘルスエクササイズ選択1・II
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区立
口学大期百

邑
矢 卒業必要単位

62単 位

ベーシックフィール ド

22単 位以上

十

セレクト7碧 一ルド♂

騨 悌 躍 黛.・・

十
卒巣プロジェクト

フイールド

4単 位
十

フリーゾーン

12単位以上

フイールド エリア ユニット 1セメスター 馳 メスタ弓 ,3セ メスター 4セメスタ葺

・ 塞 必修ユニット 基礎演習 発想・議論演習

＼

.

7
♂..1・置/r

P

共遮主リア
(め以上〉 選択ユニット

美しい日本語
ライフプランニング
色彩とデザイン

キャリアプランニング
文書表現潰習

フ

文学 英米文学(児i文学)芸 術 哲学 流通論:.°

1
幽

、

の

ート'r置

歯
教養エリア
(12以上)

文化人類学 現代社会のあゆみ
女性と社会 社会と福祉
コミュニティ論 法学
経済学 現代の子供と教育
地球と環境 情報文化論1
健康・スポーツ1英 藷初級1
中国語初級1日 本語1

情報総合演習 マルチメディア表現
ネットワークとセキュリティ
モデル化のデータベース プログラミング
情報の科学 情報と社会 生涯学習概舗
情報文化諭nボ ランティア活動
健康・スポーツ∬ 英語初級II
中国語初級H日 本語ロ ドイツ語初級n

英糖中級I

PracticalEnglish

中国語中級1
日本藷1皿

ドイツ語中級1

フランス語中級1

英語中級匠

中C1中 級且

日本語1V
ドイツ語中級n

フランス語中級口

ドイツ語初級1フ ランス語初級1 フランス語初級II一
轄

げ

触
A;

「
囹

スピーキング・

リスニングユニット

コミュニカティプイングリッシュ1

コミュニカティブイングリッシュフラス1

言語コミュニケーション

コミュニカティブイングリッシュn
コミュニカティプイングリッシュプラスn
リスニング1英 藷圏語学研修入門
英語圏短期研修 日本語と英語の音声

コミュニカティブイングリッシュ皿

コミュニカティプイングリッシュブラス皿

リスニングa

コミュニカティブイングリッシュIV

コミュニカティプイングリッシュプラス1V

リスニング皿

肖[
[

ド ㍉
、',.

・1二

阿.,L.

馳 嚇

ρ冑

リーディング ・

團ライティング
ユニット

ラビッドリーディング1
ベーシックライティング1

ラビッドリーディングn
べ一シックライティングn

マスメディアイングリッシュ

ビジネスイングリッシュ

ラピッドリーディング皿

ビジネスイングリッシュ

「再・
[、1

「'己 「L

・ 吃「鍛
,1膏

CUL*
TURE英 米文化ユニ。・ 西洋の伝統思想 アメリカの歴史と文化 イギリスの歴史と文化

.
げ

ち

厄:・

層

圏 伝統文化・-J・
日本の食と文化 日本文化のかたち

地域の文化

伝統文化潰習
日本の食と文化演習

o

,
.

「L.[

"P・ 肖

卜 ρ

圏現代文化ユニット 映像文化 モダンカルチャー論
エンターテイメント文化
現代文化演習

r?
・

∵

」」

駈r
㌔1

7,l

r" 團 ・本文学・一'J・
日本文学の歴史

近代の作家と作品
詩歌を読む

文学の環境
古典作品を続む

現代小説を読む

..L

〆.
、'rL・,r

-[「 げ引
1㌦ モ、 「

モ・

阿 、

呂. 回 ・本語技能・一"J・
応用敬語

論証作文
文字研究

ドキュメンテーション演習

プレゼンテーション
図表化技法

.
・

曳
　
1・1圏.r

r,

,

ゐ

、[,1
げ

」口 肖 「 ゴ
・

圓
日本語教育技能

ユニット
雷語コミュニケーション 日本語と英語の琶声 日本話教師への日本語文法1 日本語教師への日本語文法n

日本語教授法

臼
再

,

・ ・
.:1^ 瓢 食文化・誹

日本の食と文化 地域の食文化
儀式行事と食

芸術と食 日本の食と文化演習

1.;榊F1庶
.、,

篤 隔 高 二 、 、,
阜 晒

健康・スポーツ

ユニット
食生活プランニング 女性のからだと健康 レジャー・レクリエーション演習

アウトドアライフ演習
ダイエットと運動

[「,」.阿

'冑
Lζ

ーご

、,.1

1 叛

回、r阿 圏 人間社会・一"1・

人間関係の心理1
心理コミュニケーション論

現代社会と生活 日本社会論
生活と福祉 社会調査法
人間関係の心理II児童サービス論

家族論
人間社会演習

マスコミュニケーション論

ウ

噌雫 潤,,冠 」 簿記会計実務1 簿記会計実務n
1臣[.
「 鰭:豪 ∴?

旨"

一 ㌘ 圃 ・ア スユニ・・
ビジネス基礎

ビジネスマナー
産業社会と人間
社会調査法

ドキュメンテーション演習

ブレゼンテーション

ビジネスイングリッシュ

ビジネスイングリッシュ

口

r

團 情報ユニ・・

情報機器の操作
情報提供爺

情報サービス
情報機器論

Webデ ザイン
情報筥理
情報検索演習

図表化技法
生活と情報セキュリティ

三掌フ ロ'ITク トフィー1しド(4 卒業研究1 卒業研究n

s、
醐圏一一.

げ 」

◎
単位認定
工リア

海外研修1・n

技能検定1・II

特別講座1・II

海外研修1・H

技能検定1・n

特別講座1・n

海外研修1・皿 技能検定1・D

特別i講座1。皿 特別j聴講弄斗目

単位互換科目

技能検定1・n
特別聴講科目
単位互換科目

教
学一
短
期
大
学
部
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29

大学院研究科及び授業科目

大 学 院

口豊橋キャンパス

研究科区分 授 業 科 目

経

済

学

研

究

科

経 済 学

博士前期課程
(修士課程)

埋 論 縫1角 写 餅 尻1埋 訥 柱 瘡 字 餅 先 且 埋 諏 縫 瘡 子mt先m埋 翻 粧/M峯 餅 先iv訂 璽 詮1β 子mf究1

計 量 経 済 学 研 究n実 証 経 済 分 析 研 究1実 証経 済 分析 研 究n国 際 金 融 論 研 究1国 際 金 融 論 研 究II

数 理 統 計 学 研 究1数 理 統 計 学 研 究II情 報 処 理 論 研 究1情 報 処 理 論 研 究H国 際 経 済 論 研 究1

国 際 経 済 論 研 究II経 済 原 論 研 究1経 済 原 論 研 究II経 済 原 論 研 究 皿 経 済 原 論 研 究N

社 会 思 想 史 研 究 経 済 学 史 研 究 近代 経 済思 想 史研 究 近 代 経 済 学 史 研 究 制 度 経 済 学 研 究

社 会 福 祉 論 研 究 比 較 経済 体 制論 研 究 環 境 経 済 学 研 究 財 政 学 研 究1財 政 学 研 究 口

地 方 財 政 論 研 究 社 会 政 策 研 究 経 済 政 策 論 研 究 租 税 実 務 論 研 究1租 税 実 務 論 研 究II

租 税 実 務 論 研 究 皿 金 融 政 策 論 研 究1金 融 政 策 論 研 究H公 共 経 済 学 研 究1公 共 経 済 学 研 究II

日 本 経 済 論 研 究IEヨ 本 経 済 論 研 究H地 域 経 済 論 研 究1地 域 経 済 論 研 究n日 本 経 済 史 研 究1

日 本 経 済 史 研 究II日 本 経 済 史 研 究 皿 日 本 経 済 史 研 究IV農 業 経 済 論 研 究 中 小 企 業 論 研 究

現代アジア地域経済研究 ヨ ー ロッパ 経 済 研 究 西 洋 経 済 史 研 究 国際比較地域経済史研究 ア メリ力経 済 史 研 究

現代アメリ力経 済研究 中 国 経 済 史 研 究 現 代 中 国 経 済 研 究 現代韓国・朝鮮経済研究 現代アジア比較経済研究

中国のアジア太平洋政策研究 国際開発の政治経済学研究 グローバル経済と東海地方研究 経 済 学 特 別 講 義 外 国 文 献 研 究

環 境 論 研 究1環 境 論 研 究n演 習

経 済 学
博士後期課程

理論経済学特 殊研究1理 論経済学特殊研究n計 量経 済 学特 殊研 究 公 共経 済 学特 殊 研 究 情 報処 理 論特 殊 研究

国際 経 済論 特 殊研 究 経 済 学 史 特 殊 研 究1経 済 学 史 特 殊 研 究II社 会主義経済論特殊研究 中 国経 済 論特 殊 研究

環境 経 済学 特殊 研 究 日本 経済史特殊 研究1日 本経済史特殊研 究II西 洋経 済 史特 殊 研 究 アメリ力経済史特殊研究

現代アジア地域経済特殊研究 経 済 政策 論 特殊 研 究 農 業政 策 論特 殊 研究 日本 経 済 論特 殊 研 究 地 域経 済 論特 殊 研究

中小 企 業論 特殊 研 究 国際 金融 論 特殊 研 究 金 融政 策 論特 殊 研究 財 政 学 特 殊 研 究 数 理統 計 学特 殊 研究

社会 政策 論 特 殊研 究 社 会 思想 史 特殊 研 究 研 究 演 習

1.

文

学

研
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日 本 文 化
博士前期課程

(修士課程)

日本 文化 研 究方 法 論 日 本 古 代 社 会 研 究 日 本 中 世 社 会 研 究 日 本 近 世 文 化 研 究 日 本 近 代 社 会 研 究

日 本 民 俗 学 研 究 日 本 文 化 史 研 究 日本 民 俗資 料 論研 究 日 本 宗 教 論 研 究 日 本 古 代 文 学 研 究

日本 中近 世 文学 研 究 日本 近 代 文 学 研 究1日 本 近 代 文 学 研 究II日 本 現 代 文 学 研 究 日 本 語 学 研 究

日 本 語 史 研 究 日 本 古 代 語 研 究 日 本 古 典 資 料 研 究 歴 史 地 域nfl9研 究 比 較 文 化 研 究

西 欧 文 化 史 研 究 演 習

日 本 文 化
博士後期課程

日本 文 化 特 殊 研 究1日 本 文 化 特 殊 研 究n日 本文 化 特 殊 研 究 皿 日 本文 化 特 殊研 究IV日 本文 化 特 殊研 究V

日本 文化 特 殊 研 究VI日 本 文化 特 殊研 究W日 本 文 化特 殊 研究V皿 研 究 指 導

地域社会システム

博士前期課程

(修士課程)

地域社会システム研究方法論 社 会 シ ステ ム論 研 究 人 間 行 動 論 研 究 生 活 行 動 論 研 究 社 会 行 動 論 研 究

地域 社会 生 活 論研 究 地 域 社会 形 成論 研 究 都 市 社 会 論 研 究 地 域 シス テム 論 研 究 人文地域システム論研究

歴 史 地 域 論 研 究 地 域 生 態 論 研 究 地 域 環 境 論 研 究 自然地域システム論研究 地 域政策・計 画論研究

地 域 文 化 論 研 究 地 域 社会 変 動論 研 究 地理情報システム(GIS)論研究 地域社会システム研究特論 演 習

地域社会システム
博士後期課程

地域社会システム特殊研究1地 域社会システム特殊研究H地 域社会システム特殊研究皿 地域社会システム特殊研究IV地 域社会システム特殊研究V

地域社会システム特殊研究VI地 域社会システム特殊研究W地 域社会システム特殊研究V皿 研 究 指 導

欧 米 文 化
博士前期課程

(修士課程)

欧米 文 化研 究 方法 論 ギリシャ古代哲 学研究 ヨーロッパ近現代哲学研究 ヨーロッパ近代哲学研究 ヨーロッパ民俗学研究

行 動 心 理 学 研 究 精 神 分 析 学 研 究 言 語 文 化 研 究 英 語 学 研 究 応 用 英 語 学 研 究

フ ラ ン ス 語 学 研 究 応用 フランス語学研究 ド イ ツ 語 学 研 究 応 用 ドイ ツ 語 学研 究 イ ギ リ ス 文 化 研 究

イギリス文学研究(詩批評)イ ギリス文学研究(小説)イ ギリス文学研究(劇)ア メ リ力 文 学 研 究aア メ リ力 文 学 研 究b

フランス文学研究(近代)フ ランス文学研究(現代)ド イツ文 学研究(近 代)ド イツ文学研究(現 代)欧 米 文 化 研 究 特 論

演 習

欧 米 文 化
博士後期課程

欧 米 文 化 特 殊 研 究1欧 米 文 化 特 殊 研 究 且 欧 米 文 化 特殊 研 究 皿 欧 米 文化 特 殊研 究IV欧 米 文 化特 殊 研究V

欧 米文 化 特殊 研 究VI欧 米 文化 特 殊研 究VII研 究 指 導

国
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国際コミュニケーション

(修士課 程)

国際コミュニケーション研究方法論 英 語 学 研 究la英 語 学 研 究lb英 語 学 研 究Ha英 語 学 研 究Hb

英語コミュニケーション研究la英 語コミュニケーション研究lb英 語コミュニケーション研究Ha英 語コミュニケーション研究nb英 語コミュニケーション研究皿

英語コミュニケーション研究1V英 語 教 育 学 研 究la英 語 教 育 学 研 究lb英 語 教 育 学 研 究II英 語 圏 文 化 研 究la

英 語 圏 文 化 研 究Ib英 語 圏 文 化 研 究Ila英 語 圏 文 化 研 究Hb英 語 圏 文 化 研 究 皿 言 語 文 化 研 究

日 本 語 学 研 究Ia日 本 語 学 研 究Ib日 本 語 学 研 究Ha日 本 語 学 研 究Hb日 本語コミュニケーション研究a

日本語コミュニケーション研究b日 本 語 教 育 学 研 究a日 本 語 教 育 学 研 究b日 英 対 照 言 語 研 究a日 英 対 照 言 語 研 究b

日 中対 照言 語研 究a日 中 対 照 言 語 研 究b言 語学特殊講義a(一般言語学)言 語学特殊講義b(一般言語学)日 本 語 教 授 法1

日 本 語 教 授 法n音 声 学a音 声 学b日 本 語 論 文 技 術a日 本 語 論 文 技 術b

国 際 関 係 研 究la国 際 関 係 研 究lb国 際 関 係 研 究na国 際 関 係 研 究nb国 際 関 係 研 究 皿a

国 際 関 係 研 究 皿b国 際 関 係 研 究IVa国 際 関 係 研 究IVb多 文化 間比 較研 究Ia多 文化 間比 較研 究lb

多文化 間比較 研究na多 文化 間比較研 究Ilb多 文 化間比較研 究皿a多 文 化間比 較研究皿b多 文化問比較研究IVa

多文化間比較研 究Nb多 文化間比較研 究Va多 文化 間比較研究Vb国 際コミュニケーション研究特講1国 際コミュニケーション研究特講II

国際コミュニケーション研究特講皿 フ ィー ル ド・ワ ー ク 演 習
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口名古屋キャンパス
塵雷 酉梱 囚 防一一

一
邑

i ,秘 轟講 憲 法 研 究 演 習

法 哲 学 研 究 演 習

行 政 法 研 究 演 習

欧 米政 治 論研 究 演習

国 際 法 研 究 演 習 刑 事 法 研 究 演 習 刑事 訴 訟法 研 究演 習

瞳.

欝翻闘 私 法 学
愚1博 士後期課程

民 法 研 究 演 習 商 法 研 究 演 習 民事 訴 訟 法研 究 演習 国 際 取引 法 研 究演 習 経 済 法 研 究 演 習

1麟 II!閣 経営学研究方法論特殊講義 経 営学 原 理特 殊 講義 経 営 史 特 殊 講 義 企 業 論 特 殊 講 義 アジア企業論特殊講義

1盤1認 国 際経 営 論特 殊講 義 マネジメント理論特殊講義 ファイナンス理論特殊講義 労 務 管理 論 特殊 講 義 生産 管 理論 特 殊講 義

誕1翻

麺:1
0

マーケティング論特殊講義

情報 処 理論 特 殊講 義

未 来 情 報 特 殊 講 義

税務 会 計論 特 殊講 義

経 営立 地 論特 殊 講義

確 率モ デル 特 殊 講義

財務 会 計論 特 殊 講義

社会関連会計論特殊講義

地域 社 会 学特 殊 講義

統 計 解 析 特 殊 講 義

管理 会 計論 特 殊 講義

流 通 論 特 殊 講 義

オペレーションズ・リサーチ特殊講義

情 報 数 理 特 殊 講 義

会 計 監査 論 特殊 講 義

国際マーケティング論特殊講義

マネジメント・サイエンス特蘇講義

経営情報システム論特殊講義

システム監査論特殊講義

金 融 論 特 殊 講 義
1源 交 通 論 特 殊 講 義 消費者行動論特殊請義 広告諭(マーケティングコミュニケーション}特罧講義 サービス産業論特殊講義 中国経営経済論特殊講義

聾
,i

経 営 学 特 別 講 義 外 国 文 献 研 究 演 習

幽1 経 営 学 原 理 企 業 論 ビジネス・マネジメント論 経 営 計 画 論 組 織イノベ ーション論

1 1経 営 学
[1博 士前期課程

経 営 財 務 論

都 市 空 間 整 備 論

都 市 ・地 域 経 営 論

人 的 資 源 管 理 論

都 市アメニティ創造論

コミュニティ・デザイン論

人 的 資 源 開 発 論

地 域 観 光 経 営 論

コミュニティ・ガバナンス論

意 思 決 定 の 数 理

交 通 空 間 論

日本 の 企 業会 計 制 度

立 地 計 画 論

都 市 ・地 域 計 画 論

経 営 原 価 計 算 論
購 層(修 士課程) 企 業 予 算 管 理 論 国 際 会 計 基 準 論 比 較 会 計 制 度 論 日本 の 企 業監 査 制度 管 理 会 計 論

[II門1

.1■ 、
財 務 会 計 論 社 会 関 連 会 計 論 環 境 会 計 論 多 国 籍 企 業 論 国 際 戦 略 論

1
ll国1 国 際 経 営 論 中 国 経 営 経 済 論 中 国 外 資 経 営 論 ア ジ ア 企 業 論 技 術 移 転 論

1
層1璽 マー ケティング戦略論 日本 の 流 通 シス テム 消 費 者 市 場 分 析 マーケティング・コミュニケーション 国 際マ ー ケ テ ィング

D フ ァ イ ナ ン ス 理 論 デ リバテ ィブ の 数 理 金 融 シ ス テ ム 論 日 本 の 金 融 政 策 経 営 情 報 論
1画II雁1 プ ロ グ ラ ム 論1 プ ロ グ ラ ム 論n 情 報 処 理 論 シ ス テ ム 監 査 論 シ ステ ム内 部 監 査 論

繭1 II システム最適化の実際 生産管理システムの実際 統計による企業分析(理論) 統計による企業分析(実践) 未 来 情 報 分 析
甦

匪、
外 国 文 献 研 究1 外 国 文 献 研 究n 演 習1 演 習II

臣

圏

1経 営 学 企 業 論 研 究 演 習

オベレーションズ・リサーチ研究湊習

マネジメント理論研究演習

財 務 会計 論 研 究演 習

ファイナンス理論研究演習

原 価 計算 論 研 究演 習

マーケティング論研究演習

国際 会 計 論研 究 演習

経 営 立地 論 研究 演 習

会 計 監査 論 研究 演 習

騒 博士後期課程
0

金 融 論 研 究 演 習 中国経営経済論研究演習 コーポレート・ファイナンス研究演習

圏 中 国 学 総 論a 中 国 学 総 論b 中 国 研 究 方 法 論a 中 国 研 究 方 法 論b 中 国 語 学 研 究la
顕

.幽

.

1璽 中 国 語 学 研 究lb 中 国 語 学 研 究na 中 国 語 学 研 究Ilb 中 国 語 学 研 究 皿a 中 国 語 学 研 究 皿b

圓i 中 国 文 学 研 究la 中 国 文 学 研 究lb 中 国 文 学 研 究 且a 中 国 文 学 研 究nb 中 国 文 学 研 究 皿a
1■ 自I

I踊;;2 中 国 文 学 研 究mb 中 国 文 学 研 究1Va 中 国 文 学 研 究1Vb 中 国 思 想 研 究la 中 国 思 想 研 究lb
1ー

ー

I

-1

(
'

團'b麗

屡

園 ■

醤
塑II!
幽■1

鷺lll溜

魏1中 国研究顯騨 鍵欝

中 国 思 想 研 究na

中 国 民 俗 学 研 究b

中 国 政 治 史 研 究a

中 国 社 会 史 研 究b

中 国 制 度 史 研 究a

中 国 経 済 史 研 究b

中 国 経 済 研 究 皿a

中 国 思 想 研 究nb

中 国 民 族 学 研 究Ia

中 国 政 治 史 研 究b

日 中 関 係 史 研 究la

中 国 制 度 史 研 究b

中 国 経 済 研 究Ia

中 国 経 済 研 究 皿b

中 国 思 想 研 究 皿a

中 国 民 族 学 研 究lb

中 国 社 会 学 研 究a

日 中 関 係 史 研 究Ib

中国近隣諸 国史研究a

中 国 経 済 研 究lb

中 国 経 済 研 究IVa

中 国 思 想 研 究 皿b

中 国 民 族 学 研 究Ila

中 国 社 会 学 研 究b

日 中 関 係 史 研 究Ila

中国近隣諸国史研究b

中 国 経 済 研 究Ila

中 国 経 済 研 究IVb

中 国 民 俗 学 研 究a

中 国 民 族 学 研 究Hb

中 国 社 会 史 研 究a

日 中 関 係 史 研 究 ∬b

中 国 経 済 史 研 究a

中 国 経 済 研 究nb

中 国 経 済 研 究Va
iI

I 中 国 経 済 研 究Vb 中 国 経 済 地 域 研 究a 中 国 経 済 地 域 研 究b 中 国 企業 経 営研 究a 中 国 企 業 経 営 研 究b

1 1謝 中 国 法 制 研 究a 中 国 法 制 研 究b 中 国 現 代 政 治 研 究a 中 国 現代 政 治 研 究b 日 中 関 係 研 究a
[

1 日 中 関 係 研 究b 平 和 学 研 究a 平 和 学 研 究b 国 際 経 済 研 究Ia 国 際 経 済 研 究lb

卜

旨躍

1

Dl

国 際 経 済 研 究na

中国政治思想史研究nb

中 国 特 殊 講 義b

国 際 経 済 研 究nb

フィールドワーク方法論a

演 習a

中国政治思想史研究la

フィールドワーク方法論b

演 習b

中国政治思想史研究lb

フ ィ ー ル ド ワ ー ク

中国政治思想史研究na

中 国 特 殊 講 義a

1國
ill懸1 現代中 国学特殊研 究1 現代中 国学 特殊研究11 現 代 中国 論 特殊 研 究 中 国 文 化 特 殊 研 究1 中 国 文 化 特 殊 研 究n

唖■ 團 .

ll:羅
脚幽1

中 国 文 化特 殊 研 究 皿

中 国文 化特 殊 研 究Vm

中 国 文化 特 殊研 究IV

中 国 文化 特 殊研 究D(

中 国 文化 特 殊 研 究V

中国近隣諸国史特殊研究

中国 文 化 特殊 研 究V[

中 国 政 法 特 殊 研 究1

中 国文 化特 殊 研 究W

中 国 政 法 特 殊 研 究II

lli遷
1聖圏

1融麟

灘脇綴
コli

中 国 政 法特 殊 研 究ln

中 国経 済 特 殊研 究IV

中 国経 済 特 殊研 究a

中 国 政法 特 殊研 究IV

中 国 経済 特 殊 研 究V

日 中 関 係 特 殊 研 究1

中 国 経 済 特 殊 研 究1

中 国経 済 特 殊研 究V[

日 中 関 係 特 殊 研 究II

中 国経 済 特 殊 研 究n

中国 経済 特 殊研 究W

日中 関 係 特 殊 研 究 皿

中 国 経済 特 殊 研 究 皿

中 国経 済特 殊 研 究田

日中 関 係 特殊 研 究N

1,、、i駿一一 一

日 中関 係 特 殊 研究V

中 国環 境 特殊 研 究N

日 中 関係 特 殊研 究V[

中 国 環境 特 殊 研究V

中 国 環 境 特 殊 研 究1

中 国環 境 特 殊研 究V【

中国 環 境 特 殊 研 究II

研 究 特 論1

中 国 環境 特 殊 研 究 皿

研 究 特 論II
魍 」・:回 ・■1

團 躍 悌.胴 晒: 中 国 現 地 研 究 研 究 演 習
,_:
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大学院研究科及び授業科目

専 門職 大学 院

口車道キャンパス
科 目将側先科2≦ガ

恵 法1憲 法n行 政 法1憲 法 演 習 行 政 法 演 習

公 法 総 合 演 習 行 政 法n民 法1民 法n民 法 皿

法務

研

民 法 演 習1民 法 演 習 口 商 法 商 法 演 習 民 事 訴 訟 法

民 事 訴 訟 法 演 習 民 事 法 総 合 演 習 民 法IV刑 法1刑 法II

刑 法 皿 刑 法 演 習 刑 事 訴 訟 法1刑 事 訴 訟 法 演 習 刑 事 法 総 合 演 習

刑 事 訴 訟 法n法 務 総 合 演 習 法 曹 倫 理 法 情 報 調 査 民 事 訴 訟 実 務 基 礎1

刑 事 訴 訟 実 務 基 礎1民 事 訴 訟 実 務 基 礎 且 刑 事 訴 訟 実 務 基 礎nロ ー ヤ リ ン グ 臨 床 実 務1

臨 床 実 務n法 文 雷 作 成 国 内 取 引 契 約 国 際 取 引 契 約 法 学 の 基 礎1

A 法務専攻 法 学 の 基 礎II司 法 制 度 論 法 哲 学 法 制 史 比 較 法

法 (専門職学位課程)
政 治 学 法 情 報 学 法 律 英 語1法 律 英 語n法 律 中 国 語1

法 律 中 国 語n行 政 の 諸 領 域 と 法 地 方 自 治 法 租 税 法1租 税 法H

環 境 法1環 境 法n刑 事 政 策 ・少 年 法 特 別 刑 法 捜 査 ・公 判 法 務

被 害 者 と 法 倒 産 法1倒 産 法II執 行 保 全 法 消 費 者 救 済 法

学 ・

睦

保 険 法 有 価 証 券 法 金 融 法 企 業 法 務1企 業 法 務H

経 済 法1経 済 法II知 的 財 産 法1知 的 財 産 法II労 働 法1

労 働 法n国 際関係法(公 法系)1国 際関係法(公 法系)II国 際関係法(私 法系)1国 際関係法(私 法系)n

英 米 法1英 米 法nEU法 現 代 中 国 法 ア ジ ア 会 社 法

外 国 人 と 法

会
財 務 会 計 総 論 財 務 諸 表 論 業 績 管 理 会 計 意 思 決 定 会 計 監 査 論 総 論

監 査 基 準 論 会 社 法1会 社 法II法 人 税 法[法 人 税 法Q

計 ・ 上 級 簿 記 原 価 計 算1原 価 計 算II会 計 ・監 査 制 度 商 法 総 則 ・商 行 為

,研- 租 税 法 概 論 経 営 学1経 営 学IIマ ク ロ 経 済 学 ミ ク ロ 経 済 学

究 民 法1民 法 口 統 計 学1統 計 学 口 職 業 倫 理

・科 ・

/rr. 会計専攻
会 計 基 準1会 計 基 準n会 計 構 造 論 戦 略 管 理 会 計 論 金 融 商 品 取 引 法

経 営 戦 略 論 消 費 税 法 所 得 税 法 民 法 皿 財 務 会 計 論 演 習
D

蘇
(専門職学位課程) 会 計 実 務 研 究 連 結 財 務 諸 表 非 営 利 法 人 会 計 管 理 会 計 論 演 習 企 業 事 例 分 析

経 営 分 析 監 査 論 演 習 内 部 統 制 監 査 事 例 研 究 内 部 監 査

李
院　

研 究 指 導1研 究 指 導n企 業 法 湊 習1企 業 法 演 習n税 務 戦 略

相 続 税 法 租 税 法 演 習 経S学 演 習 民 法 演 習 租 税 法 事 例 研 究

フ ァ イ ナ ン ス 理 論 経 営 財 務 論 金 融 論 金 融 ・証 券 市 場 論 企業輪理(コーポレートガバナンス)

会 計 情 報 シ ス テ ム コンビュータネットワーク論 ビジネスコミュニケーション エ ク スタ ー ンシ ップ
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特別課程

特別課程

亀

課程区分1一
i学 校 教 師 入 門

1学 校問題の法規・行政史研究

i授 業コミュニケーション論(言語系)

1授 業 構 成 法(国 語)

1授 業構成 法演習(中 国語)

1授 業構成法(社会系・公民分野)

,授 業 構 成 法 演 習(商 業)
1教育コミュニケーション研究皿(生徒指導)

臨床ケーススタディ(児童少年期)

授 業 科 目

:生 涯 学 習 概 論
1図 書 館 サ ー ビ ス 論

1資 料 組 織 法1演 習
{レ ファレンスサービス演習

!専 門 資 料 論

1専 門 資 料 論 特 講1

;〈 司 書 教 諭 〉

!読 書と豊 かな 人 間性

学 校 文 化 論

生 涯 学 習 社 会 論

授業コミュニケーション論(社会系)

授業構成法演習(国 語)

外国語としてのドイツ語

授業構成法演習(社 会)

授業構成法演習(情 報)

カ ウン セ リング 研 究

精 神 分 析 学

教 育 文 化 の 分 析

教 育 実 践 の 心 理 学

授業コミュニケーション論(商業)

授 業 構 成 法(英 語)

外国語としての フランス語

授業構成法演習(社会系・地歴分野)

教育コミュニケーション研究1(道徳)

思 春 期 精 神 医 学

教 育 実 習

教 育 問 題 の 思 想 史 研 究

発 達 心 理 学

授業コミュニケーション論(情報)

授 業 構 成 法 演 習(英 語)

授業構成法(社会系・地歴分野)

授業構成法演習(社会系・公民分野)

教育コミュニケーション研究B(特別活動)

性 格'い 理 学 教

教育実践演習(中 高)学

図 書 館 概 論1

資 料 組 織 法1

児 童 サ ー ビ ス 論

情 報 管 理 論

図 書 館 資 料 論 特 講1

専 門 資 料 論 特 講 皿1

学校経営と学校図書館

情 報 メディア の 活 用

H

H

史

習

論

亙

成

論
法
讐

器
瓢

響

撚
機
齢

書
料
諏
報
報
麗

図

資

図

情

情

専

学

図 書 館 経 営 論

資 料 組 織 法1演 習

情 報 サ ー ビ ス 概 説

図 書 館 資 料 論

専 門 資 料 論 特 講1

学習指導と学校図書館

特
別
課
程

I

H

論

ー

論

論

係

概

各

概

関

習

学

学

史

学

館

ヒ

育

イ

涯

物

文

生

博

教

く

(美 術 史 関 係)

(考 古 学 関 係)

(民 俗 学 関 係)

(地 学 関 係)

生 涯 学 習 概 論II博 物 館 概 論 博 物 館 学 各 論1

博 物 館 実 習1博 物 館 実 習II視 聴 覚 教 育

日 本 文 化 史1

現代アジアの生活文化II

芸 術 史(東 洋)

書 画 論II

日 本 考 古 学1

ア ジ ア 考 古 学II

日 本 民 俗 学1

現代フォークロア方法論

地 球 環 境 科 学1

H

ロ

ー

論

-

史

刻

洋

芸

学

化
桟

民
古

文

ツ

史

・
考

本

ヨ

術

具

本

日

ヨ

芸

民

[ロ

現代アジアの生活文化1

1

論

-学

論

術

古

芸

考

画

ア

族

ジ

書

民

ア

日 本 民 俗 学n欧 米 の 民 俗 学

地 球 環 境 科 学II
'

生 涯 学 習 概 論1生 涯 学 習 概 論H社 会 教 育 計 画1社 会 教 育 計 画1

社 会 教 育 演 習1社 会 教 育 演 習II社 会 教 育 演 習 皿 社 会 教 育 演 習IV

(特 講1関 係)

(特 講II関 係)

(特 講 皿 関 係)

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン 論

ラ イ フ・コ ー ス の 社 会 学

キ ャ リ ア 発 達 論

図 書 館 概 論1

博 物 館 学 各 論1

ネットワークコミュニケーション

マ ス・コミュニケーション論

生 涯 学 習 社 会 論

文 化 の 社 会 学

社 会 行 動 論 ソーシャル・ネットワーク論

高 齢 者 生 活 論 現 代 社 会 論

論

育

概

教

館

覚

物

聴

博

視

学

究

会社

研

の

和

アケ

平

H

H

論

学

論

論

論

概

各

会

会

概

学

社

社

学

館

館

書

物

報

祉

云目

図

博

情

福

教

錐
「
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専任教員主要担当科目

又字鄙

囲一
秋 山 公 男
①東北大学教育学
部 同大学院 文

学修士② 日本近代
文学/夏 目漱石③
日本近代文学基礎

演習、日本語学 ・文
学演習、日本近代文

学史

浅 野 俊 夫
①慶癒義塾大学文
学部 同大学院

文学博士②実験心
理学。行動 分析 学
③生理 ・行動基礎
および応用、心理学
基礎実験 、比 較心

理学、行 動分析 応
用

有 薗 正 一 郎
①立命館大学文学
部 同大学院 文

学博 士②地 理学。
日本 における農耕
技術の地域性と共

通性の研究③地理
学講 読、歴史地 理
学、地理学演習

伊 集 院 利 明
①早稲 田大学第一
文学部 東京大学

大学 院 修 士(文
学)② 哲学。ソクラ
テ ス、プラ トン 哲

学、アリス トテレス
倫理 学。出会 いの

構造。死。生の意味
③西 洋哲学 演習、
ギリシャ哲学講読、

西洋 哲学概 論、ギ
リシャ語

伊 東 利 勝
①成城大学経済学
部 同大学院 経
済学修士②経済史。
コンバウン王朝ミャン
マーの農村社会/

民衆運動史/東 南
アジア大陸部古代

史③アジア史基礎講
読、アジア史演習、
アジア近現代史論

宇 佐 美 一 博
①大阪外国語大学

外国語学部 大阪
大学大学院 文学
修士②中国哲学。春
秋学の成立と展開
/中 国における懐

疑論について/中
国哲学における基

礎概念の成立と展
開③東洋哲学演習、
東洋哲学基礎演習、
漢文学

漆 谷 広 樹

①明治大学文学部
専修大学大学院
東北大学大学院
博士(文 学)② 日本

語学 。日本語語 構
成の研究③ 日本語
学概論、日本語史、
日本語学演習

海 老 澤 善 一
①京都大学文学部

同大学院 文学修
士②哲学/ヘ ーゲ
ル哲学③哲学、論理

学、西洋哲学演習、
西洋哲学概論、西洋
哲学特殊講義、西洋
哲学基礎演習、キリ
スト教とヨーロッパ

樫 村 愛 子

①京都府立大学文
学部 東京大学大
学院 社会学修士
② 精 神 分 析 理 論
(ラカン派)に よる

現代 社会 分析、現
代 文化分析 。臨床

社 会 学、カル チ ュ
ラル ・スタディーズ
他③ 精神 分析学、

福 祉社会 学、社会
学 演習、社会 調査
実習

片 岡 邦 好
①南山大学文学部
ア リゾナ大学大学
院Ph.D.② 社会

言 語学 ・人 類言語
学、英 語応用 言語

学③英語、英語学、
英 語学演 習、英語

学 特殊講 義、英語
学 基礎演 習、入門
講義

交 野 正 芳
①関西学院大学社
会学部 同大学院

同志社大学大学院
文学修士②社会学。
社会 的差異と共同
性 について③ コミ
ュニティ政策論、都

市社会論、社会調査
実習、社会学演習

神 谷 智
①名古屋大学文学

部 同大学院 博
士(歴 史学)② 日本
近世近代 史、記録

史料学③ 日本史概
説、日本史演習

木 之 下 隆 夫

①愛知学院大学文
学部 同大学院
文学修士 京都大

学大学院②学校臨
床、臨床心理学、心
理療法 、病 院心理
臨床③ 心理療 法、

臨床ケーススタディ

小 山 澄 夫
①東京大学文学部

同大学院 文学修
士 ② 中 国 古 典 文
学 。③ 中 国文学 演
習、中国文学講読、

中国文 学概 論、日
中比較文学

Sim°nGe°rgeS

anada

① ケンブリッジ大 学

フィッツ ウィリアム

カ レ ッ ジM.A.

(Cantab)②18世

紀 以 後 の 英 文 学 。

イ ギ リス ロ マ ン派

の 詩 お よび そ の 社

会 的 背 景 ③ 英 語 、

イギ リス文 学 、イギ

リ ス 文 学 基 礎 演

習 、英 会 話 ・作 文

(上 級)、 英 米 文 学

講 読 、⊂reative

Writing、 英 米 文 学

演習 、イギ リス文 学

特殊 講 義、イ ギ リス

文学 演 習

沢 井 耐 三
①金 沢大学法文学
部 東京大学大学

院 文学修 士②日
本古典 文学。中世
物語 および連 歌 ・
古俳 譜の研究③日
本古典 文 学史 、日

本古典 文 学概論 、
日本古典文学演習、
日本古典文学講読

鈴 木 康 志
①静 岡大学人文学
部 筑波大学大学
院 文学修士② ド

イツ語学。ドイツ語
における体験話法
/ド イツ語にお け
る命 令 ・要求 表現

/物 語論③ ドイツ
語 学概 論、ドイツ
語 文法 論、ドイ ツ

文学演習

鈴木 立子
①東京女子大学
東京教育大学大学
院 文学修士②中
国史。元朝史③ア
ジア諸国史特殊講
義、東洋史演習

Serge _Giunta①パリ第10大 学

文学士② フランス
語教 育法。視 聴覚
法 によるフランス
語教育/フ ランス
現代文学の動 向/
ヨー ロッパ 連合研

究③ フランス語基
礎演習、フランス語

会話 ・作文

武 田 圭 太
①慶雁義塾大学文

学部 同大学院
社会学修士②産業・
組織心理学、社会心
理学。生涯キャリア

発達論一働くことを
とおした人間の発
達・成長・社会化・個

性化の過程/「UJI
ターン現象」/海外・
帰国子女のキャリア

発達」/「共働き夫
婦 の キャリア」/
「uふるざと"の心象

と定住願望」③社会

心理学、キャリア発
達論、福祉 ・労働政
策論、社会学演習、

社会調査データ分
析法、社会調査実習

玉 井 力
①名古屋大学文学
部 同大学院 文

学修 士②日本古代
史。平安 時代政 治
史③ 日本 史 演習、
日本史 講読 、日本

社会史特殊講義

土 屋 洋 二

①東京外国語大学
京都大学大学院
文学修士② ドイツ
文学(近 代)。19・
20世 紀 の ドイツ・

仔情詩(A.v.ドロス
テ=ヒ ュルスホフ、
H.ハ イネ、ブ レヒ

ト、フーヘル)③ ド
イツ文 学 史、ドイ
ツ文学 講読 、欧 米

文学史概論

時 実 象 一
①東京大学理学部
同大学理学系大学

院 理学博士②図
書館情 報学 。情 報
検 索 ③ 情 報 文 化

論、情報管理、図書
館概論

永 瀬 美 智 子
①新潟大学人文学

部 お茶の水女子
大学大学院 文学

修士② アメリ力文
学、トニ ・モリソン
を中心とした現代
アメ リ力黒人 文学

③英語 、英米文 学
演 習、アメ リ力文

学、アメリカ文学基
礎演習、アメリカ文
学特 殊講 義 、アメ
リ力文学演習

癖{1

樋 口 義 治
①慶謄義塾大学文

学部 同大学院
文学博士②心理学
/行 動科 学。健康
行動/ヒ トの行動

分 析③心 理学、心
の 働き、動物 行動
学、心 理学基 礎 実

験、行動心理学

藤 田 佳 久
①愛知学芸大学学
芸学部 名古屋大
学大学院 理学博
士 ②地理 学。土 地

利用の地域形成論
とその実証 的研 究.
/山 地 ・山村の総

合的研究/東 亜同
文書院の中国研 究
に関する研究/イ
ギリス地域研究/

地域整備 と地域 計
画研究③地理学基
礎 演習、社 会経 済

地 理学特 殊講 義、
地 理学研 究法 、地
理学野外演習

三 野 豊 浩
①東京大学文学部

同大学院 文学修
士 ② 中 国 古 典 文

学 。唐宋 の詩 およ
び詞の研究③中国

古 文講読 、中国 文
学 史、中 国文学 演
習、初級中国語

山田 邦 明
①東京大学文学部
同大学院 博士
(文学)②日本中世
史③日本史講読、
日本史演習

和 田 明 美

① 県立高知女子大
学文学部 名古屋
大学大学院 博士
(文学)②日本語学。

古代 日本語の助詞
と助動詞 の研究/
源 氏 物 語 の 表 現
(文法と意味)の 研

究③ 日本語学基礎
演習、日本 語学 演

習、日本語学講読

渡 邉 正

① 愛知教育大学教
育学部 東北大学
大学院 教育学修
士②地域社会学/

教 育社会学/環 境
社 会学。流域社 会
の変容と地域問題
/高 等教育改革③

社 会調 査法、生 涯
学習社会論、社会学
演習、現代社 会論

♂タ'了`,・
.・.・

臼 田 真 佐 子
①東京外国語大学
外国語学部 お茶
の水女子大学大学

院 文学修 士② 中
国 語 学(音 韻 ・文

字)。清代古音学と
『説文解字』に関す

る研 究。③ 中国古

文 講読、中 国語学
概 論、中国 文学演
習、中国語

加 藤 一 己
①京都大学文学部

同大学院 文学修
士 ②理 論社会 学。
G.H.ミ ー ドの理論

を社会思想史の中
に位置 づけ、現代

自然科 学とも関連
ざせ つ つ 解 明 す

る。③コミュニケー
ション論、自我論、

社 会 学 演習、ライ
フ・コ ースの 社 会

学、社会調査実習

鎌 倉 利 光
①千葉大学文学部
東京学芸大学大学
院 教育学修士
慶雁義塾大学大学

院 博士(教 育学)
②発達心理学・パー
ソナリティ心理学 ・

臨床心理学③発達
心 理学、性格心理
学、教 育実践の心
理学、カウンセリン

グ研究 、心理 アセ
スメント

河 合 ま ゆ み
① 富山大学人文学

部 名古屋大学大
学院 文学修士② ド
イツ文 学 。ドイツ

近代 小説③ ドイツ
文学 演 習、ドイツ
文学 講読 、ドイツ
文学 概論 、ドイツ

文学特殊講義

小 島 基 洋
①慶臆義塾大学文
学部 ダブ リン大
学 トリニ ティーカ
レッジM.Phil.

京都大学大学院
博士(文 学)② 英文

学③英 米事 情、地
域文化研究

下 野 正 俊
①東京大学文学部
同 大 学 院 修 士
(文学)② 哲学/カ
ン トを中心 とす る
近現代 ドイツ哲学

③西洋 哲学 演習、
西洋 哲学講 読、西
洋哲 学史、西洋 哲

学特 殊講義 、倫 理
学概論 、応用倫 理

学概論

土屋 葉
①千葉大学文学部お
茶の水女子大学大学
院 博士(社会科学)

②家族社会学・障害
学/障 害をもつ人と

家族関係③家族と
社会、家族関係論、
ケアの社会学、逸脱

行動論、社会調査実
習、行動社会学演習

長 井 千 秋
①島根大学法文学
部 大阪大学大学

院 博士(文 学)②
中国社会経済史、中
国財政史/宋 代経
済史、南宋時代の財

政・軍事③アジア史
基礎講読、アジア史
基礎演習、アジア史

講読 、アジ ア史演
習、アジア近世史論

中 尾 充 良
①名古屋大学文学
部 同大学院 文

学博 士(ニ ース大
学)② フランス文
学。近現代詩(ラ ン
ボー、セガ レン)③
フランス文学演習、
フランス文学史

山 本 昭

①慶雁義塾大学工
学部 同大学 院
工学修士 文学修
士 ② 図 書 館 情 報

学 。情 報 検 索 、分
類 ・索引、ターミノ
ロジー③ 図書館情

報学講読、専門コミ
ュニケーション、知

識組織法

一
井 藤 寛 志
①信州大学教育学部

教育学士 名古屋大
学大学院 構 報科
学研究科 博士(学
術)② 認知科学/認
知心理学③認知科

学、認知心理学、生
理心理学、心理学基
礎実 験、心理学演

習、心理学プログラ
ミング演習

加 島 大 輔
①山形大学教育学部

東京大学大学院
修士(教 育学)② 日
本教育史・教員養成
/明 治期を中心とし
た教員養成史・教員

史研究、教員養成制

度③教育問題の思想

史研究、教育文化の

分析、教育問題研究

(助 教(嘱託崩隠))

LoicRenoud

①ジャン・モネ大学
芸術文学言語学部

修±③入門フラン
ス語、フランス事情
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経済学部

一

阿部 聖
①中央大学商学部
同大学院 商学修
士②日本経済史(近
現代)。日本エネル
ギー産業史/東 海
地域産業史/空 襲
史③日本経済史、地
域経済史、比較経
済史

李 泰 王

①慶北大学校経商

大学 大阪市立大

学 大 学 院 博 士

(経済学)② アジア

経済 ・経 営論/自

動車産業と多国籍

企業の研究③韓 国

経済 論、アジ ア比

較経済論

伊藤 動
①明治学院大学文
学部 同大学院
文学修士②英国唯
美主義文学③英語

伊藤 靖徳
①南山大学経済学
部 経済学士②中
小企業論/地 域産
業集積構造/中 小
地域金融③中小企
業論、地場産業論

岩 崎 正 弥
①京都大学農学部

同 大 学 院 博 士

(農 学)② 地 域 経

済。地域づくりに関

する総合 的研究/

中山間地域経 営論

③地域経済論

印 南 敏 秀
①武蔵野美術大学

造形学部 文学士

②日本民俗学・日本

民具学。物質文化を

中心とした入浴・食

文化論/里 海論③
民俗論、民具論、博

物館概論

大 澤 正 治

①慶朦義塾大学商

学部② 環境、エネ

ル ギ ー/環 境 制

約、資源制約 が強

まる時代の社会 と

経 済 ③ 環 境 経 済

学、環 境 ・エ ネル

ギー政策 論、非営

利経済論

小 津 秀 晴
①茨城大学理学部

神戸大学大学院

名古屋大学大学院

理学博士②理論物

理 学(素 粒 子論)。

場の量子論の位相

幾何学的構造③物

質 の科学 、現 代技

術 と社 会、宇 宙 の

科 学、現代科 学技

術論

桂 秀 行

①一橋大学経済学

部 同 大 学 院
Ph.D.② ヨーロッノく

中世 社会 経済 史。

領主制の形成 と展

開(地 中海地 方の

地域 研究)③ 経済

史、西洋経済史

沓掛 俊夫
①京都大学理学部
同大学院 理学
博士②地球科学。
大陸地殻の形成
史/鉱 物科学史
③地球の科学、科
学技術史

國崎 稔
①桃山学院大学経
済学部 神戸商科
大学大学院 経済
学修±②経済政策
/不 完全競争下の
租税調和化、地域
間移転と地方公共
財問題、寡占市場
での租税帰着③経
済政策

栗 原 裕

①南山大学外国語

学部 神戸大学大

学院 経営学修士

② 国際貿 易、欧州

経済・通貨統合、国

際金 融の理 論 ・制

度 ・実証 的研 究③
国際経済学

桑 島 由 美 子

①東京女子大学文

理学部 筑波大学

大学院 国際学修

士 一橋大 学大学

院②東アジア地域

研 究。中国近 代文

学 と文化 研 究 ・国

際文化研究③ 中国

語、中国文 学演習、

専門演習

小 林 慎 哉

① 埼玉大学教養学

部 早稲田大学大

学院 経済学修±

②日本経済の実証

分析/為 替レー ト

決定の実証研究③

計量経済学1・II、

経済データ分析

佐 藤 元 彦
①慶雁義塾大学経

済学部 広島大学

大学院 国際学修

士②発展途上国経

済論。貧困緩和・解

消の政治経済学/
マイクロ・ステート

の経済学③発展途

上国経 済論、国 際

開発論、国際政 治

経 済 学、アジ ア太

平洋経済論

蒋 湧

① 中国上海海運学

院基礎学部数学科

筑波大学大学院

博士(経 営工学)②

確 率過 程論 、デー

タ工学、データベー
ス/空 間情報シス

テムの開発 と研 究

③ 情報システム構

築論

竹 内 晴 夫

① 山口大学経済学

部 東京大学大学

院 博士(経 済学)

②経済原論。貨幣・

金 融システムの研

究③経 済原論 、資

本主義経済論

田中 良明
①大阪市立大学経
済学部 同大学院
経済学修士②社会
思想史。社会運動
の諸思想/20世 紀
の意味③現代社会
思想史、西欧近代
社会思想史

沈 徹

①早稲田大学政治

経済学部 同大学

院 経済学修士②

国 際 マ ク ロ経 済

学。為 替 レー トの

動 学理論/輸 出企

業 の市場別価格設

定行動 ③金融 論、

国際金融論

中川 清
①同志社大学経済
学部 同大学院
経済学修士②経済
学原理論。資本主義
経済機構の理論的
研究③経済原論、資
本主義経済論

中 崎 温 子
①立命館大学文学

部 マ ックォリー

大学大学院 文学

修士② 日・英語 対

照研 究。異文 化コ

ミュニケーションと

日本語教育③ 日本

語(留学生)、日本語

教育法、日本語学

新 井 野 洋 一

①順天堂大学体育

学部 同大学院

体 育 学 修 士 ② ス

ポー ツ経 済 ・社 会

学/ス ポーツマネ
ジメント論/健 康

行動論/高 齢者生

活論③ 体育 実技、
スポー ツ文化 論、

スポー ツ経済 ・社

会学 ・健康行動論、

高齢者 生活論 、社

会研修、演習

早 川 勇

①愛知県立大学文

学部 エクセ ター

大学大学院 言語

文化学 博士(大 阪

大学)② 応 用言 語

学。英語辞 書史/

日英語の対照研究

/英 語に入った日

本語③英語

保 住 敏 彦

①京都大学教育学

部 同大学 院(経

済学研 究科)経 済

学 博 士 ② 経 済 学

史、ドイツ社 会 国

家の思想と現実/

ドイツと日本の 労

働市場 ・社 会保 障
の比較③経済学史

1、経済学史u

宮 入 興 一

①埼玉大学文理学

部 大阪市立大学

大学院 経済学修
士②財政学・地方財

政論/災 害の政治

経済学 、開発政 策

と国・地方財政、維

持可能な社会の国・

地方 の税 財政、日

本租税論研究③財

政学、地方財政学

宮 沢 哲 男

①東京教育大学理

学部 同大学院

理 学 修 士 ② 地 理

学 。水 収 支 論(河

川 ・地 下水の 収支

と循 環)/水 質汚

濁③ 地理 学、自然

環境と地理

森 久 男
①名古屋市立大学

経済学部 東京大

学大学院 農学博

士② 中国経 済 史。

蒙彊政権の研究/

興安 省の研究③近

代 中 国経済 史、中

国のアジア太平洋
政策、時事中国語

藪 内 繁 己

①神戸商科大学商

経学部 同大学院

経済学研究科 経
済学博士②経済理

論、国際 経済 学/
ミクロ経済 学の国

際貿易への応用 に

関する研 究 、国際

貿易と生産要素移

動の経済分析③ ミ
クロ経済学、マクロ

経済学

李 春 利

①上 海外国語大学

日語系 東京大学

大学 院 博 士(経

済学)② 中国 経済

論、国際産業論、低

炭素経済と低炭素

交通/中 国の経済

発展とエネルギー・

環境 問題/新 興国

(BRICs)経 済 と日
本。③ 中国経済論、

中国産 業概 論、東
アジアの自動車産

業、外国書講読

渡 辺 和 敏

①法政大学文学部

同 大 学 院 博 士
(文学)② 日本近世

史。日本近 世 社会

史/日 本交通史③
歴史学 、生活 文化

史、日本交 通 経済

史、地域経済史

・・遙 鱗
,.
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井口 泰秀
①京都大学経済学
部 同大学院 修
士(経 済学)② 計
量経済学、経済時
系列分析/マ クロ
経済統計の特性
分析③経済統計
学、経済数学(代
数)(微積)

打田 委千弘
①立命館大学経済
学部 同大学院
博士(経済学)②応
用計量経済学/金
融市場に関する実
証分析/生 産関数
に関する実証分析
③実証経済分析

葛 谷 登

①一橋 大学社会学

部 同大学 院 社

会学修士② 中国宗

教思想 史/中 国語

表現文法/東 洋 と
キ リス ト教③ 中国

語、中国文学講読

小 林 弥 生

①名古 屋大学経済

学部 同大学 院

博 士(経 済 学)②

理論 経済 学 ・公共

経済 学。家族 の経

済学/家 族 に対す

る公共 政策③マク
ロ経 済 学 、ミクロ

経済学

清水 伸子
①名古屋大学文学
部 同大学院 文
学修士②ロシア語
学。談話レベルで
の動詞が係わる現
象③ロシア語

杉 浦 裕 晃

①名古屋大学大学

院 ・博 士(経 済 学)

②労働経済学/失

業、サーチ理論、雇用

と賃金の地域間格

差、地域間労働移動

③日本経済論

西村 正広
①日本福祉大学社
会福祉学部 同大
学院 社会学修士
②社会福祉方法論
/地 域保健福祉計
画論③社会福祉理
論、社会保障論、社
会政策

三 川 克 俊

①早稲田大学第一

文学部 同大学院

英 国 レディング大

学大学院 教育学

修士 応用言語学
MA② 応 用言語 学

(英語教育、異文化

語 用 論)③ 英語 、
CurrentEnglish

湯 川 治 敏
①筑波大学体育専

門学群 同大学院

修士(体育科学)②

スポーツ工学/ス

ポーツバイオメカ
ニ クス、ス ポー ツ

サーフェスの緩 衝

特性、ヒューマン・

フィギュアアニメー

ション、モーション

データベ ース③コ

ンディショニング、

生涯 スポ ーツ、健

康 ・スポ ーツ情 報
論、スポーツ科学、

マル チメディア表

現

(助 教)

生 原 匠

①京都産業大学工

学部、神 戸大学 大

学院国際協力研究

科 神戸大学博士

(経済学)② 経済理

論/税 制改革の経

済分析 、環境政 策
の経 済分析、貿 易

政策の経済分析③

公共経済学

①出身学校・学位

②専門分野/
研究テーマ

③主な担当科目

教
学

専
任
教
員
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専任教員主要担当科目

国際コミュニケーション学部

囲
D
IvanCosby

① アイル ラン ド・ダ

ブ リン大 学 同 大

学 院Masterof

Arts(M.A.)② 西 欧

人 道 主 義 の キ リス

ト教 学 と労 働 組 合

に 与 え る 衝 撃 ③

BritishHistory,

ラデン語、英 会話

荒 川 清 秀

①大阪市立大学文

学部 同大学院

博 士(文 学)② 中

国語学/日 中比較

語学/現 代 中国語

の文法 と語 彙/日

中共通の漢語 の歴

史 的研 究、日中漢

語語基の比較③言

語 文化論 、基礎 中

国語

JonBlundell

① ロ ン ドン大 学

イー ス ト・アン グ リ

ア大 学 大 学 院 エ

セ ックス 大 学 大 学

院MasterofArts

(M.A.)② コミュニ カ

ティヴ英 語教 授 法。

特 に 日本 人 大 学 生

に 関 す る学 習 様 式

③ 英 会話 、英 作 文 、

英語 発 音練 習

田 本 健 一

① 都 留 文 科 大 学文

学 部 上 智 大 学 大

学 院 博士(文 学)

② 英 語 学/中 世 英

文 学 。ア ング ロ ・サ

ク ソン 福 音 書 に お

け る 語 彙 。英 語 コ

ミュ ニ ケ ー シ ョン

学。③英 語 の 歴 史、

BusinessEnglish,

英 作 文 、English

Grammar

張 筏 平
①南開大学中国語

言文学部②異文化

コミュニケーション

③基 礎 中国語、口

語中国語、コミュニ

ケーション中国語

塚 本 鋭 司

① 早 稲 田 大 学第 二

文 学部 西 イリノイ

大 学大 学 院 シラ

キュース大学大 学院

Ph.D.(教 育 社 会

学)② 英 語 教 育 学。

異 文 化 間 コ ミュニ

ケー ション/ア メリ

力文化 研究 ③Ma∬

MediaEnglish,

AmericanHistory,

国 際フィー ル ドワー

ク(アメリカ)

塚 本 倫 久

①駒澤大学文学部

同 大 学 院 修 士

(英 文 学)② 英語

学。現代英 語の語

法研 究/コ ーパス

言語学③英語学概

論、英作文

Thomas

Michael

Gross

① マ ルブ ル ク・フィ

リップス大学 大学院

博 士(日 本 語 学)

② 言語 学 ・コミュニ

ケーション心 理学③

言 語 学概 論1・ll、

英会 話

Benab-

derrahmane

Lahcene

OINSTITUTNATION-

ALduPETROLEAL-

LIANCEFRANCHISE

dePARIS(修 士)石

油 精 製 と石 油 化 学

にお けるステイ トエ

ンジニ ア(博 士)・フ

ランス国外 に於 ける

フ ラン ス語 教 育 者

資 格 免 状 ② フ ラン

ス語 教育 。外国 語 と

しての フランス語教

育 法③コミュニケー

ション フラ ンス語 、

口語 フランス語 、フ

ランス語会 話入門

(准 激 捜)

Angus

Maclndoe

① オックス フオー ド

大 学(University

College)Masterof

Arts(M.A.)② 古代

史 及び哲 学。英国 の

方 言 及 び 話 し方 の

パ ター ン/英 文 学

に お け るス ポ ー ツ

の テー マ/古 代 ギ

リシャ文化 との 関連

③古 典 ギ リシ ャ語 、

英作文、英 会話

磯 野 徹

① 甲 南 大 学文 学部

英 国ESSEX大 学 大

学 院Ph.D.in

Languageand

Linguistics博 士

(言語 学)② 応 用 言

語 学 ③lntensive

Readingll、 英語 音

声 学 、Pra⊂tical

English,Advanced

EnglishI

塩 山 正 純

①関西大学文学部

同 大 学 院 博 士

(文学)② 近代 中国

語研究/近 代西洋
人による中国語研

究と異文化翻訳③

入 門中 国語、基礎

中 国語、中国語 デ

キスト講読

(助教(湘酬託鰍 切

AndrewKean

①グエルフ大学
ニューイングラン

ド大学大学院③英

会話、英作文

CarolynE.Fish

①ウェー ルズ大学

同大 学院Master

ofArts(M.A.)

③英会話 、英作 文

SianDavis

Edwards

① 西 イ ング ラ ン ド

大 学 ウェールズ大

学 インスティテユ

ト・カ ー デ ィフM-A

(⊂eramics)③ 英 会

話、英作文

囲
一

垣 内 伸彦
①名古屋大学理学
部 同大学院 理
学修士②数学(ト
ポロジー)。微分方
程式の定性的性質
③演習、情報処理、
数理科学、統計学入
門、総合情報演習

河 野 眞

①京都大学文学部

同 大 学 院 博 士

(文学)②比較文化

/ヨ ーロッパ 民俗

学/観 光研究/多

文化共生研究/巡

礼研究③比較文化

入門、現代フォーク
ロア方法論 、総 合

ドイツ語

周 星

①西北大学歴史学

科 中国社会科学

院 大 学 院 博 士

(民 族 学)② 民族

学。民俗学(生 活文

化論)/日 中比較

文化 、アジアの諸

文 化 ③ 生 活 文 化

論、現代 日本の 生

活文 化、遺跡の 世

界、比較文化 フィー
ル ド・ワーク

鈴 木 規 夫

①上智大学文学部

中央大学大学院

法学修士 成践大

学 大 学 院 博 ±

(政治学)② 政治哲

学/国 際関係論/

イスラーム研究/

平和研究③国際文

化関係 論、平和研

究、イスラーム世

界論、政治学、宗教

学、演習等

鈴 木 秀 治

①東京大学文学部

同大学院 文学修
士②比較文学比較

文化/近 現代フラ

ンス文学③比較文

化 論(比 較 文学)、

日本 文化 史、基礎
フランス語、演習

高 橋 貴

①国際基督教大学

教養学部 教養学
士②文化人類学/

民族 工芸論/南 イ
ン ドの手工芸③ 民

族芸 術論、博 物 館

展示 論、文化 人 類

学入門

高 原 隆
①滋賀大学経済学

部 ニューヨーク州

立大学大学院(人類

学修士)イ ンディ

アナ大学大学院

Ph.D.(Folklore)OO

アメリカン・フォー

クロア/記 号論/

人類学。人間のアイ
デンティティと身体

と場 所の 関 係、鬼

師の世 界③ アメリ
カの文 化、欧米 の

民俗 学、欧 米の 生

活文化

名 和 聖 高
①静岡大学人文学

部 社会科学士②

国際 ビジネス実務
/国 際商取引契約

/国 際商事仲裁③

国際ビジネス入門、

国際ビジネス論 卜ll

新 形 信 和
① 東京外 国語大 学

外国語 学部 京都

大学大学院 文学

修士②比較 思想/

比較文 化論。「無」

の概念あるいは死

生観の相 違を通 し

て日本と西 欧 との

精神の構造化の差

異 を明 らか にする

こと③ 比較文化 論

(比較 思想)、日本
人と思想、基礎 ドイ

ツ語、演習

新 津 嗣 郎
①京都大学文学部

同大学院 文学修士

②近代以後のドイツ

叙情詩。GunterEi⊂h

の叙情詩 およびラ

ジオ ドラマ研究/

日本と ドイツの 昔

話③ ヨー ロッパ の

文化1・ll、基礎 ド

イツ語、演習

浜 本 正 文

①京都大学文学部

同大学院 文学修

士②フランス文学。
マルセル・ブルース

トからポリス・ヴィァ
ンまで③ヨーロッパの

文化 いti、基礎フ
ランス語

樋 野 芳 雄

①一橋大学社会学

部 同大学 院 社

会学修士②国際関

係学/社 会学 。現

代 国際 政治 ・思想

の 変容/近 代 化 ・

現 代 化 、産 業 ・経

営 ・労 働 をめ ぐる

諸問題③国際政治

論 入 門、国際 政治

論1・11、社会学

片 茂 永

①建国大学 日本語

教育学科 筑 波大

学大学院 文 学博

士②民俗学。アジア

の蓮華文化論 ③韓

国の文化、アジアの

伝承文化、国際フィ
ール ドワーク、基礎

韓国・朝鮮語

広 木 詔 三

①東北大学理学研

究科 理学博士②

森林 生態学/ブ ナ

科 の 生 態 学 的 研

究 ・火 山植生 の遷

移 ・里 山の雑 木林

③生物学 ・生態学 ・

地球環境問題

山 本 雅 子

①南山大学外国語

学部 京都大学大

学院 博士(人 間・

環境学)②認知言語

学、日本語教育学/

認知言語学的観点

か ら日本語 の言語

現象 を解 明する③

日本語、日本語 学、

日本語教育学

、鳶 ,、,
納k`

(准 ・一赦 媛)

加 納 寛

①名古屋大学文学

部 同大学院 博
士(歴史学)② 東洋

史(タ イ文 化史)。
タイの都市におけ

る日常生活文化 の

変化/タ イの文化

政策③現代アジア

の 生活文化 臥 比

較文化フィール ド・
ワーク、基礎タイ語

NatashaC.

Vaubel

①インディアナ大学

Ph.D② アメ リ力文

化 研 究③ 現代 アメ

リカ事 情、アメ リカ

の 文 化n、 外 国 書

ゼ ミli、Reading1

(助教(外国闘囎謁徽皿D

JeanMarie

Simonian

①ウィー トン大学

インディアナ大学

修士③英会話、英作

文

,



法字鄙

●

浅 尾 仁

①横浜国立大学経

済学部 京都大学

大学院 経済学修
士②比較経済体制

論/ル ーマニア経

済③市場経 済とく

らし、国民所得 とく

らし

大 川 四 郎

①名古屋大学法学

部 同大学院 法

学修士 ジュネー

ブ大 学 大 学 院
D.E.S.(法 制史)②

西 洋 法 制 史 ③ 西

洋法制 史、日本 近

代 法制史 、社 会思

想史

大 林 文 敏

①愛知大学法経学

部 同大学院 法

学 修士 博 士(法

学)(九 州大学)②

憲 法学/ア メ リカ

最高裁判所論③憲

法 ・統治機構

加 藤 鉦 治

①名古屋大学大学

院教育学研究科、教

育学博士②教育社

会史③学校教師入

門、学校文化論、教

育文化の分析、教育

実習

John

Hamilton

① オ ックスフォー ド大

学MasterofArts

(M.A.)OPPE

(Politics,Philosophy,

Economics)③ コ ミ

ュ ニ ケ ー シ ョン 英

語 、近 代 ア ジ ア と欧

米

杉 浦 市 郎

①京都大学法学部

同大学院 法学修
士② 経 済法。ドイ

ツ経済法とEU経 済

法③経 済法 、消 費

者保護法

田 中 正 人
①京都大学法学部

同大学院 法学修

士 ② フ ラ ン ス 政

治 ・政治 史③政 治

学、欧米政治論

常 石 希 望
①四国学院大学文

学部 関西学院大

学大学院 文学修
士②韓国語学/日

本語母 国語者に対

する韓国語教育法

/韓 国キ リス ト教

史③韓 国 ・朝鮮 語

入門 ・基礎・発展

鄭 高 味

①北京第二外国語

大学 昭和女子大

学大学院 文学修

士 ②文 章論。日中

対照研究③中国語

入 門 ・基 礎 ・応 用 ・

発展・演習

中 尾 浩

①青山学院大学文

学部 中央大学大

学院 文学修士
パ リ第10大 学第三

課程D.E.A(言 語科

学)② フランス語、
コーパス言語学/

語彙構造論③フラン
ス語入門 ・応用 ・発

展、情報リテラシー

長 峯 信 彦

①早稲田大学法学

部 同大学院 修
士(法 学)② 憲法/

英米 法③ 憲法 ・基

本的人権、憲法とく

らし

西野 基継
①京都大学法学部
同大学院 法学修
士②法哲学。現代
自然法論/法 存在
論/人 間の尊厳
論③法哲学、法思
想史

広 瀬 裕 樹
①名古屋大学法学

部 同大学院 法

学 修士② 商 法、保

険 法③商 法総 則、

商取引法、保険法、

手形法、小切手法

村 瀬 智 彦

①金沢大学教 育学

部 同大学院 筑

波大学大学院 教

育 学 修 士 博 士

(体 育 科 学)② 体

育 測定 評価 論 、ト

レーニング論③健

康 と運動 の 科学 、

身体とコンディショ
ニン久 ヘルスエク

ササイズ

(准 ・教 冑捜 一)

入 江 容 子

①同志社 大学法学

部 同大学院 博

士(政 策科学)② 地

方 自治 制度 、自治

体 の組織と政策③

地 方 自治論 、公共

政策論

北 尾 泰 幸
①京都外国語大学

外 国語学部 大阪

大学大学院 博士

(言語文化学)② 理

論 言 語 学/統 語

論 、生成文 法理 論

③ 論説英 文講 読、

TOEIC

木 村 義 和

①関西学院大学法

学部 同大学院

博士(法 学)② 民法

(契約法)/フ ラン

チャイズ契約 につ

い て③ 民 法、契 約

法 、家族 法 、相 続

法、民法総論

小 坂 敦 子

①同志社大学文学

部 ハ ワイ大学 大

学院Ph.D.(教 育

学)② 英語教育 ・教

育学③論説英文講

読、表現英語、特別

基礎 英語 、英 語演

習

小 林 真 紀

①上智大学法学部

同大学院 法学修

士 パ リ第一大学

第 三 課 程D.E.A.

(国内公法)② フラ

ンス法、ヨー ロッパ

法③外 国法 、比較

法

鈴 木 清 貴

①明治大学法学部

慶癒義塾大学大学

院 修士(法 学)②

民 法/代 理 、使 用

者 責任 、他 人 の行

為 についての責任

③ 債権 法、不 法行

為法 、担保物権法

・響

専 田 泰孝
①早稲田大学法学
部 同大学院 修
士(法学)②刑法/
具体的事実の錯誤
③刑法

多 田 哲 也

①上智大学文学部

同 大 学 院 修 士

(文学)② 英語学/

言語 学/イ ギリス

文 化。イギ リスの

言語思想/文 法理

論 ③ 論 説 英 文 講

読、言語と人間

永 戸 力

① 龍 谷 大 学 法 学

部、京都 大学 大学

院法 学研 究科(修
士)② 行政 学/行

政改 革、社会保 障

政策 ③行政 学、現

代 日本政治論

松 井 吉 光

① 名古屋大学大学
院 理学研究科素

粒 子 ・宇 宙物理 学

専攻 博士(理 学)②

物理(素 粒子論)/

現象論(重いクォー

クを含むハ ドロンと
ニュー トリノLこつし、

て)③現代科学の諸

問題、統計、情報 リ

アフソー

緑 大 輔

①一橋大学法学部

同 大 学 院 博 士

(法学)② 刑事法学
/対 物強 制処 分、

未決拘禁③刑事訴

訟 法、法律 学特 殊

講義

李 秀 慾
①東呉大学法学部

東北大学大学院

博士(法 学)② 商法

/自 己株式の取得、

コーポレー ト・ガバ

ナンス③会社法

(助 教)

上 杉 め ぐみ

① 明治学院大学法

学研究科博士後期

課程修了・博士(法

学)②民法、消費者

法/情 報提供義務

③ 債権 法1、 物権

法1、 契約法ll

金 井 幸 子

①i協 大学法学部

名古屋大学大学院

博士(法 学)②労働

法/労 働 条 件 変

更 ・解雇 ③労働 法
i・n

田 中 清 久

①東北大学法学部

同大学院 博士(法

学)② 国際法/国

際組織 法、国 際責

任法、国 際裁判 法

(国際司法裁判所)

③ 国際法総 論1・
li、国際法各論、国

際組織法

山 本 未 来
①京都大学法学部

シア トル大学行 政

大学院 修士(MPA)

②行政調査③行政
法総 論1・ll、行政救

済法、行政法各論

①出身学校・学位

②専門分野/
研究テーマ

③主な担当科目

教
学

専
任
教
員
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専任教員主要担当科目

経宮字鄙

圖一
有 澤 健 治
①東京大学文学部

同大学 院(理 学系

研 究科)理 学博士

② 情報 処理。オペ

レーティングシステ

ム・プログラミング③

プログラミング論、

情報システム概論

川 井 伸 一

① 東 京 大 学 教 養

学部 同大学院

国際学修士②中国

企業経営論/比 較

経営論。株式 会社

のコーポレー ト・ガ
バナンス比較/中

国企業の海外進 出

③ 中 国 企 業 改 革

論、中国経営論、ア
ジア経営比較論

神頭 広好
①学習院大学経済
学部 東京工業大
学大学院 経済学
修士②経営立地
論。都市の空間的
立地構造に関する
研究③経営立地論、
立地分析論

小 浜 ふ み 子

①立教大学社会学

部 慶雁義塾大学

大学院 東京都立

大学大学院 博士

(社 会学)② 都 市

社 会 学/地 域 社

会学/コ ミュニテ

ィ論。コミュニティ
の歴史 社会学、若

者とライフスタイ
ル③社 会学基礎 、

現 代 コミュニ ティ

論、現代 社 会 論 、

社 会科 学入門 ・応

用、総合演習

田 川 克 生

①神戸大学経営学

部 同大学院 経

営学修士②経営学
の基礎 研究。企業

理論によるマネジ

メントの基礎づ け

③ 経 営学総論 、経

営学原 理、企業理

論1・Il

田 川 光 照

①名古屋大学文学

部 同大学院 文

学修 士 ②18世 紀
フランス文 学。現

代 韓国文学③フラ

ンス語 入門・基礎、

韓 国・朝鮮語発展

玉 置 光 司

①名古屋工業大学
工学部 大阪大学

大学院 工学博士

②オペ レーション
ズ・リサーチ。確 率

モデルと最適化③

経営 工学 入門、オ
ペレーションズ ・リ

サーチ

藤本 光 夫
①愛知大学法経学
部 名古屋大学大
学院 大阪市立大
学大学院 同経営
学博士②経営学。
フランス企業の発
展・展開および経
営戦略/多 国籍企
業とその経営/
EUと 企業経営③
現代企業論、多国
籍企業論、国際経
営論

南 龍久
①立命館大学経済
学部 同大学院
博士(経営学)(大
阪市立大学)②経
営組織論。現代企
業における組織革
新の諸問題③経営
管理総論、経営組
織論

村 松 幸 廣
①愛知大学法経学
部 同大学院 経
済学修士②消費者
行動論。消費者行
動の国際比較③消
費者行動論、消費
者行動分析、流通
総論

矢 田 博 士

①早稲 田大学第一
文学部 同大学院

文 学修士②中国古

典詩歌。三国 ・魏の

曹植の詩歌研究/

漢魏六朝期 におけ

る四言詩 と五言詩

の盛衰について③

中国語入門・基礎、

文学と人間(アジア)

山 田 晶 子

① 愛 知 県 立 大 学

文 学 部 名 古 屋

大 学 大 学 院 文

学修 士(英 文 学)

②英文学(20世 紀

中 心)。D.H.
Lawrence(1885‐

1930)の 研究 中心

③論説 英文講 読、
TOEIC、 英 文小 説

講 読 、英 語 演 習、

入門ゼミ

(丁淵欝 懸 動

岩 田 員 典

①名古屋工業大学

同 大 学 院 博 士

(工 学)② マ ル チ
エージェントシステ

ムに関する研究③

オペ レーティング

システム 論 、コ ン

ピュータネットワー

ク論、コンピュータ

セキュリティ論、統

計の基 礎、専 門演

習、情報リテラシー

入 門、情 報 リテ ラ

シー応用

太 田 幸 治
①東京国際大学

明治学院大学大学

院 修士(経 営学)

② 流 通 ・マ ー ケ
ティング(と りわけ

製品戦 略論)③ 流

通総論、マーケティ
ング論 、サ ー ビス

マ ー ケ ティング、

マーケティンク戦 略

論、販売管理論、入

門ゼミ、専門演習

小 野 良 太

① 輩 気 通 信 大 学

電 気 通 信 学 部

ハ ワイ大 学 大 学 院

Ph.D.inCom-

municationand

Information

Sciences② 情 報

通 信 技 術 、情 報 通

信 開 発 政 策 、未 来

研 究 ③ 国 際 情 報

ネ ットワー ク論 、企

業 情 報 シ ス テ ム

論 、情 報 シ ス テ ム

組 織 論 、情 報 シ ス

テ ム 概 論A・B、 専

門 演 習

河 田 賢 二

① 名 古 屋 大 学 理

学 部 同 大 学 院

理 学 修 士 ② 数

学。Nonstandard

analysis;計 算論

③ 代数 基礎、線形

代 数 、コ ン ピユー

タ科 学の 基礎 、命

題 計算とデ ジタル

回路 、数理 とプロ

グラム入門 ・応用、

総合演習

田 中 英 式

① 関西大学法学部

名古屋大学大学院

修士(学 術)② 日系

企業の技術移転、日

系企業と現地サプ

ライヤーとの企 業

間関係、台湾経済、

台 湾企 業、産業集

積 論③ アジア企業

論、アジア企業経営

論、国際ビジネス論

為 廣 吉 弘

① 東 京 大 学 農 学

部 ②流 通 ・物流③

物 流 論 、交通 論 、

流 通政 策論 、マ ー
ケティング情報論

土 屋 仁 志

① 関 西 大 学 商 学

部 同 大 学 院

商学博士②流通業

の国際化③国際流

通 論 、小 売 マーケ

ティング、国際マ ー

ケティング

永 田 孝 夫

① 名 古 屋 大 学 大

学 院 ・修士 ②教科

教 育 法(社 会 ・地

歴 ・公民)/授 業の

作 り方③授業構成

法(社 会系)、授 業

構 成法 演習(社 会

系)

古 川 邦 之

① 高 知 大 学 理 学

部 京 都 大 学 大

学 院 博 士(人

間 ・環 境 学)② 地

球 科 学 、地 質 学 、

火 山 学 ③ 環 境 の

科学、環境 と都市、

現代科学の諸問題

MalcolmDuff

① ロ ン ドン大 学 ②

DramaMethodol

ogy.Theatreand

Communication

③ コミュニ ケーシ ョ

ン英 語 、メディア英

語 、演劇 と人 間

山 本 大 造

①松山大学経営学

部 同大学院 同

志社大学大学院

修士(経 営学)② 熟

練 の変化 と労務 管

理の研究、「人的資

源 管理論 」の研 究

③ 人事 管理論 、労

使関係論

囲一
伊 藤 清 巳

① 愛知大学法経学

部 神戸商科大学
大学院 博士(経

営学)② 財 務会計

論 、国際 会計論/
キャッシュ・フロー

計 算書 の理論 と制

度 ③会計 学概 論、

会 計学基 礎理 論、

財 務諸表 論、会 計

情報処理論

奥 野 博 幸
①関西学院大学
経済学部 同大
学院 経済学修
士②金融論。金融
制度改革と持株会
社制度/地 域金
融(東 アジアの金
融を含む)③金融
論、金融政策、金
融概論

功 刀 由 紀 子

① 京 都 大 学 農 学

部 同 大 学 院

農 学博士②食品安

全 学。リスクアナリ
シス論 。生命 科 学

③ 物質科 学、生命

科学基礎・応用、総

合演習

冨 増 和 彦
① 大 阪 市 立 大 学

商 学 部 同 大 学

院 博 士(経 営

学)② 環 境 会 計 ・

社 会 関 連 会 計 ③
商 業簿記 、財 務諸

表 分析論 、経 営分

析 論、環境 会計論

i・ii

.'浮 ・・

架 谷 真 知 子
①津田塾大学② 日

本 語教 授法。協 同

学 習。小集 団 にお

けるグル ー プ ・ダ

イナ ミックス③ 日

本語、専門 日本語

望 月 恒 男

①早稲田大学社会
科学部 同大学院

(商学修士)横 浜市

立大学大学院②管

理会計論/現 代企

業 における管理会

計 システムに関す

る研究③管理会計

基 礎理 論、管 理会

計 応用 理論 、工業

簿記1・n

盛 田 良 久

①愛知大学法経学

部 神戸商科大学

大学 院 経営学博
士② 監査論/ア メ

リ力証 取法会 計と

監査の研究③会計

監 査論1、 会 計監

査 論n、 外国 書講

読1、 外 国書 講読

n、会計 監査論 総

合研究、演習

山 下 裕 企

①東京理科大学工

学部 同大学院 博
士(工 学)②租税を

考慮 した経 営計画
に関 する研究 、税

務情報の有用性に
関する研 究、税 制

が経営者行動に与

える影響の分 析③

原 価計 算論、経 営

原 価計 算論、予 算

管理論

('.一1.'一 載:II,撹 ・i')

齋 藤 毅
① 筑 波 大 学 社 会

工 学 類 同 大 学

院 博 士(経 営 工

学)② 確率 的意 思

決 定問 題(最 適停
止 問 題)、 金融 工

学、1E(lndustrial
Engineering)OO

金 融工 学、生産 管

理 論 、品 質 管 理

論 、微 分積 分の 基

礎 ・応 用 、統 計 の

基礎 ・応用

島 田 了
①南山大学文学部

同大学院 文学修

士② ドイツ語 ドイ

ツ 文学 、ドイツ文

化史③ ドイツ語入

門 ・基礎 ・応用 ・発

展 ・演習、美術と人

間

滝 沢 宏 人

① 日本体育大学体

育学部 同大学院

体育学修士②バイ
オメ力ニクス/運

動 生理学。人 間が

多 関節を介 して発

揮する力 に及ぼす

姿 勢 ・カの作 用点
の影響③ヘルスエ

クササイズ入門、ヘ
ル スエクササイズ

応 用、スポ ーツの

科学

水 野 孝 彦

①愛知大学経 営学

部 同大学院 博
士(経 営学)②米国

における連結会計

論の展開③商業簿
記、連結会計論、国

際会計論、国際会計

基準論、英文会計

(助 教)

石 原 知 英

①広島大学大学院

教育学研究科 博
士(教 育学)②英語

教育学、教育的翻訳

研究③論説英文講

読、TOEI⊂、入門ゼミ

一 木 毅 文

①立命館大学経済

学部、明治大学大学

院博士(経 済学)②
ファイナンス、国際

経済/資 本構成、設

備投資 に関する実

証分析③ファイナン
ス理 論、経 営財務

論、国際経済論、統

計の基礎

吉 本 理 沙

①神戸商科大学商

経学部 同大学院

経営学修士②公
会計。北米州・地方

政府の業績報告の

研究③商業簿記初

級、中級、上級、基礎
簿記論、公会計論

●

、



土見イ尤[1コ国 字 昔1～
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安 部 悟

①大阪外国語大学

外国語学部 大阪

市立大学大学院

文 学 修 士 ② 中 国

近 ・現代文学。魯迅

及び同時代の作家

研 究。中国 語教 育

③ 中国語 、中国 現

代 文学 史、中国 現

代文学論

今 井 理 之

①東京外国語 大学

外国語学部 文学

士② 中国 貿易論 。

③ 中国貿 易論、中

国投 資論 、華 人企

業経済論

加 々 美 光 行
①東京大学文学部

文学士② 中国政治

思想。中国外 交論

/文 化大革命論/

東アジア民族問題

③ 現 代 中 国 学 原

論、中国外交論、中

国研究入門Il

河 辺 一 郎

①東京都立大学人

文学部 学 士(文

学)② 国連問題。国

連政策を中心に し

た日本外交③国際

関係論 、現代社 会
とメディア、日本外

交論、平和学

黄 英 哲

①台湾師範大学文

学部 立命館大学

大 学院 博士(文

学)② 台湾近 現代

史 ・台湾文学。植民

地 主義 と文 学。台

湾 における「戦後」

の意味。③中国語、

中国現代文学作家

硯究、ビンナン語

高 明 潔

① 中 央 民 族 学 院

(現中央民族大学)

歴史学科② 中国の

社会 ・文化 に関す

る人類学的研究③

中国 語、中国 民族

論、民族と国家、中

国現地研究実習

砂 山 幸 雄

①東京大学教養学
部 同大学院 国

際学修士②現代中

国政治論/現 代中

国思想・文化研究③

中国政治思想史、中

国政治体制論、中国

政治論、日中関係論

醇 鳴

①中国東北師範大

学外国語学部 大

阪大学大学院 修

士(文 学)②社会言

語学 、日中比較 言

語学/日 中言語行

動の比較研究③中

国語、コミュニケー

ション中 国 語 、中

国語文 法論、中 国

語 学概 論、中国 語

語彙論

高橋 五郎
①愛知大学法経学
部 千葉大学大学
院 農学博士②中
国社会調査/中 国
農業、農村経済問
題③国際社会調査
論、中国農民経済
論、中国現地研究
実習

張 琢
①武漢大学哲学部

② 魯迅思 想、中国

文化論③中国史概

説、中国社会論、中

国発展研究

土 橋 喜

①法政大学経済学

部 筑波大学大学

院 東京大学大学

院 博士(工 学)②

情報 科学。問 題解

決における発想支

援/問 題構造の可
視化③社会データ

分 析 入 門、ソ フ ト

ウェア演習、ネット

ワーク情報論

馬 場 毅

①早稲田大学第一

文学部 東京教育

大学大学院 早稲

田 大学 博士(文

学)② 中国近 現代

史。中 国近代 史 に

おける秘密結社史

/抗 日戦争③中国

社会 史、中国 研究

入 門1、 東 アジ ア

近代 史、中国近 代

経済 史、中国現 代

経済史

古澤 賢治
①愛知大学法経
学部 大阪市立
大学大学院 博
士(経 済学)② 中
国経済の歴史的
展開/東 アジアビ
ジネス事情③中国
経済論、発展途上
国経済論川

松 岡 弘 記

①中京大学体 育学

部 同大学院 体

育学修士②運動生

理 学。ス ポーツ選

手のウエイトコント
ロールに関する研

究③ 現地プログラ
ム生活事 前教 育、

ヘル スエクササイ

ズ、健康と栄養

松 岡 正 子

①早稲田大学第一

文学部 同大学院

博士(文 学)② 中国

民俗学。中国文化人

類学。西南中国の諸

民族 にお ける文化

の変容③中国民俗

学、民族と文化

三 好 章

①東京教育大学文

学部 一橋大学大

学院 博士(社 会

学)② 中国近 現代

史/中 華人民共和

国教育史③ 中国史
ll、日中戦争史、中

国教育論

山本 一巳
①早稲田大学第一
政経学部 経済学
士②発展途上国経
済論/ア ジア経済
③発展途上国経済
論、南北問題

劉 柏 林

①北京第二外国語

学院アジア・アプリ

力語系学部 北京

国際関係学院 日本

言語文学研究科

文学修士② 中日言

語と文化の比較。中

日両国の近代化に

よる文化 と言語 の

変化/中 日コミュニ

ケーシ ョンの異 同

について③ 日中 ビ

ジ ネス会話 、中 国

語 、コミュニケ ー
ション中国語、中国

語プレゼンテーショ
ン、研究演習

梅田 康子
①桜美林大学文学
部 慶雁義塾大学
大学院 修士(社
会学)②日本語教
育/異 文化間教育
③日本語、ビジネ
ス日本語

川 村 亜 樹
①京都産業大学外

国語学部 大 阪外

国語大学大学 院

博士(言 語文化学)

②現代 アメリ力文

学・文化 ・時事英語

/ポ ス トモダ ンと

ポス トコロニアル、
9.11、 ヒップホ ッ

プ、英 語教 育 にお

ける英字新聞の活

用 術③TOEIC、 英

語 リスニング、実用

オフィス英語

木 島 史雄
①京都大学文学部
同大学院 文学修
士②中国古典学/
儀礼を中心とする
中国思想史/東 洋
の書物の文化史③
社会と宗教、中国
思想概説

藤 森 猛

①中央大学経済学

部 愛知大学大学

院 修士(中 国 研

究)② 中国芸術論、

中 国語学 。映画/
テ レビ放送/新 劇

/ア ニ メ/ポ ップ
スなどの中 国大 衆

芸術および 中国語

語 彙 研 究 ③ 中 国

語 、東ア ジア現代

芸術 論、授 業構成

法演 習(中 国語)、

演習、映画と人間

(助 敦(嘱醐鋤)

察 永強
①北京語言大学
博士(言語学・応用
言語学)③中国語
発音

戴 蓉
①復旦大学 修士
③中国語発音

教
学

専
任
教
員

吉 川 剛

①明治学院大学 法

学部 愛知大学大

学院 修 士(中 国

研究)②中国語CAI

/現 代 中国の法意

識 ・法 文化 に関 す
る法社会学的研究

③ 中国語、中国法

概説、中国法

①出身学校・学位

②専門分野/
研究テーマ

③主な担当科目

旦
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専任教員主要担当科目

短期大字鄙

川 端 朋 広
①上智大学文学部

青山学院大学大学
院 修 士(文 学)

②英語 学。コーパ

ス言 語学、文法化

③リスニング、ベー

シックライティンク＼

言語 コミュニケー
ション

黒 柳 孝 夫

①国学院大学文学

部 愛知大学文学

専攻科 文学士②

日本 文学。文学 に

みる日本人の美意

識と自然観。③ 日

本文学の歴 史、伝

統文化 演習、日本

文化のかたち

須 川 妙 子

⑦同志社女子大学

家政学部 同大学

院 修:ヒ(家政学)②

食文他 宮中・公家・

寺社の儀式行事と

食。菓子文化③日本

の食と文化 、文化

人類学

須 田 淳 一

⑦早稲田大学文学

部 同大学院 文

学修士②日本語学
/説 明リテラシー。

日本語文法のシス
テムダイナミクスに

関する実証研究/

説得的論理の階層

化と文型の最適化。

③日本語学研究

谷 彰

①広島大学文学部

同大学院 文学修
士 ② 日本 近 代 文

学。大正 期 、昭和
期の文学 ・文化研

究(長 期)/宇 野

浩二、牧野信一、石

川淳、梶井基次郎、

井上靖の 研究(短

期)③近代の作家と

作品、モダンカルチ

ャー論、エンターテ

イメント文化

武 藤 明 弘

①早稲田大学教育

学部 同大学院

文学修 士 ロンド
ン大学(U⊂ し)大学

院 言語学修士②

英 語学。歴 史 言語

学 、音韻 論③ 日本

語と英語の発音、リ
スニング

安 智 史
①立教大学文学部

同 大 学 院 博 士

(文学)② 日本近代

文学。日本近代詩、

文学と他メディアと

の関係③文学の環

境、詩歌を読む、映

像文化

山 本 茂 紀
①東京教育大学体

育学部 同大学院

体 育 学 修 士 ② レ

ジャー ・レクリエー

ション。S⊂UBAダ イ

ビング/海 女③健

康 ・スポーツ、アウ

トドアライフ演習、

ダイエットと運動

龍 昌 治
① 島根大学教育学

部 愛知教育大学

大学院 教育学修

士 ②情 報教 育学。

情 報教 育 ・技 術教

育の カリキュラム

と教 材③ プレゼ ン

テーシ ョン、Web

デザ イン、ビジネ

ス基礎

Laura

LeeKusaka

① スクール ・フォー・

インタナショナル ・ト

レーニング語 学教 育

修 士 課程(M.A工)②

英 語 教 育 教 授 法 、

異 文化 コミュニ ケー

ション、質 的研 究 手

法 、日系 アメリ力人

事 情③アメリカの歴

史と文 化 、コミュニ

カティブイン グ リッ

シュ

(瀞i・1載 痩)

岡 田 圭 二

①立命館大学文 学

部 広 島大学大 学

院 博土(心 理 学)

②認 知心 理 学。自

己、感情、記憶、意識
の関係 、適応 記 憶

(AdaptiveMemory)

③心理コミュニケー
ション論、ライフプ

ランニング

迫田 耕作
①東京都立大学人
文学部 同大学院
社会学修士②社会
学。現代日本社会論
/地 域社会/社 会
史③日本社会論、
現代社会と生活

豊橋語学教育研究室

(蝋(嘱 ㎜ 喰1})

JackRyan
(3>Communicative
English

榊 山 ケ イ ト

③⊂ommuni⊂ative

English

MarkGerrard

●Communica-

tiveEnglish

RoryJohn

Davies

③(:ommuniくa-

tiveEnglish

名古屋語学教育研究室

(助 叡(嘱助鮒)

鬼 頭 修
③TOE1⊂ 、論 説英

文講読

林 姿 穂
③TO日(、 論 説英

文講読

古 荘 智 子
③TO臼 ⊂、論 説英

文講読

①出身学校・学位

②専門分野/
研究テーマ

③主な担当科目
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岩間 康夫
「刑事法」

大林 文敏[博 士(法学)]
「憲法」

春日 修
「行政法」

久須本 かおり
「民法」

小林 武[法 学博士〕
「憲法」

田中 正人
「欧米政治論」

長峯 信彦
「憲法」

西野 基継
「法哲学」
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宇田 一明
「商法」

片野 三郎
「民事訴訟法」

杉浦 市郎
「経済法」

一
1・
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阿部 聖
「日本経済史」

李 泰王[博 士(経済学)]
「現代韓国・朝鮮経済」

「現代アジア比較経済」

伊藤 靖徳
「中小企業論」

岩崎 正弥[博 士(塵学)]
「地域経済論」

大澤 正治
「環境経済学」

桂 秀行[Ph.D]
「西洋経済史」

「国際比較地域経済史」

沓掛 俊夫[理 学博士]
「環境論」

國崎 稔
「経済政策論」

栗原 裕
「国際経済論」

小林 慎哉
「計量経済学」

佐藤 元彦
「現代アジア地域経済」

「国際開発の政治経済学」

蒋 湧[博 士(経営工学)]
「情報処理論」

竹内 晴夫[博 士(経済学)]
「経済原論」

田中 良明
「社会思想史」

沈 徹
「国際金融論」

中川 清
「経済原論」

保住 敏彦[経 済学榑士]
「経済学史」

宮入 興一
「財政学」

藪 内 繁己[経 済学博士]
「理論経済学」

渡辺 和敏[博 士(文学)]
「日本経済史」

井 口 泰秀
「数理統計学」

打田 委千弘[博 士(経済学)]
「実証経済分析」

小林 弥生[博 士(経済学)]
「理論経済学」

杉浦 裕晃 鱒 士(経済学)]
「日本経済論」

西村 正広
「社会福祉論」

`・
,1

L聖 し,

伊 藤 清己[博 士(経営学〉]
「財務会計論」

川井 伸一
「中国経営経済論」

神頭 広好
「経営立地論」

小浜 ふみ子[博 士(社会学)]
「地域社会学」

田川 克生
「経営学原理」

玉 置 光 司[工 学博士]
「オペレーションズ・リサーチ」

冨増 和彦[博 士(経営学)]
「社会関連会計論」

藤本 光夫[経 営学博士]
「企業論」

星野 靖雄[経 済学博士]
「コーポレート・ファイナンス」

南 龍久[博 士(経営学)]
「マネジメント理論」

村松 幸廣
「消費者行動論」

盛 田 良久[経 営学博士]
「会計監査論」

『聾 艦

岩 田 員典[博 士(工学)]
「情報数理」

太 田 幸治
「マーケティング論」

小 野 良 太[Pn.D]

「未来情報」

齋藤 毅[博 士(経営工学)】
「生産管理論」

田中 英式
「アジア企業論」

為廣 吉弘
「流通論」

山本 大造
「労務管理論」

・・ 目 巳'
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荒川 清秀[博 士(文学)]
「中国語文法論」

伊東 利勝
「中国近隣諸国史」

今井 理之
「中国経済」

宇佐美 一博
「中国思想」

加々美 光行
「中国現代政治」

河辺 一郎
「平和学」

桑島 由美子
「中国文学」

黄 英哲[博 士(文学)]
「中国文学」

高 明潔
「中国民族学」

小山 澄夫
「中国文学」

周 星[博 士(民族学)]
「中国民族・文化人類学」

鈴木 立 子
「中国政治史」

高橋 五郎[膿 学博士】
「フィールドワーク方法論」

張 琢
「中国社会学」

馬場 毅[博 士(文学)]
「中国社会史」

古澤 賢治[博 士(経済学)]
「中国経済」

松岡 正子[博 士(文学)]
「中国民俗学」

三好 章[博 士(社会学)]
「日中関係史」

森 久男[口 学博士」
「中国経済史」

山本 一 巳
「アジア開発経済論」

李 春利[樽 士(経済学)]
「中国経済論」

・RL` .1 檎 ア醒',了

木島 史雄
「中国思想」

長井 千秋[博 ±(文学)]
「中国制度史」

秋山 公男
「日本近代文学」

印南 敏秀
「日本民俗学」

漆 谷 広樹[博 士(文学)]
「日本語学」
「日本語史」

神谷 智[博 士(歴史学)]
「日本近世文化」

沢井 耐三
「日本中近世文学」

「日本古典資料」

玉井 力
「日本古代社会」

山田 邦明[博 士(文学)]
「日本中世社会」

和田 明美[博 士(文学)]
「日本古代話」

有薗 正一郎[文 学博士]
「歴史地域論」

樫村 愛子
「地域文化論」

交野 正芳
「地域社会生活論」

「地域社会システム研究方法論」

武 田 圭 太
「生活行動論」

樋 口 義治[文 学博士]
「人間行動論」

藤田 佳久[理 学博士]
「地域システム論」

「地域社会システム研究方法論」

宮沢 哲男
「自然地域システム論」

渡邉 正
「地域社会形成論」

優'1;・瞥激 ・,.;駄尋露"禰

加藤 一己
「社会行動論」
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浅野 俊夫[文 学博士]
「行動心理学」

伊 集院 利明
「ギリシヤ古代哲学」

伊藤 勲
「イギリス文学」

「欧米文化研究方法論」

海老澤 善一
「ヨーロッパ近代哲学」

片岡 邦好[Ph.D]
「英語学」

サイモン・サナダ
「応用英語学」

鈴木 康志
「ドイツ話学」

セルジュ・ジュンタ
「応用フランス語学」

土屋 洋二
「ドイツ文学」

トーマス・グロース[博 士(日本語学)]

「応用 ドイツ語」

永瀬 美智子
「アメリカ文学」

浜 本 正文
「フランス文学」

早川 勇[言 語文化学博士1
「言誘文化」

「欧米文化研究方法論」

_,
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下野 正俊
「ヨーロッパ近・現代哲学」

中尾 充 良[文 学博士】
「フランス文学」

屓 、1'°1'一.Il
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アイ バ ン ・コス ビー

「英語コミュニケーション」

ま階

河 野 眞[博 士(文 学)]
「国際コミュニケーション研究方法論」

「多文化 間比較」

「日本語論文技術」

ジョン・ブランデル
「英語コミュニケーション」

鈴 木 規 夫[博 士(政治学)]

「国際コミュニケーション研究方法論」

「国際関係」

高橋 貴
「多文化間比較」

高原 隆[Ph.D]
「多文化間比較」

田 本 健 一[博 士(文 学)]

「国際コミュニケーション研究方法論」

「英語学」

塚本 鋭司[Ph.D]
「英誘教育学」

塚本 倫久
「英話学」

名和 聖高
「国際関係」

架谷 真知子
「日本語教授法」

片 茂永[文 学博士]
「国際コミュニケーション研究方法論」

「多文化間比較」

山本 雅子 階士(人間・環境学)]
「日本語学」

須田 淳一[兼 任]
「日本驕学」

一'1'㌦'1、-喫.駈 露 .1

ア ン ガ ス ・マ ッキ ン ドー

「英 語 コミュニ ケ ーシ ョン」

梅田 康子
「日本語教育学」

加納 寛[博 士(歴史学)]
「多文化間比較」

小坂 敦子[Ph.D】
「英語教育学」

清水 伸子
「言語学特殊講義」

教
学

専
任
教
員

40
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専任教員主要担当科目

専門職大字院

.・ ・"

一

浅 井 正

①金沢大学 愛知

大学大学院 修士
(法学)②刑事法、現

代中国法、知的財産

法、国際人権法③刑

事訴訟実務基礎1、
刑事訴訟実務基礎

ll、法律中国語1、

現代中国法

石 井 三 一

①中央大学 法学
士②倒産法③倒産

法1・n、 執行保全
法、民事訴訟実務基

礎ll

伊 藤 博 文
①同志社大学 愛

知大学大学院 法

学修士 ウィスコン

シン大学ロースクー

ルM.Ll② 法情

報学③法情報調査、

法文書作成、法情報

学、法律英語1・ll、

英米法1・ll

今 村 憲 治

①中央大学 法学
士②一般民事、商取

引、消貴者法③法務

総 合演習 、商 法演

習、企業法務1、 民

事訴訟実務基礎n

岩 間 康 夫
①京都大学 京都

大学大学院 法学

修士②刑法学③刑

法1、 刑法ll、刑法

Ill、特別刑法、刑法

演習、刑事法総合演

習、法務総合演習

宇 田 一 明

①愛知大学 同大
学院 法学修士②

商法学、ゴルフ法学

③商法、商法演習、

民 事法総 合演習 、

有価 証券 法、企業

法務1

大 林 文 敏

① 愛知大学法経学
部 同大学院 法

学修士 九州大学
大学院 博士(法

学)②憲法学/ア メ

リカ最高裁判所 論

③公法総合演習、憲

法演習、法務総合演

習

奥 岡 直 子

①大阪大学 法学

士②刑事法(刑 法、

特別刑法、刑事訴訟

法)③刑事法総合演

習、刑事訴訟実務基

礎1・ll、刑法演習、

刑事訴訟法演習、法

務総合演習、法文書

作成

春 日 修

①早稲田大学政治

経済学部 同大学

院 政治学修士②

行政法③行政法1、

行政法 臥 公法総合

演習、行政法演習、

行政の諸領域と法、

政治学、法務総合演

習

片野 三郎
①愛知大学法経学
部 同大学院 法
学修士②民事訴訟
法/訴 訟要件論/
民事上告制度③民
事訴訟法、民事訴
訟法演習

久須 本 かお リ

①名古屋大学法学

部 同大学院 修

士(法学)② 契約不

履行/過 失相殺③

民法ll・川、民法演

習1・ll、民事法総

合演習 、法 務総 合

演習

小 林 武

①立命館大学法学

部 同大学院 法

学博士②憲法学③

憲法1・ll、公法総

合演習、憲法演習、
法務総合演習、地方

自治法、法学の基礎

i

前 田 義 博

①早稲田大学 法学
士②刑事法、労働法

③刑事訴訟実務基礎
1、刑事訴訟実務基

礎11、労働法1・n

三 木 浩 太 郎

①中央大学 法学士

②特許法、著作権法、

不正競争防止法、商

標法③知的財産法
卜ll、民事訴訟実務

基礎1、企業法務ll

森 山 文 昭
①京都大学 法学

士 名古屋大学大

学院②民事法、租税

法、司法制度論③民

法演習1・n、 民事

法総合演習、法曹倫
理、司法制度論、租

税法11、法務総合演

習

一

川 崎 修 一
①名城大学法学部

同大学院 修士(法

学)② 民事訴訟法、

倒産法、スポーツ法

③民事訴訟法、民事

法総合演習、民事訴

訟法演習、民事訴訟

実務基礎1、臨床実

務1・II、法務総合

演習

囲一
伊 藤 清 巳

① 愛知大学法経学

部 神戸商科大学

大学院 博士(経営

学)②財務会計論、

国際会計論/キ ャッ
シュ・フロー計算書

の理論と制度③財

務会計総論、財務諸

表論

大 槻 隆

①名 古屋大学 法

学士②金融法務・企

業法務・民商法③会

社法1、 会社法ll、

企業法演習1、企業

法演習ll

奥野 博幸
①関西学院大学経
済学部 同大学院
経済学修土②金融
論。金融制度改革
と持株会社制度/
地域金融(東アジ
アの金融を含む)
③金融論

加 藤 義 幸

① 愛知大学法経学

部 名古屋市立大

学大学院 修士(経

済 学)② 租 税法/

租 税争 訟 ・所得 税

/税 理士制度と専

門家責任③租税法

概論、所得税法、研

究 指導1、 研究 指

導n

粥 川 和 枝

①南 山大学 同大

学院 名古屋大学

大学院 博士(経済

学)② 財務会計論、

国際会計論③財務

会計総論、財務諸表

論、会計基準ll、財

務会計論演習、研究

指導1、研究指導11

鈴 木 孝 一

①愛知大学 神戸商

科大学大学院 経営

学修士②法人税法③

法人税法、研究指導

1、研究指導II

中 善 宏
①北九州大学 神

戸大学大学院 経

営学修士②業績管

理会計、経営戦略と

管理会計③業績管

理会計、意思決定会

計、原価計算1、 原

価計算ll、戦略管理

会計論

林 隆 一

①立命館大学経営

学部 名古屋市立

大学大学院 経済

学修士②租税法/

所得 区分の見直 し
について③消費税

法、相続税法、研究

指導1、研究指導ll

星 野 靖 雄

①東京大学大学院

経済学博士②M&A

の実証分析、海外子

会社の実証分析、日

本の経営③ファイナ

ンス理論、経営財務

論、経 営分析、経営

学演習、研究指導1

望 月 恒 男

①早稲田大学社会

科学部 同大学院

(商学修士)横 浜市

立大学大学院②管

理会計論/現 代企

業 における管理会

計システムに関する

研究③業績管理会

計、意思決定会計

盛 田 良 久

①愛知大学法経学

部 神戸商科大学

大学院 経営学博

士②監査論/ゴ ー

イング・コンサーン

問題 と公認会計士

裁判の研究③研究
指導1

篭,

・
、些.

`Ji津 …:
1・"E

栗 濱 竜 一 郎

①弘前大学人文学

部 北海道大学大

学 院 博士(経 営

学)②監査論③監査

論総 論 、監 査基 準

論、会計・監査制度、

簿記

齋 藤 誠

① 同志社大学 愛

知学院大学大学院

法学修士②所得

税法③租税法演習、

租 税法 事例 研究、

研 究指 導1、 研 究

指導11

花 野 康 成

① 愛知大学 経営

学 士② 会計 ・監 査

実 務、事業 承継 対

策 、経 営コンサ ル

ティング③ 会計 実

務 研究 、監 査事 例

研究、職業倫理、エ

クスターンシップ

①出身学校・学位

②専門分野/
研究テーマ

③主な担当科目
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墾

学生サークル活動

体 育 系

体 育 会

●アメリカン・フットボール部

●臆 援團

●空手道部

●弓道部

●競技 スキー部

●剣道 部

●硬式ソフトボール部

●硬式庭球部

●硬式 野球部

●ゴルフ部

●サイクリング部

●サッカー部

●自動車部

●柔道 部

●少林寺拳法部

●女子バスケットボール部

●女子バレーボール部

●女子 ハンドボール部

●女子ラクロス部

●水泳部

●ソフトテニス部

●卓球部

●男子バスケットボール部

●男子バレーボール部

●男子ラクロス部

●軟式野球部

● 日本拳法部

●馬術部

●ハンドボール部

● ヨット部

●ラグビー部

● 陸上競技部

●ワンダーフォーゲル部

1体 育 会 運 動 区立
口

●アメリカン・フットボール部

●カヌー部

●空手道 部

●競技 スキー部

●剣 道部

●硬 式庭球 部

●ゴルフ部

●サッカー部

●自動 車部

●柔道部

●準硬 式野球 部

●少林寺拳 法部

●水 泳部

●漕艇部

●ソフトテニス部

●卓球部

●中国武術 部

●トライアスロン部

●軟式野球 部

●バスケットボール部

●バドミントン部

●バレーボール部

●ハンドボール部

●フィギュアスケート部

●モーターサイクル部

●洋弓部

●ライフル射撃部

●ラグビー部

●ラクロス部

●陸上競技部

●柔道部

●ソフトテニス部

●女子バレーボール部

●女子ラクロス部

●卓球部

●馬術部

学 研 連

・Wish

●英語会話研究会(E.S.S)

●会計学研究会

●クイズ愛好会

●経営学研究会

●経済学研究会

●考古学研究会

●広告研究会

●国際問題研究会

●国文学研究会(JLC)

●コント研究会

●社会科学研究会

●証券研究会

●心理学研究会

●タイ研究会

●中国語会話研究会

●中国語文研究会

●中国武術研究会

●中国問題研究会

●哲学研究会

●野宿研究会

●プロ野球研究会

●歴史科学研究会

文 芸 連

●アカペラサークルVMC2

●映画研究会

●演劇研究会

●音楽研究会

●観光事業・

ローカル旅行研 究会

●ギターアンサンブル

●キャンパスマガジンらじゃん

●軽音楽部

●児童文化研究会

●写真研究会

●吹奏楽団

●創作研究会

●美術部

●フォークソング研究会(TFA)

●フォークダンス部

●舞踏研究会

●邦楽研究会

●漫画研究同好会

●ミステリー同好会

●モダン・ジャズ研究会

●落語研究会

・B.P.M

(BlackPeopleMovement)



(2010年3月 現在)

連合会未加盟の団体 連合会未加盟の団体文 化 連 文

● 天 守名 所 研 究会

●FAC(フ ィールド・アスレチック・クラブ)

●木 曜フットサル

・C.S.0

(クリエイティブ・スポーツ・カンパニー)

●ゲ レンデ スキー愛 好 会

●情 報 処 理 研 究 クラブ(IPC)

●豊 橋 日曜 学 校(TSS)

●バ スケットボール を楽 しむ会

●バ ドミントンを楽 しむ会

●スポーツ研 究会

●GINGA(ジ ンガ)

● 軟 式 野 球 愛 好 会

● リバーフローティングクラブ

● リンダY2

● ソフトボール愛好会

●A下r(ア ドバンテージテニスチーム)

● 和 太 鼓 サークル

● 盤 上 ゲーム 同好 会

PTA

(ParryThroughtheworldAssociation)

連合会外自治団体

化 部

● 愛 華 倶 楽 部

・A.U.C.0

(AichiUniversityComputerClub)

・A.U.F

(AichiUniversityFleaMarket)

● 英 会 話 研 究 会(ESS)

● ㏄oB・G園 芸 部

● 音 楽 愛 好 会

● 会 計 学 研 究 会

● ギターアンサンブル 部

● 軽 音 楽 部

● 現 代 音 楽研 究 会

● 茶 道研 究 会

● 写 真 研 究 会

● 創 作 画 研 究 会

● 二 胡 部 「知 音 」

・B.P.M

(BlackPeopleMovement)

● プロ野 球 研 究 会

● メンネル ・コール

● 留 学 生 交 流 会

● 日本 フード研 究 会

● ローカル旅 行 愛 好 会

連合会外自治団体

●愛大祭 実行委員会

●新聞会

●生協学生委 員会(AU.NOIS)

●留学生会

● 法 学 研 究 会(愛 法 会)

●F.C.ス プ ロケ ット(サッカー)

● ゴールデ ンサ ンズ(バ スケ)

●213.com(軟 式 野 球)

●Twist(テ ニス等)

● サイパンF.C.(フ ットサ ル)

●F.C.チ ュッパ(サ ッカー)

● つ かサク(ス ポーツ何 でも)

● ファンタチ オ(フ ットサル)

・A.B.C.(AichiBandCircle)

● 蹴 猿(フ ットサル その他 スポーツ)

● ファイN(格 闘 技)

● パテ ィ(バドミントン)

・SPARKLE(Dressupcarcircle)

●KFC(フ ットサル)

● ビリヤード同 好 会

●T+REEDAM(カ ラオケ)

● 愛P

● あいふ く(愛福)

● 国 際 協 力 サークルSEED

● 愛 大 ソフトボールサークル

●MYS(ボ ーリング)

● ボレロ(ソフトテ ニス)

●MATCH(ス ポ ーツ何 でも)

●Mickey's(ボ ランティア)

● ローリーズ(法学部学生リフレッシュ委員会)

●愛大祭実行委員会

●愛知大学卒業アルバム委員会

●学生論叢編集委員会

●新聞会

●生協学生委員会

最
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●映画研究会

●情報処理研究クラブ

●吹奏楽団

●煎茶道研究会

●創作研究会

●写真研究会

●心理学クラブ

●PCS(ぱ そこんサークル)

●茶道研究会

●児童文化研究会

晒
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卒業者進路状況

2009年 度卒業者就職状況

区 分
1部

文学部 経済学部 国際コミュニケーション学部 法学部

男 女 男 女 男 女 男 女

進路状況 就職決定率 87.6%89.2%93.7%92.0%78.2%93.8%96.8%95.1

超大企業就職状況 規模別

巨大企業

12 24 19 9 9 28 23 17

15 23 66 16 7 14 30 12

大企業 12 14 59 10 5 22 14 12

中企業 30 56 65 18 5 39 38 22

小企業 14 39 47 13 6 43 15 18

地域別
北海道 0 0 1 0 0 0 0 0

東北 0 0 0 0 0 0 0 0

関東 15 31 24 16 10 31 29 21

北陸 2 5 6 0 0 2 4 0

甲信 0 1 2 0 0 0 1 0

岐阜県 15 9 35 1 1 4 16 6

静岡県 8 17 26 10 5 13 6 5

愛知県 57 101 163 38 24 93 114 54

三重県 2 4 8 3 0 0 6 6

近畿 4 4 13 1 2 7 6 5

中国 0 1 1 0 0 1 0 0

四国 0 0 1 0 0 0 0 0

九州 2 0 1 0 0 1 0 0

海外 0 0 0 0 1 0 0 1

建設業

業種別 製造業

3 7 14 2 1 3 8 2

8 24 43 7 8 13 19 8

電気・ガス・熱供給・水道業0 0 2 0 0 0 2 0

情報通信業 2 8 4 1 3 5 5 3

運輸業 8 3 8 3 7 10 6 3

卸売業・小売業 35 45 77 13 5 48 27 20

金融・保険業 7 24 72 28 3 22 26 29

不動産業 0 4 4 0 1 3 3 1

飲食店・宿泊業 3 4 4 2 0 5 3 0

医療・福祉 2 13 5 2 0 7 4 3

教育・学習支援業 4 7 1 2 1 5 0 1

複合サービス業 0 3 2 3 0 2 0 1

その他のサービス業 10 15 20 3 3 23 17 10

国家公務員・地方公務員22 16 25 3 11 5 62 17

・規 模 別 の欄 に は公 務 員 ・教 員 は除 く

・規模別(従 業員数)超 大企業:3
,000人 以上 ・巨大企業:2,999人 ～1,000人 ・大企業:999人 ～500人 ・中企 業:499人 ～100人 ・小企 業:100人 未満

・全 求 人 件 数:5 ,577件

規模別就職状況

中企業29.5%

コぢ ハ 　 へ

識勲 鱒鱒 欝

45



(2010年3月31日 現在)

2部

経営学部 現代中国学部 経済学部 法学部
短期大学部 総計

男 女 男 女 男 男 女 男 女

95.3% 92.4% 95.1 95.2% 91.9% 193.3%92.4%

35 16 10 17 0 0 14 ;:108 125

69 17 11 12 0 0 6

36 26 10 11 0 0 19

・ ・ 100

136 114

77 22 26 21 0 0 28 :;241 206

39 22 14 15 0 0 55

0 0 0 0 0 0 0

135 205

1 0

0 0 0 1 0 0 0 0 1

54 17 13 22 0 0 5

8 1 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

19 15 6 5 0 0 1

145 143

21 8

3 1

92 41

11 5 1 1 0 0 19 57 70

155 54 50 45 0 0 97

8 7 4 2 0 0 0

563 .・

28 22

7 9 2 2 0 0 3 34 31

2 1 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 1 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

3 4

1 0

学
生
生
活

3 2

1 1

8 3 2 0 0 0 7 36 24

37 19 16 16 0 0 20

1 0 0 0 0 0 2

131 107

5 2

卒
業
者
進
路
状
況

12 5 3 1 0 0 1 29 24

17 1 6 7 0 0 3 52 30

69 21 24 24 0 0 31 ミ1237 202

69 30 12 11 0 0 19

6 6 2 1 0 0 7

.. 163

16 22

6 2 0 2 0 0 3 16 18

6 3 0 3 0 0 21

5 1 0 2 0 0 0

1 0 0 0 0 0 1

16 12 6 8 0 0 7

17 52

11 18

3 10

72 78

9 6 6 4 0 0 3 135 54

業種別就職者構成比

[学部]

69名
(昨年度50名)19名 増

裁判所事務官1種・∬種 6名
(法科大学院生3名含む)

[短期大学部] 国家公務員皿種 26名

教育'

輸通信
電気ガ
8%

国税専門官 14名
検察庁名古量地方検察庁、国土交通省中部地方整億局、財務省

名古置税閥、経済産桑省中部経済魔彙局、犀生労働省名古耀検
疫所.書寮庁中部管区警察周、総務省中部管区行政響債局ほか 労働基準監督官 4名

20名
(受験者数41名)

(新司法試験累計合格者数56名)

私立大学法科大学院合格串

第1位 全__)

175名
(昨年度174名)

24名
(愛知県・静岡県など1

愛知県、三璽県.$古量市、愛顕市、安城市、-ara.稻沢富、大府m.岡 崎
市、刈谷市、漕洲市、新城市、高浜市、津島市、票海m.量明市.豊田市、畳

楢市、酉尾市、日進市.hよし市、弥富市、岐阜市、風市.中津川m、本巣市、
奮横市(滋賀県)、滑川市(富山県).かほく市(石川県)ほ か

5名
(会計大学院、経営学部会計ファイナンス学科) 46



奨学状況(奨学生数)

(2010年3月1日 現在)一
種 別

国際文学部 経済学部
コミュニケーション 法学部

学部
経営学部 現代中国 短期大学部 計

学部

日本学生 第一種 190 169 131 161 211 56 33 951

支援機構 第二種 362 397 236 347 373 141 781,934

学内奨学金※ 58 94 142 47 129 199 16 ・:
」

地方自治団体等各種奨学団体9 15 36 13 35 51 1 160

十
〇一
一一口 619 675 545 ・: .・ 447 1283,730

※スカラシップ奨学金受給者を含む。一
研究科

専攻

法学

公法学 私法学

経済学 経営学 中国 文学 、
ノ泊肇噺

学生

生
活

一
奨
学状

況

経済学 経営学 中国研究 日本文化饗 飾 米文化 、㍉馳.

十
一
一一
一口

日本学生
支援機構

修士課程
第一種 一 一 2 0 0 0 0 0 0 2

第二種 一 一 0 0 1 0 0 0 0 1

博士後期課程 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

学内奨学金 0 0 2 38 102 0 2 0 12 156

地方自治団体等各種奨学団体 0 0 4 16 10 0 0 0 2 32

計 0 0 8 54 114 0 2 0 14 192一
科究研

Kin

法務

未修者 既修者

会計
計

日本学生
支援機構

第一種 10 5 12 27

第二種 7 2 4 13

学内奨学金 27 3 19 49

地方自治団体等各種奨学団体 6 3 4 13

計 50 13 39102

47
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大学研究所の研究分野

〈1948年6月24日 設立〉

国際的視野を重視する建学の精神に基づいて、本学創立直

後 に設立され、60年 の歴史を有する研究所である。現代 中国

を中心 とし、東南アジア・欧米等広く全世界 に亙る国際問題 の

調査・研究 ・資料収集を行っている。とくに現代中国関係の図書

の所蔵は内外に広 く知られ、外部の研究者の訪問が絶えない。

機 関誌『国際問題研 究所紀要』は年2回 発行 され、今 日ま

で135号 を数 える。各号 には、所 員等の研究成 果が 日本 語

のほか、中国語、英 語、フランス語 、ドイツ語等で発表 されて

いる。また2007年 度からOccasionalPaperの 刊 行を開始

し、研 究成 果の随時の発信を強めている。

創立40周 年を記念して「国研 叢書」の刊行が始まり、3期

18年 にわたって所員の研 究成 果を逐次 刊行 し、計19冊 の

専門研 究書 が刊行 された。

研究所の活動には、ほか に研究 会、講演会 、シンポジウム

等があり、その記録は随時 『紀要 』に掲 載され、またはその都

度記録集(『中台関係の現実 と展 望』〈2004年2月 刊 〉など)

が刊行 されている。また毎年複数の研 究プロジェクトを組織

して特定領域 の調査研 究活動を展 開している。

最近 の出版 事業 としては、日・韓 ・中・米 の8人 の専 門家

の論文 を収録 した『21世 紀 における北東 アジアの国際 関

係』(2006年3月 刊)が ある。

また、2008年11月 に国際問題研究所創立60周 年記念 シ

ンポジウムを開催 し、記録 集 「アジア国 家 の分 断 と統 合 」

(2009年10月 刊)を 刊行 した。

羅

研究所
〈1951年6月ll日 設 立〉

東海地 方を中心に広 く中部 日本の諸地域 について、歴史 ・

文学 ・地理 ・言語 ・社 会 ・経済 など人 文 ・社 会科 学のほか、

生態 系に関わる諸 科学 を加 えた総 合 的研 究 を行い、逐次

その成 果を公刊 している。

機関誌『綜合郷土研究所紀要 』は年1回 発刊され、すでに

55輯 まで刊行 している。

研究叢書として、『地域研究を拓く』『豊川流域の水文環境』『ヤ

マチャの研究』『三河地方知識人史料』『東海道交通施設と幕藩

制社会』『近世東海地域の農耕技術』『持続する社会を求めて』

『ふるさとの誘因』など第21集 まで刊行している。

隔年 で開催 するシンポジウムの報 告集 『天竜川 ・豊 川地

域文化圏か ら東 ・西 日本 をみる』『花祭論 』『県境を越 えた地

域 づ くり』『豊川流 域 の生活 と環境』『ふるさとを考える』『ふ

るさとを創 る』『ふるさとか ら発信 する』『第 二のふ るさとの く

らし』などを刊行 している。

研 究所 ブックレットは『内湾の 自然 誌 』『共同浴の世界 』

『豊橋 三河 のサルカニ合戦 』『渡 辺畢 山』『空 間 と距 離の地

理学 』『生 きている霞堤 』『漆 器 の考 古学 』『日本 茶 の 自然

誌』『浜松 空襲 』『城下 町 の賑 わい』『明治 はいかに英語 を

学んだか』『川の自然誌 』『東海道二川宿』『鬼板師』など。

このほか、『愛知県歴史 関係 論文 目録』『村落研 究文献 目

録』『綜合郷土研究所所蔵資料 図録』を刊行 している。

所蔵資料 として『三州渥美郡馬見塚 村 ・渡辺家文書』(寛

文～文久年間)『豊橋 市浄慈院日別雑記』(文化～ 明治中期)

ほか文書類、絵地 図約3,000点 、考古資料多数(一 部展示)。



産業研究所
〈1953年3月1日 設立〉

本研究所は、中部地方における経済社会の動向を実証

的に調査研究し、社会に対して発表することを主要な課題

としている。

これまで、所員の総合的な共同研究成果として『東三河

の経済と社会』を5年 ごとに第6輯 まで刊行した。そして、

2002年 度からは中産研の年報として装い新たに『中部の

経済と社会』を刊行している。また、所員の個人研究報告書

を65号 まで刊行した。

近年、地域での産官学交流をはかり、地域の実態調査

をもととした社会科学的分析を行っている。そして、地域が

当面する諸問題の所在を明らかにし、地域住民、産業界、

地方行政のニーズに答える研究発表を行っている。2009

年度は公開シンポジウム「東三河の医療」「第9回 地域 ・産

業・大学」の公開研究発表会等を開催した。

また、2006年 度より研究所の使命として、中部地方を中

心とした基礎的データの収集を図る方向が出され、中部地

域の行政 ・産業データおよび所蔵社史目録のネット公開が

為されている。さらに附属生活産業資料館所蔵の産業遺

産"ガ ラ紡機"の 動態保存公開を行い、さらに産業資料目

録(旧蔵資料)を刊行した。

年鑑類、統計データ、社史などの所蔵資料、図書は教員・

学生・一・般の利用に供している。

　
【中 部 地 方 産 業 研 究 所 】http:〃www.chusanken.jp/

〈1955年4月1日 設立〉

日中友好の船、文化交流の橋といわれる愛知大学中日

大辞典の刊行を目的として設立された。1955年4月 、東亜同

文書院大学が華日辞典編纂のため作成 していた14万 枚

の資料カードが、中国側の好意で日本へ返され、関係者

協議のうえ愛知大学に付託され、中日辞典の編纂が始め

られた。13年の歳月を経て、1968年 中日大辞典として出

版され、我が国最初の本格的中国語辞典として評価をう

けた。

1986年 には増訂版を出し、翌年簡化字総表などの追加

訂正による57字 を盛り込んだ増訂第二版を刊行。その後

十数年に及ぶ改訂作業を経て、2010年2月 、第三版が刊

行された。

第三版は、百科項 目・古典語など信頼される本辞典の

長所を保ちつつ、近年世界の大国として変貌の著しい中国

の現状を反映した語彙も取り入れ、語義・用法 ・例文など

を全面的に見直した。

中日大辞典はその誕生から日中友好の絆に結ばれてお

り、刊行以来中国の対日関係部門にも多数贈呈している。

＼

【中 日 大 辞 典 編 纂 所 】http:〃leo.aichi-u.ac.jp/-jiten/
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大学研究所の研究分野

給 科学

本研究所は当初、企業経営 ・会計経理の理論と実務の

研究、企業経営の指導及び実務家の養成を目的として、愛

知大学 会計研 究所 の名 称でスター トした。その後 、名古

屋 校舎新 キャンパス(三 好)の 開設 に伴 い、近年のめまぐる

しい社会情勢の変化に対応して多様化した経営学研究を

更に発展させるという立場から1990年 に現在の名称に変

更された。紀要『経営総合科学』や研究叢書の刊行、各種

のプロジェクト研究 、ワークショップ等を通 して、その成果は

広 く学界 、実業界に貢献 している。研 究書のみならず、経営

関連の雑誌や統計資料も多数所蔵しており、研究者や学

生の便 に供 している。
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【経 営 総 合 学 科 研 究 所 】

http:〃leo.aichi-u.ac.jp/～keisoken

文書院

念センター
〈1993年5月30日 設立〉

【平成18年 度文 部科学省 ・私立大学学術研 究高度化

推進事業(オープン・リサーチ・センター整備事業)に採択】

本学は敗戦により中国から引き揚げてきた東亜同文書

院大学の教職員学生らにより創立された。東亜同文書院

大学は戦前海外にあった日本の高等教育機関として最も

長い歴史をもつ。日中提携のための人材育成を目的とし、

各県から選抜 された若者が国際都市上海に集い学び、

日中関係に活躍する多くの人材が巣立った。本学の生みの

親 ともいうべき存在の東亜同文書院大学の教育研究上の

業績をあきらかにすべく設立されたのが本センターである。

同文書院学籍簿、成績原簿や大旅行報告書をはじめ

とする同文書院関係資料や、孫中山(孫 文)と 山田良政 ・

純 三郎関係資料など他にみられぬ資料をもち、常時展示

している。機 関誌 「同文書院記念報」、ブックレット「東亜

同文書院大学と愛知大学」第1集 ～第4集 などを刊行する

他、公開講演会などを開催 している。

なお、2006年5月 には本センター研究プロジェクトが文部

科学省より学術研究高度化推進事業(オ ープン・リサー

チ・センター整備事業)と して選定 され、従来展示中心の

センターであったが、東亜同文書 院の総合的研究、東亜

同文書院と関係する愛知大学史研究も行うこととなった。

書院卒で100歳 を迎 えられた安澤隆雄氏 による講演

会を皮切 りに、公開シンポジウム(国 内・国際)、講演会、

研 究会 を開催 し、ブックレットや成果年 報、大学 史研

究、研究報の刊行を行 っている。また、展示会を06年 に

横浜、07年 に東京、08年 は弘前と福岡、09年 は神戸で

開催 し、いずれも好評であった。

本年度は京都 と名古屋で展示会と講演会を行うほか、

本間喜一先生の出身地である山形 県米沢市 において本

間先生を中心とした展示会と講演会を企画している。

乞擁!!

鋤艶欄 贈
【東 亜 同 文 書 院 大 学 記 念 セ ンタ ー 】

http://www.aichi-u.ac.jp/orc/index.html



国際中国学
研究センター(ICCS)

曲hFp.,、'-4燃ty

〈2002年10月1日 設立〉

【文部科学省21世 紀COEプ ログラムに採択】

愛知大学国際中国学研究センター(略 称ICCS)は 文

部科学省「21世紀COEプ ログラム」の採択を受けて、現代

中国学の国際的な研究教育機関として設置された。本セ

ンターは世界の主要な大学 ・研究機関と提携し、相互に

遠隔多方向コミュニケーションシステム(略称RMCS)を 形

成して、世界の現代中国学研究教育推進のための国際的

ネットワークを共同構築し、そのハブ・センターとなることを目

指している。また、更なる国際展開の一環 として、中国人民

大学(北 京市)と南開大学(天 津市)の2大 学内にICCS在

中国研究教育拠点(サ ブ・センター)を設置している。

本センターは、大学院生に対する現代中国学の教育研究

を目的として、上述の中国2大 学 との間で中国研究科「デュ

アルディグリー・プログラム」を実施し、修士課程・博士課程の

いずれにおいても日中双方の学位が取得可能となる教育

システムを構築したほか、研究員、リサーチ・アシスタントの研

究活動への参画、研究助成制度による自発的研究の促進

を通じて、積極的に若手研究者の育成をおこなっている。

また、研究活動においても、RMCSを 駆使して海外提携大

学 ・研究機関の研究者の参加を得て、国際的範囲で活発

な研究活動を展開している。

'匙 一

'

師 亘ヨ

'

∂r-、

轟

信地域

嫁 甲
〈2004年10月1日 設立〉

【平成17年 度文部科学省 ・私立大学学術研究高度化推進

事業(社 会連携部門)に採択】

【平成22年 度文部科学省 ・私立大学戦略的研究基盤形成

支援事業に採択】

本センターは、大学の設立趣意書に謳われている地方へ

の貢献を現代化するために、三遠南信地域での産学官民ネ

ットワークの構築を基礎に「新しい公」を創造することを最大

の任務とする。既存の行政単位にこだわらず 県境域を含め

て新しい地域の枠組みを提起することをめざしつつ、地域の

ハブ・センターとして、三遠南信地域の発展に関わる調査・研

究を含めた以下の諸事業を展開する。

(1)地域づくりデータペースの構築・整備とその公開

地域づくりGIS(地理情報システム)を基礎としつつも、独自の

調査研究の蓄積により「三遠南信 ・地域づくりデータベース」

を整備・構築し、社会に広 く提供する。

(2)地域づくりトータルシステム開発事業

地域づくりガイドライン作成と地域づくり・地域経営評価シス

テムの開発に関わる事業を統合したものであり、三遠南信の

幾つかの地域(例 えば東栄町)と連携しつつ調査研究を進

め、地域づくり手法の開発をめざす。 附

(3)東 アジア国際交流ネットワーク整備事業 属

地域づくり手法のアジァ的展開を意図し、韓国、中国、タイ 機

諸国の研究機関・大学と連携し、グ・一カルな視点からの地 團_

域づくりという枠組みのもと地域づくりのための国際共同研 奉

究を進める・ 要

(4)教 育 ・人材育成事業 の推進P7T

「地域の日常生活を結果的に分担するような教員・学生の関 要

わり」という視点から教育・人材育成を進めるべく、廃校施設 馨

などを利用 した支所 ・移動 ステー ションを地 方 自治体等 と

共同で整備 し、「地域密着」と「相 互関与」をキーワードとす る

ワークショップやインターンシップを実施 。また、「地域づ くり

ア ドヴァイザ ー制 度 」や学生 による「地域づ くりサポーター

制度 」を通 じた地域社 会への直接貢献 も推進。
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大学諸機関発行機関誌等

綜合郷土研究所

「綜合郷土研究所紀要」
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国際中国学研究センター 経営総合科学研究所 短期大学部
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図書館

図 書 館
現在 、160万 冊 が所蔵 されて いる愛知大 学の 図書館 。一般 書か ら専門性 に富

ん だ書籍まで、種類 も豊 富に取りそろえられている。特に蔵書の 中国 ・アジア関係

の文献には希少価値をもつものも多く、各種の文庫や東亜同文書院調査旅行報

告書などのコレクション類 も所 蔵されている。また、オンラインによるOPAC検 索、

国内外の各種 データベース検索 などITを 駆使 した環境 が整って いる。

●豊橋キャンパス図書館●

利 用時 間9:10～21:00

※開館時間はホームページでご確認ください。

●名古屋キャンパス図書館●

利用 時 間9:10～19:00

●車道キャンパス図書館●

利用時間嘉斗会計大鍔1占8識88

約14万 冊を収蔵。立地の良さから卒業生や社

会人の利用も多い。専門職大学院の利用は院

生のみである。

訴
帽
層

二
£

口灘
一
麺

ai

　

釜
響
ヰ

一
-

曝

盈

弘

三

.』
曲

http://library.aichi-u.ac.jp/

(2010年3月31日 現 在)

蔵 書 数

区分 内国書 外国書 合計 内・中国書

豊
橋

内国書

薩≒一 内 ・中 国 書

豊橋 462,383326,822 789,205113,621

名古屋 260,758224,750 485,508 65,663

外国書

内国書

内 ・中 国書

車
道

車道 133,721 13,335 147,056 2,691

研 究所 ・学 会119,489 83,743 203,232 58,520

外国書 内・中国書

研

Ph=肇 書
1¥　　 .

0

計 976,351 648,6501,625,001 240,495 計 内国書

内 ・中 国 書

i
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雑 誌 種 類 数 新 聞 種 類 数

区分 内国雑誌 外国雑誌 合計 内・継続 区分 内国新聞 外国新聞 合計 内・継続

豊橋 4,039 2,1676,2062,035 豊橋 146 73 219 85

名古屋 1,519 1,9283,4471,218 名古屋 46 65 111 42

車道 530 150 680 302 車道 24 3 27 15

研究所・学会3,452 7974,2492,094 研究所・学会 26 59 85 27

計 9,540 5,04214,5825,649 十
II
II
口 242 200 442 169

豊
橋

名
古
屋

車
道

研
究
所
・学
会

計

■図 愚 購

■「=騰

r
内国雑誌
外国雑誌

国 、一一外国雑誌

内国雑誌 外国繍 志1

豊
橋

名
古
屋

車

道

研
究
所
・学
会

計

ll癬曲

r一
内国新聞

外国新聞

r
内国新聞

外国新聞

内国新聞

i一 外国新聞
附

属機

、.関

認 勉 薪ガ1斜レ7一

藷

受入図書の推移 図 書 費 の 推 移

(決算 「図書支 出の額」)

区分 2005年 度2006年 度2007年 度2008年 度2009年 度
年度 図書費

2005年 度 157,865,737

内国書25,03629,24323,42324,06418,682 2006年 度 147,561,019

外 国書12,7179,823 12,12310,122 7,216
2007年 度 151,136,284

計

2008年 度 147,747,673

37,75339,06635,54634,18625,898
2009年 度 122,670,951



情報メディアセンター

情報メディアセンタ

概 要 ソ フ ト ウ ェ ア

愛知大学には、高度な情報教育と教育研究の情報化を推進するための施

設として、情報メディアセンターがあります。本学のほぼすべての学生は、

大学での学習のための基礎となる情報リテラシーを受講し、その上でIT社

会に即応できるさらに高度な情報関連の講義を受講することができます。

現在、情報メディアセンターには3キ ャンパス合計で約900台 のパソコ

ンが設置され、すべてがインターネットに接続しています。学生は空き時間

に自由に電子メールを送受信したりネット検索をすることができます。

情報メディアセンターの実習室とマルチメディア教室は実習の授業以外

には、課題 レポートや卒業論文の作成、ソフトウェア講習会、資格取得講座

など、幅広く利用されています。さらに、e一ラーニングを主とした授業や講

習会なども用意されており、大学でも自宅でも、いつでも自由にe一ラーニン

グでさまざまな学習を行うことができます。

ワープロ

表計算

プレゼンテーション

電子メール

WWWブ ラウザ

データベース

・MicrosoftWord2007

・MicrosoftExcel2007

・MicrosoftPowerPoint2007

●Webメ ー ル

・MicrosoftInternetExplorer

・MicrosoftAccess2007 他多数

サ ー ビ ス 期 間

ハ ー ド ウ ェ ア

詳しいサービス日程は、各情報メディアセンターのホームページで確認して

ください。

■車道校舎

附
属
機
関

設置場所 os 台数

メディアゾーン WindowsVistaBusiness 50台

K802 WindowsVistaBusiness 35台

K804 WindowsVistaBusiness 50台

■豊橋校舎

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

殴置場所 os 台数

情報メディア

センター

(4号 館)

420教 室 WindowsXP/VistaBusiness 70台

421教 室 WindowsVistaBusiness 52台

423教 室 WindowsVistaBusiness 58台

424教 室 WindowsVistaBusiness 50台

413教 室 WindowsVistaBusiness 25台

5号館
514教 室 WindowsVistaBusiness 25台

523教 室 WindowsVistaBusiness 50台

図書館 メデイアゾーン WindowsVistaBusiness 40台

■名古屋校舎

設置場所 os 台数

情報メディァ

センター

第1実習室 WindowsVistaBusiness 60台

第2実習室 WindowsVistaBusiness 30台

第3実習室 WindowsVistaBusiness 20台

オープンフロア WindowsVistaBusiness 19台

中央教室棟 マルチメディア教室 WindowsVistaBusiness 60台

東教室棟
E201教 室 WindowsVistaBusiness 60台

E202教 室 WindowsVistaBusiness 40台

図書館 メディアゾーン WindowsVistaBusiness 75台

キャンパスネットワーク接続図

100Mbps・
.ノ

キ ャンパス ○ 隷 ・1Gbpi _・

い 藁 ノ

、
ノ
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学部・学科別学生定員と学生数

(2010年5月1日 現 在)

大学 学部・学科等 入学定員 収容定員 1年次 2年 次 3年 次 4年 次 計

愛

知

大

学

哲学科 一 一 一 一 一 5 5

社会学科 一 一 一 一 一 4 4

史学科 一
文学部

一 一 一 一 2 2

日本 ・中国文学科 一 一 一 一 一 1 1

欧米文学科 一 一 一 一 一 4 4

人文社会学科325 1,300 365 358
..

423 1,534

小計325 1,300 365 358
..

439 1,550
昼

間 経済学部 経済学科375 1,500 406 420 475 505 1,806

言 語 コミュニケーション学 科115

国際コミュニケーション学部

460 116 132 130 177 555

比較文化学科115 460 122 123 ・: 160 573

法学部 法学科315 1,260 :・ 366 375 456 1,583

経営学科250経営学部 1,000 312 269 299 344 1,224

会計ファイナンス学科125 500 144 157 155 170 626

現代中国学部 現代中国学科180 720 210 227 200 257 894

計1,800 7,200 2,061 2,052 2,190 2,508 8,811

経済学部2部 経済学科 一 一 一 一 一 2 2

i法 学部2部 法学科 一佼 一 一 一 一 1 1

間 国際コミ
ュニケーション学部 比較文化学科(夜間主コース)一 一 一 一 一 0 0

計 一 一 一 一 一 3 3

未 修 者 コース(3年 制)

120

28 19 13 26 86
専 法科大学 院 法務研究科40

門 既修者コース(2年制) 7 8 0 1 16職
奉 会計大学院会計研究科35
院

70 19 21 3 0 43

計75 190 54 48 16 27 145
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(2010年5月1日 現在)

大学 学部・学科等 入学定員 収容定員 1年 次 2年 次 3年 次 4年 次 計

愛

知

大

学

経済学研究科 経済学専攻25 50 5 1 1 0 7

経営学研究科 経営学専攻15 30 6 11 3 1 21

博 中国研究科 中国研究専攻15 30 15 12 2 1 30

謹 日本文化専攻1・

雛 文学研究科 地域社会システム専攻1・

大 程 欧米文化専攻10

20

20

20

2

0

4

3

2

0

0

1

0

0

0

0

5

3

4
学

院 国際コミ.ニケーション研究科 国際 コミュニケーション専攻15 30 7 9 3 2 21

小計100 200 39 38 10 4 91

公法学専攻3法学研究科 9 0 0 0 0 0

私法学専攻5 15 0 0 0 0 0

経済学研究科 経済学専攻5 15 0 0 0 0 0

量 経営学研究科 経営学専攻5 15 1 0 0 3 4

後 中国研究科 中国研究専攻15 45 13 8 13 30 64期

軽 日本文化専攻2
6 1 0 0 0 1

文学研究科 地域社会システム専攻2 6 0 0 1 0 1

欧米文化専攻2 6 0 0 0 0 0

小計39 117 15 8 14 33 70

計139 317 54 46 24 37 161

合計2,014 7,677 2,169 2,146 2,230 2,575 9,120

大短
学
部期

ライフデザイン総合学科200 400 213 224 9 1 447

合計200 400 213 224 9 1 447

総計 2,214 8,077 2,382 2,370 2,239 2,576 9,567

注1)2004年4月 より経済学部2部 経済学科、法学部2部 法学科、国際コミュニケーション学部比 較文化 学科(夜 間主コース)の学生募集 を停 止。

注2)2∞5年4月 より文学部哲学科、社会学科、史学科 、日本 ・中国文学科、欧米文学科を改組し、人文社会学科を設置。経営学部に会計ファイナンス学科 を設置。
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海外提携校・機関一覧

海外提携 校・機 関一覧

◆ブレーメン州立経済工科大学

◆ブレーメン大学

■■国

◆南開大学

◆北京語言大学

◆北京第二外国語学院

◆上海外国語大学

◆復旦大学

◆上海交通大学

◆中国社会科学院

研究生院

◆西北大学

◆雲南大学

◆南通大学

◆中国人民大学

◆中央民族大学

◆中国科学院

地理科学与資源
研究所(※)

◆香港大学(※)

◆香港中文大学(※)

◆寧夏社会 科学 院(※)

◆漸 江 大 学(※)

◆南 京 大 学(※)

◆貴 州 大 学(※※)

◆内蒙 古 大 学(※※)

◆オルレアン大学

資
料

海
外
提
携
校

・機
関

一
覧

D

薦

4
a

⊂p

P

O

裟
a

D
v

D

0

麟

・≡国

◆中央大学校

◆建国大学校

◆産業研究院(※※)〕

◆バーミンガム大学

◆エクセター大 学

◆オックスフォード・

ブル ックス大 学

◆ロンドン大学(※)
-f

0

◆ナレースワン大 学

◆コンケ ーン大 学(※※)

q

◆クィーンズ 大 学

◆モナッシュ大学

◆ムラワルマン大学

a
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v

◆サウスイーストミズー リ州 立 大 学

◆ウィスコンシン大 学 ロー・スクール

◆ハ ワイ大 学

◆トリード大 学

◆カリフォル ニア大 学 バ ークレー校 ㈹

◆カリフォル ニア大 学 ロスアンゼルス校(※)



外国人留学生数

外国人留学生数
(2010年5月1日 現 在)

※中国研究科(博 士課程)2年 次生にはICCS分 拠点入学8名(男4、 女4)を 含む。

上記一覧は2010年5月1日 現在、正規課程 に在籍する外国人留学生数434名 に協定 留学 生16名 を含んだものである。

また研究生として学部研 究生3名(国 際コミュニケーション学部1、現代 中国学部2)、大学 院研究生7名(経 営学研究科4、中 国研 究科3)が 在籍している。
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卒業者数 覧表一
卒業年度

法経学部

法政科 経済科
十曇
口

1947 13 13

.,. 5 13 18

1949 31 93 124

1950 34 96 130

1951 60 125 185

1952 93 204 297

合計 223 ., 767一
卒業年度

法経学部第1部 法経学部第2部 文学部

法学科 経済学科 経営学科 法学科 経済学科 哲学科 社会学科 史学科 文学科
十昌=

口

1952 93 355 5 20 473

1953 50 271 4 13 338

1954 55 364 7 20 446

1955 113 361 6 24 504

1956 118 325 2 32 477

1957 165 356 14 10 7 1 31 .,

1958 156 464 10 5 10 27 672

1959 176 495 77 84 8 6 23 :.・

1960 171 .;. 91 98 8 11 25 ...

1961 131 466 103 113 3 5 5 26 852

1962 137 530 121 100 12 4 21 925

1963 140 647 131 149 2 2 7 15 1,093

1964 179 730 :. 240 5 6 10 16 1,372

1965 240 ;.. 254 258 2 17 12 24 1,706

1966 263 826
..

242 293 3 20 10 46 1,991

1967 282 785 253 222 262 3 21 13 45 ::.

1968 285 926 :. 256 238 5 37 26 83 2,042

1969 361 ... 390 246 244 14 38 42 98 2,099

1970 451 823 280 279 231 3 28 48 104 2,247

1971 486 708 :. 277 276 11 25 52 140 2,361

1972 462 600 305 260 212 8 37 70 108 2,062

1973 445 546 280 265 243 11 39 58 97 1,984

1974 508 647 345 275 304 11 36 55 88 2,269

1975 429 679 300 282 256 12 43 62 116 2,179

1976 446 668 327 277 237 19 50 56 120 2,200

1977 451 607 347 252 236 19 47 74 144 2,177

1978 451 667
.,

247 262 30 43 67 139 2,290

1979 435 538 340 269 262 16 49 67 116 2,092

・:1 ..・ 645 341 258 220 19 34 77 136 2,179

1981 426 530 394 238 243 23 39 71 129 2,093

1982 419 534 364 235 278 31 38 77 100 2,076

1983 381 495 369 204 222 27 61 62 138 1,959

・ ・. 420 514 370 235 197 35 51 64 142 2,028
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一
卒業年度

法経学部第1部 法経学部第2部 文学部

法学科 経済学科 経営学科 法学科 経済学科 哲学科 社会学科 史学科 文学科
計

1985 447 593 369 197 194 40 59 78 141 2,118

・:. 457 544 360 183 176 25 50 72 142 2,009

1987 .,

537 383 215 244 30 70 69 152 2,084

1988 362 496 365 224 190 30 58 58 121 1,904

.;. 309 508 .: 200
.,

30 50 75 123 1,847

1990 338 431 388 251 256 33 60 65 142 1,964

1991 274 442 561 209 222 29 52 73 124 1,986

小計 12,345 22,702 9,043 7,285 7,239 529 1,234 1,597 3,351 65,325一
卒業 法学部 経済学部 経営 現代 法学部 経済学部

年度1部1部 学部 中国学部2部2部

文学部 国際コミュニケーション学部

人文社会学科哲学科 社会学科 史学科 文学科 日轟蝉 轟盗 言語コミュニ 比較文化学科 比較文化学科
ケーション患科 昼問主(夜 間主

計

1992396468452 216187 476171159 2,057

1993350452458 213162 376481163 1,980

1994406507515 224204 479090166 2,249

1995399471452 196163 358783168 2,054

1996427527511 218182 5010375133 2,226

1997517578470 229173 6010996146 2,378

1998431501520 160148 387496164 2,132

1999404465511 182155 688778163 2,113

2000442510506135128150 369699192 2,294

2001426531462168156116 469481154 95115 382,482

200241252450120991 73 579554 5876103 97 302,380

2003413510441205121 92 419190 487593 95 302,345

200440647848321295 55 507578 7291102107 212,325

200536250249318896 81 487996 6170114113 202,323

200637644842021811376 519276 5782103107 242,243

200735239737019625 21 377470 5151130141 4 1,919

20083513874492048 2 301 4 9 8 5 7133107 2 1,977

20093564194422070 1 3832 0 3 11 1331380 2,086

合 計19,57131,37717,4991,9429,7569,280 6841,2832,6142,9224,9593534531,0061,020169104,888

注)法 学部1部 、経済学部1部 、経営学部、法学部2部 及び経済学部2部 には、法経学部 第1部 及び法経学 部第2部 を含 む。

2000年 度より9月卒業者数を含 む。
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卒業者数 覧表一
卒業年度

法経科
第2部

文科
第2部

言語文化学科
(文科)

現代生活学科
(生活科)

ライフデザイン

総合学科 計

1951 353 18 371

1952 299 17 316

1953 342 13 355

1954 269 21 290

1955 330 22 352

1956 235 13 .一

1957 67 12 79

1958 57 7 64

1959 59 廃止 59

1960 61 52 113

1961 60 62 122

1962 82 26 61 169

1963 130 51 81 262

1964 160 64 126 350

1965 164 63 102 329

1966 250 119 145 514

1967 145 128 144 417

1968 128 134 159 421

1969 135 156 165 456

1970 87 184 165 436

1971 66 .: 154 ..

1972 76 169 154 399

1973 67 177 158 402

1974 59 163 165 387

1975 36 195 :. 417

1976 40 182 166 ..

1977 43 199 190 432

1978 8 174 173 355

1979 廃止 187 178 365

・'1

196 160 356

1981 199 191 390

1982 195 160 355

1983 215 154 369

・ ・.

215 187 402



一
卒業年度

法経科
第2部

文科
第2部

言語文化学科
(文科)

現代生活学科
(生活科)

ライフデザイン

総合学科
計

1985 154 157 311

・:. 248 228 476

1987 210 173 383

・:: 196 177 373

.;. 181 172 353

1990 215 156 371

1991 227 183 410

1992 234 175 409

1993 202 172 374

1994 247 236 483

1995 205 ., 389

1996 225 .. 413

1997 230 165 395

..; 214 229 443

1999 216 150 366

2000 194 147 341

2001 197 174 371

2002 174 144 318

2003 190 136 326

2004 180 105 285

2005 142 100 242

2006 3 1 234 238

2007 232 232

11: 226 226

2009 215 215

合計
..
.1. 123 7,957 7,076 907 19,871

注)1996年 度より9月卒業者数を含む。一
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注)1996年 度より9月卒業者 数を含む。
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卒業者数一覧表一
博士後期課程(修了者・単位修得者) 修士課程

擁 講 斗
経済学 経営学 中国
研究科 研究科 研究科 文学研究科

経済学 経営学 中国法学研究科
研究科 研究科 研究科

中国 日本欧米 公法 私法 経済 経営
文化 研究 文化

文学研究科 計
、ノmゐン

ヰ諜竣
中国 日本私法 経済 経営
研究 文化

地域社会

システム

地域社会 欧 米 国際

システム 文 化 コミュニケーション

1955 11 9 20

1956 3 7 10

1957 3 9 12

1958 42 2 8

1959 42 8 14

1960 41 4 9

1961 48 3 15

1962 3 3 6

1963 54 9 18

1964 73 8 18

1965 711 18

19663(3) 4915 31

19672(2) 4627 39

19683(3) 8424 39

1969 5223 30

1970 91024 43

19711(1) 81 13 23

1972 8516 29

1973 10426 40

1974 17422 43

1975 5324 32

19761(1) 6222 31

19771(1) 71 18 27

19781(1) 5210 14 32

1979 73 9 7 26

・:1
10811 8 37

1981 8510 6 29

19821(1) 1(1) 4 7 8 21

1983 2 8 5 15

・;.

4 9 7 20

1985 3(3)1 12 5 6 18

19861(1)5(5)1(1) 22 4 6 21

1987 1(1) 3210 5 21

1988 2(1) 21 1 5 11

.;.
21 8 7 18

19901(1)1(1)3(3) 23 3 4 17



博士後期課程(修了者・単位修得者) 修士課程

擁 蘇 聯 聯 翻斗 文学研究科
経済学 経営学 中国法学研究科
研究科 研究科 研究科

国際

文学研究科 コミ赫鰯 ヨン 計

中国 日本 地域社会 欧米私法 経済 経営
研究 文化 システム 文化

公法 私法 中国 日本 地域社会経済 経営
研究 文化 システム

欧米 国際

文化 コミュニケーション

1991 1(1)1(1) 13 3 14 23

1992 46 6 2 2 2 1 23

1993 1(1)3(2) 26 3 13 5 4 1 7 45

19941(1) 45 14 15 5 6 1 51

19951(1) 1(1) ・ 13 13 9 3 4 3 62

1996 1(1)1(1)1(1) 514 16 24 9 7 1 3 82

1997 1 2(2)1(1)1(1)316 12 15 5 5 3 3 67

19981(1)1(1) 3(3)3(3) 1 1(1)316 11 16 5 5 4 4 74

1999 2(2)3(3)2(1) 2(2)48 17 13 16 2 3 3 75

2000 2 1(1)5(4) 215 16 10 13 4 3 71

2001 3(2)2(2) 1 1 516 14 21 3 4 1 6 77

2002 1 1 2(1)3(2) 38 19 16 9 5 5 2 74

2003 3(1)5(4)3(3) 12 11 14 9 3 2 1 9 63

2004 1 2(1)2(2) 24 7 15 13 2 1 2 6 57

2005 1 2 1(1) 8 16 16 1 1 1 7 54

2006 1 8(2)2(1) 1(1) 3 18 8 2 1 1 10 55

2007 8 1(1) 4 13 7 3 7 43

11: 1 4(1)1(1)1(1) 5 8 13 3 1 4 40

2009 1 5(2) 10 14 11 2 1 2 46

合 計18(18)16(14)29(15)44(20)25(20)5(4)7(6)234237614 358 1585339 41 451,923

()内 は、単位修得満期退学者で内数。 注)2000年 度 より9月卒業者 数を含 む。一
専門職学位課程

修 了 法 務研 究科

年度 未修者 既修者

コース コース

会計研究科
計

2005 19 19

200615 11 26

200711 11 37 59

200813 13 24 50

200916 8 36 60

合計55 62 97 214
資

料

■
卒
業
者
数
覧
表



学部等別教員数・校舎別事務職員数

学部等別教員数

〔学 部 等 〕⊂麺≡⊃〔璽 ⊂亟 ⊃⊂匠⊃

法 務 研 究 科 15

(2010年4月 現在) 法 務
研 究 科

会計研究科」■ 曜
1016

会 計 研 究 科11 3 0 14
文学部

文 学 部30 10 3 43 経済学部

経 済 学 部30 9 1

国際コミュニケーション学部24 5 4

40国 際コミュニケーション

学部

33

法 学 部14 12 4 30

法学音6,■■ 曜

経 営 学 部20 16 3 39
経営学部

現代 中国学部18 5 2 25
現代縣

豊橋語学教育研究室 0 0 4 4

名古屋語学教育研究室 0 0 3 3
教講麩 」『

短 期 大 学 部10 2 0 12 姦喜驕峯8

総 数172 63 24259 大魏 」■曜
※法務研究科の教員数のうち1人は法学部との併任。

※会計研究科の教員数のうち4人 は経営学部との併任。 総数

'

騰
-
8搬准

'

σ

63

校舎別事務職員数

くね ゆ　 　　　も

覇囮 〔璽 ヨ〔名古騰 〕〔璽 ヨ圃
任専学

部
等
別
教
員
数

校
舎
別
事
務
職
員
数

74 38 36 .・
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土地・建物面積

土 地
土 地412,893r㎡(実 測)

〔自有305,119㎡ 借 用107,774㎡ 〕

(2010年3月31日 現 在)

用 途 区 分 愛知大学専用 大学短大共用 計

校 舎 敷 地 82,920m(29,687m)
z

54,575rri 137,495m(29,687m)

図 書 館 敷 地 4,340m(3,892m)
z

13,172rYi 17,512m(3,892m)

運 動 場 80,114m(24,959m)
z

72,845rri 152,959m(24,959m)

体育施設敷地 4,299m(669m)
s

9,098rri 13,397m(669m)

そ の 他 62,121m(38,344m) 29,409m(10,223m) 91,530m(48,567m)

計 233,794m(97,551m) 179,099m(10,223m) 412,893r1'1(107,774f1'1)

備考()内 は借用土地を内数で示す。

建 物 自有135,332㎡(登 記)

(2010年3月31日 現 在)

用 途 区 分 愛知大学専用 愛知大学短期大学部専用 共用 計

一 般 校 舎 z

58,924rri
s

2,763rri
z

24,614rYi
2

86,301m

図 書 館
z

7,461rri
z

6,812rri
z

14,273rri

体 育 館
s

3,579rri
z

3,878rri
2

7,457171

そ の 他
ヨ

20,845rri
s

1,723rri
z

4,733rri
z

27,301rri

計
s

90,809rri
s

4,486rri
z

40,037rri
2

135,332rri
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豊橋校舎建物配置図
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名古屋校舎建物配置図
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愛知大学の歴史
「東亜同文書院(後 に大学)」は、1901年 中国上海に設置さ

れ、日本の海外高等教育機関として最も古い歴史をもちます。

当時貴族院議長であった近衛篤麿公が、東亜同文会を設立。東

亜同文会の理念は教育文化事業によって日中友好提携を成 し

遂げることにあり、そのための人材育成が東亜同文書院大学の

設立目的でした。後に首相となった近衛文麿公も1926年 から

5年 あまり院長に就任しています。

アジア随一の国際都市であり、当時の文化や流行の発信地

でもあった上海で、学問の自由を尊ぶ校風のもと、中国・アジ

ア重視の国際人を養成。しかし、日本の敗戦によって東亜同文

書院大学は中国に接収、半世紀にわたる歴史の幕を閉じたので

す。その折、同大学e後 の学長を務めた本間喜一(後 に最高裁

判所事務総長)は、新たな大学の設立を決意。1946年5月 、本

間学長の呼びかけに東亜同文書院大学の教職員、学生の多く

が集い、同年11月15日 に愛知大学は中部地区唯一の旧制の

法文系大学として誕生しました。1949年4月 からは法経学部

(法学科・経済学科)に文学部(社会学科)を加えた2学 部3学 科

で新制大学へと移行、今日の発展に至ったのです。

建学の精神として「世界文化と平和への貢献」、「国際的教

養と視野をもった人材の育成」、「地域社会への貢献」を掲げ、

設立当初より国際文化大学をめざしてきた愛知大学は今、21

世紀にはばたく真の国際人の育成を担っています。

校名と校章について
「愛知大学』の校名はフィロソフィア、つまり「知=智 を愛する」という言葉に語

源をもつもので、単なる場所的な発想ではありまぜん。愛知という言葉の中に

は、創立者たちの"本学をして永遠に智を愛する者たちの殿堂たらしめよ岡との

崇高な理念が込められているのです。

校章は、愛知大学の「愛」と「大」を組み合わぜて図

式化したもので、簡素な中にも建学の精神の下、たゆ

まぬ歩みを続ける決意と誇りを表現しています。制定

は昭和22年6月 。制作は高須光治氏(岸田劉生氏門

下)の原案。

繭
巾

自由受難の鐘
愛知大学建学の草創期、木立の松の枝に吊るされ、学生に時を告げていた鐘

は、第4回 卒業生(昭和26年)に よって柱を贈られ、時代とともに移り変わる愛

知大学を、今も静かに見守っています。

「自由受難」の文字は、自由を求めれば、必然的に苦

難は避けることができないという意味を持ち、自由

を愛し、知を愛す現代の学生に対しても、さまざまな

壁を乗り越えて自己実現に向かって前進してほしい

という思いが込められています。

知 の展 開。
断たな撲 戦の 連黄 が やが 〔fs統になっていく

「PROJECT2012」 が意味するもの

愛知大学では2008年4月 より「PROJECT2012」 を実施しています。本

PROJECTで は、2012年 の新・名古屋キャンパス(ささしま)の開校を中心とし

て、豊橋校舎における学部再編、新学部の設置など、様々な施策を企画 実行して

参ります。

「第二の創学・建学」のスタートとも言える本PROJECTは 、本学の新たな伝統

創りの起点となるものであり、2012年4月 に開設される新・名古屋キャンパスは

その道標と言えます。

キ ャッチ フ レ ー ズ 「知 の 蓄 積 」「知 の 展 開 」が 意 味 す る も の

知 の蓄 積

愛知大学は、東亜同文書院(後 に大学)の学問的伝統を継承し、中部地区唯一

の旧制の法文系大学として戦後まもなく誕生しました。「知の蓄積」とは、現在に

至るまでの学問と伝統の積み重ねを表しています。

知 の展 開

愛知大学は旧き「知」と新たな 「知」を愛し、教育・研究に遽進しています。「知の

展開」とは、歴史と蓄積された知を継承した新たな挑戦の連続による次の時代の

伝統創りを表しています。
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ACCESSMAP

愛知大学
AICHIUNIVERSITY

[豊 柵 キ ャン パ ス]

[名 古aキ ャンパス]

[車 道 キ ャン パ ス]

[粟 京 事 務 所 】

〒441・8522愛 知 県豊橋市 町畑 町1-1

TEL,0532-47-4111(代)FAX.0532-47-4149

〒470-0296愛 知県 みよし市黒 笹町 清水370

TELO561-36-1111(代)FAX.0561-36-5546

〒461-8641愛 知 県名古 屋市 東区筒 井2丁 目10-31

TEL.052-937-8111(代)FAX.052-937-4816

〒100・0013東 京都 千代 田区霞が関3・2-1霞 が関 コモンゲート西館37階

TELO3-3501-6405(代)FAX.03-3501-6406


